
令 和 5年 度 事 業 計 画

社会福祉法人あゆみの会



総 論

令和五年度の課題は令和 6年度開園の板橋保育園の開園準備、職員採用・スキルアッ

プ、定着率の向上、業務の効率化 (ICTの 推進等)ん 挙ゞげられる。地理的に離れている都

内での施設開園に向け、本部と施設、施設間の連携がより円滑に行われるよう、仕組を構

築する必要がある。少子化時代に入 り、都内でも新入園児の定員割が生じている。選ばれ

る園となるよう法人全体で保育の質を高め、それを発信 していくことも必要である。

1.板橋保育園開園準備

(1)施 設のオ既要

(2)ス ケジュール

施設名称 板橋保育園(板橋区)

施設主体 社会福祉法人 あゆみの会

設置形態 認可保育所

敷地面積 糸,1,3 8 0∬

開園日 令和 6年 4月

園児定員 103人 (1～ 2歳児各 20人、 3～ 5歳児各 21人 )

ア クセス 東京都板橋区富士見町 20‐ 118(都 営板橋富士見町アパー ト内敷地)

都営三田線板橋本町駅徒歩 10分 /東 武東上線中板橋駅徒歩 10分

HP https://itabashi.ayuminokai.,p/

4月 入札公告

5月 入札・建築業者決定

三者協議会

6月 建設契約

東京都土地賃借契約

地域説明会 。工事着工

職員採用

三者協議会

7月 定例会議

職員採用

三者協議会

引継

8月 定例会議

職員採用

三者協議会

引継



9月 定例会議

職員採用

三者協議会

引継

10月 定例会議

職員採用

三者協議会

引継・合同保育

11月 定例会議

職員採用

三者協議会

引継・合同保育

12月 定例会議

職員採用

三者協議会

引継・合同保育

1月 定例会議

三者協議会

職員採用

引継・合同保育

建物竣工

2月 職員採用

三者協議会

保育環境整備

引継 。合同保育

3月 職員採用

三者協議会

保育環境整備

引継・合同保育

2.職員関係

(1)職員採用計画

保育士 事務・保育補助 看護師 栄養士・調理員

常勤職員 15名以上 1名 以上 1名以上

非常勤職員 5名以上 5名以上 1名以上 1名以上



(2)職 員のスキルアップ

職員のスキルアップには、各自のスキル・キャリアプランに合わせた研修計画と研

修時間の確保が必要である。

1)保育計画 と保育ア ドバイザー

研修計画を策定、私立保育園連盟、東京都区において保育士のキャリアアップ研修

を指導している養成校大学教授を法人保育ア ドバイザーとして、初任者研修。中級者

研修を実施 していく。

2)保育実践を通 じての研修

研修時間の確保は重要な課題である。一方。研修が日々の業務を圧迫 し、保育体

制、労務に影響が出ることは避けなくてはいけない。

令和 5年度も引き続き各園園会議で共通するテーマを「すまいる委員会」の委員会

活動に集約 し、質の向上と効率化を図るとともに、本年度は研修部会に「次世代実践

委員会 (OnJT/OrJT)」 を設置、日々の保育実践の中で研修を実践することとす

る。保育部会について、法人内自主的勉強会「保育環境ラボ」を「環境ラボ委員会」

とし委員会活動に組み入れるとともに、発達と保育計画に焦点を当てた「発達計画委

員会」を設置、 2つ の委員会に改編する。

日々の保育体制に支障が出ないよう。各委員会の開催頻度等を検討する。

*令和 5年度すまいる委員会

保育 環境ラボ委員会 保育環境 (玩具・教具・環境)の改善

発達計画委員会 ICT化の推進 【*】

チャイル ドケアウェブ・コドモン活用

発達理解・感覚統合・計画指導案作成

研修 研修計画委員会 年間・個別・合同研修計画の周知と作成

富山先生 トミーの日、井上先生ワークショップの計

画、実践

次世代実践委員会

(OnJT/OffJT)

ガイドライン改正・オ既念化

各委員会決定の実践研修

ICT化の推進 【*】 保護者コミュニケーション (グ

ーグル・意見箱)

安全 安全委員会 安全計画・マニュアル整備

ひや りはっと分析・安全訓練

保護者対応 (オ ンラインQQ)

看護委員会 保健計画・保健だより

衛生管理指導・健康診断



食育 保育食育委員会 食と健康・人間関係・文化・料理 命の育ちと食 食

育・計画・たより

厨房委員会 食事の安全 (ア レルギー)衛生 。調理技術や知識

食育指導、献立、食育だより

総合 人権・監査委員会 園自己評価 (年 1回 )

クオーレ・行政監査対応

保護者・園児・職員の人権対応

事務委員会 各種業務マニュアル (手続・申請等)

人事労務 ICT化 (文書・データ管理)【 *】

広報オンライン委員会 子育て支援センター

広報資料作成 (動画・資料他)

ICT化の推進業務のフォローアップ 【*】

(3)定着率の向上

1)臨床心理士等によるカウンセジング

職員オンライン相談窓国の設置、臨床心理士等とカウンセリング契約を行い、職員

のメンタルケアを行 う。

2)処遇改善

保育士資格取得支援制度、処遇改善手当の支給増額等により処遇改善を図る

3)チューター制度

新卒保育士に対 し各自に専任チューターを配置する

4)職員の相談窓口

職員からの相談を受け付けるオンライン窓口を設置する

(4)業務の効率化 (ICTの推進等)

1)本部・各施設との連携強化

施設・本部の連携を強化するため、各国の事務職員が月 1度、本部に集まり事務会

議を行 うこととする。各園。本部での課題や問題点、その解決について共有 し業務の

効率化を図る。

スプレッドシー ト・グーグルフォームを活用 し、各園で受信 したメールについて拠

点・本部間で情報を共有しTo Doリ ス ト化するとともに、各園からの問い合わせを

電話からスプレッドシートに切 り替え、間合内容をFAQと して全施設で共有する。

土曜合同保育や合同行事等にスプレッドシートを活用、各施設間での情報共有と

To Doジ スト化による進抄管理を行う。



3

2)JINJER(人事管理システム)

雇用契約情報のオンライン管理により、施設ごとの職員管理より、職員管理を法人

で一元化、異動等の業務をシステムの中で管理する。

3)チ ャイル ド・ケア・ウェブの活用

保育記録、児童票、保育要録の連動を図る。

.選ばれる園づ くり

子どもの最善の利益の実現を念頭に、保護者の方への子ども支援とそれを支える職員

の就労環境のバランスをとることが大切である。

透明性ある運営に努め、保育内容や法人情報等について一層の情報公開 。発信を進め

ていく。保育室に設置したモニ痺―カメラの活用により職員研修、保育環境の改善、保

護者の方への案内・説明を行 う等、客観的な情報を伝えていく。

子ども主体の環境を通 じた教育を推進 し、ホームページや SNS、 保育ガイドライン

やパンフレット等、情報ツールを充実する。

以 上



資 料

・ 研修計画

・ 年齢別年間計画
。今和 5年度すまいる委員会



2023年 度 すまいる保育国研修計画
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保育所保育指針
第5章を尊守

研修テーマ

保育理念

法人理念

◆日々の保青実践を極して、
必要な知識及び技術の習得、

維持及び向上を図る

◆保吉の課題等への共通理
解や協同性を高める

0園全体としての保育の質の

向上を回る

0日 常白うに鞘長同士が主体
的に学び合う姿密と環践の売
実を図る

◆自らの専門性の向上を図る
●研修で得た知識及び技術を

他の,員 と共有する

◆大学敦猥や研究者等、保苗
や発連 保青環境について、

腹数の専門アドバイザーから

段新の情瑶を取り入れ、より

嵐い保育を追求する

目的
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日本保管学会主催研修  埼玉県社会福祉協議会主催研修  埼玉県保青協議会研修

保育環境研究所ギビングツリー主催研修  川越市私立保青園連盟主催研修

キャリアアップ研修
子どもの文化主催研修 臨床育見保育研究会 臥竜塾 幼稚回教諭免許更新ほか

埼玉県ふじみ野市主催研修  埼玉県川越市主催研修 ]ドモン主催の研修
けやの森主催の研修

井上 キ氏
日本建築学会 日本都市計画学会 日本遣 1蜜 学会 「ワークショップ」

宮山 大士氏
こども教育宝仙大学准教授 クオーレ「トミーの自」

講師名

●保育所保育指針第1章から第4華までに示された事項を踏まえ、質の高い保音を展開するため、絶えず、一人一人の職員についての資質向上を及び職員全体の専門性を図る

,保育所職員に求められる専門性
子どもの最善の利益を考虐し、人権に配慮した保吉を行うためには、朧員一人―人の倫理親、人間性並びに保育所職員としての税務及び責任の理解と自党が基盤となる

各職員は、自己評価に基づく課電宇をIきまえ、保育所内外の研修学を通して、保吉士 看護師 調理師 茉養士学、それぞれの職務内容に応した専門性を高めるため、必要な知識及び技術の習得、維持及び向上に努めなければならない

2保音の質の向上に向けた組織的な取組

保百の内容などに関する自己評価等を通して把握した、保吉の質の向上に向けた課題に組織的に対応するため、保育内容の改善や保百士等の役壱I分担の見直し等に取り組むとともに、それぞれの議位や税務内容等に応して、各職員が
必要な知識及び機能を身に付けるよう努めなけれはならない

往選型研修の実施によるリスベクトと学び合い

自分のことが好きな子ども(箋護)自 分のことができる子ども(教育)

【実膜を増やす】 福祉を通して実顔を増やすこと ます自分たちの実彦員を大切にする 私たちの実顔を子どもたちへ、子どもたちの実顔を保護者へ 保護者の実顔を地域へと広げていく

●保吉環境ラボ
姉妹回合同で自主的に学び合う活動する
著となどから学びのテーマをあげ、テーマに沿つて意見を出し合い深めたり、各国ての悩みや凄みについて共有ていく (毎月1回 ZOOMでの開催)

テキスト「新版保青とおもちゃ」激薫著 エイデル研究所  「改訂環境構成の理論と冥騒」保育の専F]性に基づいて 高山静子奢 郁洋合

保

護

者

支

援

安

全

保

育

テーションの実施
テューター制度の導入
すまいるノートの開始

く学びの日>

個人情報
アレルギー対応
誤飲誤]と

散歩マニュアル

水の事故

熱中症
※知識の習得と保歯へ

く学びの日>
人権
虐待
子どもの個別の様子
及び配慮事項
※知識の習得と保管へ

の選元

4月

動を示し、日常的茶務
について助言する

礎知識を身につける

●姉妹国合同研悟

く学びの日>
※手語の基礎知識を学
び日々の実践に活かす

「手話を保百現場にお
けるコミュニケーション

講師

サイン行政書士事務所
吉野 豪氏

<学びの日>
電話対応
送迎時の対応
保護者対応
地域子育て支援
※知識の習得と保百ベ

の選元

5月

●新入,研修
テームによる自分の役

割を理解し、助言を受け

ながら日常葉務を実践

する

門知識 技術を身につ
ける

<グループの自>
法人本部通達
各部会委員長より

動報告
活

各国より実践報告

※

'―
マに沿つて活発

に意見交換する

6月

職員間の気付きや情
報を共有し、争んできた
知識と経験に基づき、
保青実践を深め、テー
ムを章引する

等、個々の子どもの発
速の状′兄に応した保育

を行う力を養う

7月

学ぶことの意義

自らの保育を客親視、

言語化し、保育のあり

方や内容を向上させる
ために同様と議論する

衆め、保育者が主体的
こ様々な遊びと環境を
邑した保育の展開を行
うために必要な能力を
身につける

大掃除

※適切な環境を構成
し、子どもの発理に応じ

た保背を行う

※固毎にノンコンタクト

タイム内での残務及び

業務の進捗状′兄確認と

整埋を行う

8月

加藤 繁美氏

東京家政大学教授 「保百の本当を探索する会」

濃井拓久也氏

秋革学国短期大学准教授 「浅井塾」 ※所属が変わります」

講師名

保育目標

適切な技術とマネジメ
ント能力を身につけ、園
全体の増員の資質の向
上及びテームワークを
推進する

深め、適切に食育計画

を活用する力を養う

9月

各種の視点 → 課題を見出す → 同僚との対話 ⇒ 保育の見直し⇒ 保百実践の資の改善

《3つ の大好きにより自立心を育てる>>身体を動かすことが大好きな子 、を使うのが大好きな子、人と闘わるのが大好きな子を盲む

オ刀任者に対し日々の
業務における適切な指
導、助言を行う

自らの人権層寛を百
め、人権を大切にする

保育を行う

<学びの日>
保護者対応
地域子育て支援
※知識の習得と保育へ

の選元

人権
た待
子どもの個別の様子
及び配た事項
※知識の習得と保育へ

の選元

10月

・家庭から収集した子ど

もの情報を同僚、先輩、
上司に報告 ,事 絡 相談
し、適切な対応を身につ

ける

保護者支援、子百て妄

援の議義を理解する

く字びの日>
配慮が必要な保護者

対応
※知識の習得と保育ヘ

の選元

<学びの日>
感染症

下痴嘔吐処瑠
インフルエンザ
不著者対応
※知識の習得と保育へ

の選元

<学びの日>
子どもの人権
※知識の習得と保青ヘ
の還元

11月

●中堅職員研修
主任、副主任をサポー
トし、クラス等テームの
業務改善や目標が違せ
られるように取り組む

隈に関する理解を深
め、描切な援助ができ
る力を身につける

くクリーンの口>
大掃除

※適切な環境を構成
し、子どもの発達に応じ

た保育を行う

※回毎にノンコンタクト

タイム内での残務及び

業務の進抄状況確認と

整理を行う

12月

藤原里美氏
テヤイルドラボ

講師名

●テームリーダー研修

自己の冑ヒカを理解し、

資質向上を回る

解を深め、適切に保1越

E十画を活用できる力を
養う

1月

D管理残研修

組織として、子どもの

段善の和!益の確保、保

霊者とのパートナーシッ
プ、地域の子育て支援
としての機能を果たして
´ヽるか訂l,oし 、総括する

解を深め、、適切な対頻
を講じることができるよ

う力を養う

くグループの日>
法人本部通達
各部会委員長より活
動報告
各1買 より実践況報告

※課題の解決に向けて

活発に意見交換する

2月

●入磯内屈者手前研婚
社会大、組織人として

のモラル、,レール、マ

ナーを知り、組織の一
員としての自覚を持つ

骨し力を発揮し、自己実
現をする
テームによる国内1業 務
の経験を積む

新年度準備

※回毎に目標、方針の

設定と評価を行う

※卒園準備及び新入園

見を受1サ入れ、進級等
の保育の引網本音を行
い、新たな環境を整えそ

3月



今和5年度 年船別保育計画 夢 グループ (0歳児)

3月

2月

1月

12兵

IIに

IO涯

9月

8月

7月

6月

5月

4月

周

O歳児の終わりまでに

育ってほしい姿

クラスの特徴

年間目標

保育者との温かく、受容的なかかわりを通じて、自分を肯定する気持

ちが芽生える。

・寒い時期を元気に過ごす。
・生活や遊びの中で、自分の身近な人の存在に気付き、親しみの気持

ちを表していく。
・身の回りのことを自分でしようとする。

・A答的な、も、れ合いや言葉かけによって、欲水が満たされ安定感をもっ

て過ごす。

様 な々食品に少しずつ慣れ、食べることを楽しむ。

・保育者の愛情豊かな受容の中で、生理的・ミ理的欲求が満たされ′ヾ

地よく、暑い夏を健康で快適に過ごす。

・新しい環境に慣れ、保育者に抱かれたり、話しかけてもらったりして′ヾ

地よく過ごす。
・安′遣した環境の中で睡眠やミルクや離乳食を食べる。

生 活

・わらべうたでの,S、 れあい遊び

体の動きや孝く現、発声、コ商語などを優しく受け止めてもらい、保育者と

のやり取りを楽しむ。

わらべうたでの,も、れあい遊び

気候にAじて園庭遊びし、自然に触れる。
・様 な々色彩や形のもの、絵本を見る。
・わらべ歌や音楽に合わせて体を動かして楽しむ。
・保育者による語りかけや歌いかけ、発声や

'南
語などのA答を通じて、

言葉の理解や発語の意欲を育む。

わらべうたでの,も、れあい遊び

窺候に應じて散歩等を取り入れ、自然に触れる。
,一 人ひとりの発育に痣じて追う、立つ、歩くなど十分に体を動かす。
・玩具や身の回りのものを、つまむ、つかむ、たたく、引っ張るなど、手や

指を使って遊,Sミ 。
・外気浴や、砂遊びを楽しむ。

・わらべうたでの,S、 れあい遊び

保育者のあやし遊びに機嫌よくAじたり、歌やリズムに合わせて、手足

や体を動かして楽しもうとする。

保育者と一緒に様 な々色彩、形の物、絵本などを見たり触れてみよう

とする。
・水に慣れ親しみ、気持ちよさを味わう。

わらべうたでの,S、 れあい遊び

水や泥に触れる。
・身近な生活用具、玩具や絵本など、身の回りのものに対する興味や好

奇鳶をもち、はいはいやつかまり立ちをしながら探索遊びをする。

遊 び

保育者の愛情豊かな受容の中で、生理的 §理的欲求が満されヽ地よく生活する。

一人ひとりの発育に庵じて追う、立つ、歩くなど十分に体を重Dかす。

個人差に應じて投乳を行い、離乳を進めていく中で、様々な食品に少しずつ慣れ、食べることを楽しむ。

一人ひとりの生活リズムに庵じて、安全な環境の下で十分に午睡をする。

オムツ交換や衣類の着脱などを通じて、清潔になることのヽ地よさを感じる。

子どもからの働とかけを踏まえた、薦答的な、S、れ合いや言葉かけによって、欲求が満たされ安定感をもって過ごす

体の動とや表現、発声、]南語などを優しく受け止めてもらい、保育者とのやり取りを楽しむ。

生活や遊びの中で、自分の身近な人の存在に気付と、親しみの気持ちを表す。

保育者による語りかけや歌いかけ、発声や。葡語などの應答を通じて、言棄の理解や発語の意欲が育つ。

保育者との温かく、受容的なかかわりを通じて、自分を肯定する気持ちが芽生える。

身近な生活用具、玩具や絵本などが用意された環境の中で、身の回りのものに対する興味や女子奇ミをもつ。

生活や遊びの中で、様々なものに触れ、音、形、色、手触りなどに気付と、感覚の働とを豊かにする。

保育者と一緒に様々な色彩、形の物、絵本などを見る。

玩具や身の回りのものを、つまむ、つかむ、たたく、引ら張るなど、手や指を使って遊ぶ。

保育者のあやし遊びに機嫌よく庵じたり、歌やリズムに合わせて、手足や体を動かして楽しもうとする。

‐健やかに伸び伸びと育つ、身近な人と気持ちが通じ合う、身近なものと関わり感性を育む

・童歌を通して情緒の安定や保育者との愛者が深まる。

保育者との愛情豊かな受容のもとで、生理的欲求を満たし、ミ地よく生活する。

・一人ひとt,の 興味関特のある玩

具を用意する。

安ヽして探索′
=物

が楽しめるよ

う、危険1目所を点検し、共有する。

様々な絵本を置く。

玩具の見直し、発達にあったも物

を用意する。

戸タト時の気つきを写異とコメント

で掲示する。

個々の運動発達に合わせた遊び

を用意する。(マツト、F皆段、トンネル

等)

‐様々な感覚遊びができるようti

用意する。(ポットン落し、スイツチ、

ボール等)

ビアノをぢ早けるよつに設 iこする。
‐色水、片柔粉、新 聞紙、花紙、粘

土等色々な索材の物を用意する。

休息をとるスペースを分け、落ち

着いた空間にする。

‐はいはいメ)｀八山てそる環境 を用

意する。

安§した環境で離学L食 を食べら

れるようにする。
童歌を始める前に、安全を確保
する.

環 境 1毒夙

進級に向けてlス護者と成長を伝

え合い、安′せ感を持ち進めるように

する。

‐気イ瞑に合わせたな服調蟹 をす

る。

・絵本やわらべ歌 を通 して楽しさを

共感していく。

気づきや発見に耳を傾 け、思いを

言葉にしていく。

・子どうの気つてに共懲し言葉を

代弁 していく。

運動屋微細遊びで個々の達成感

を一緒に感じていく。

食事ではロニ
'F,や

「おいしいね」の

声をかけて食べることが楽しく感じ

ていくようにする。

水分稿給をこまめにとるようIて し、

汗をかいたら着替える等体温調節

をおこなっていく。

様々な物に興味をしめす際、ロヘ

入れようとする時にはその後の消

轟やいけない物 を伝えていく。

食事のマタ行や個々の発達につい

て保護者 と情報共有しながら進め

る。

1呆育 者 の 自こ鳳

園 長 副園長

もちっこやいて、だんごだん
ご、おにさのるすに、にくや
のおじさん、らららぞうきん、
にんどころ、おてぶして、Sミ し、
おつかいありさん、おヽたどん
ひじどん

ヽヽっιごん1ぎ しこちょこちょ、ヽヽ

ちりにり、ももやももや、ねん

ねやま

あめこんこん、うまはとしと
し、お,S、ねおヾぎっちらこ、おお
なみこなみ、うえからしたか
ら、さかながはねて、こゆうり
いっ1ごん

レモン汁、ひいらいたひいら
いた、にごりぱっちり、ぎった
んばったん、ちょちちょちあ
わわ、むずんでひらいて

菫 駅

主 任 副主任

,一緒に片づけをするなど

できる暮びを矢口っていく

スキンシップ遊びを通し

て、気持ちが通 じ合うことを

楽しむ

整理整頓をし、されいにす

る,ゞ地よさを味わう

たのしく食事をする

ミ)DGs

作成者 作成 日



今和5年度 年船別保育計画 幸 グループ (十 歳児)

3月

2月

I月

12月

11月

10月

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

月

I歳 児の終わりまでに

育ってほしい姿

クラスの特徴

年間 目標

清′孝'に保つ唸地よさを感じる

自分の持ち物と友連の持ち物をE巧 1し て 使ったり片づけたりする

保育者の助けをかりながら、水類の着脱を自分でしようとす

る

身の回り1こ様々な人がいること1こ 気づき、徐々に友達と関わり

を持って遊.∫

体力がつき、日中の探索活動、戸外活動が盛んになる

食材に直接触れ、簡単な調理段階に関わることで食材に親

しみを持つ

・親しみを持って日常の挨拶に應じる

保育者の應答的な関わりや話しかけにより、自ら言葉を使お

うとする
。個 の々生活リズムに合わせ、捲妥な時に十分な休息をとる
・食事の募囲気を楽しみ、意欲的に食べ進める

・保育者等の愛情豊かな受容の下で、安定感を持って生活を

する
・ゆったりとした寡囲条の中で食事を楽しむ

・個 の々生活リズムで無理なく過ごす

生 活

保育者等とごっこ遊びをる中で言葉のやり取りを楽しむ

・季節の自然や文化に触れ、様 な々発見を言葉にして伝える
。運動機能が発達し、農道や田んぼで長い呈E離を走ったり、手足を大きく動

かしたりして身体を動かし、寒い時期を元気に過ごす
。絵本や紙芝居に親しみをもって楽しみ、言葉を模倣したり、イメージを豊か

にする

・たる、pt,sミ 、登る、押す、引つ張る等、自分の体で様 な々感覚を体験する
。身近な秋の自然物に輿味を持ち、名前を言ったり、収集を楽しんだりする
。様 な々索材で色、形、大きさ等ものの違いに集づき、言葉にしたり、制作活

動等で自分なり1こ 表現することを楽しむ

季節の行事を通し、音楽やリズムに合わせて手足を動かしたり、飛び跳ねた

りして体で表現することを楽しむ
・小さ物を指先でつまんだり、割いたりする
。様 な々素材で感触の違いを感じて楽しむ

落ち着いた環境の中で保育をとの,S、 れあい遊びして笑顔を見せたり、歌に

親しみを持つ

・安′せできる環境の中で探索活動を楽しむ
・水や砂、泥に触れ感触を楽しむ
。身近な草花や虫を見たり触れたりし、親しみを持つ

遊 び

食事や午睡、遊びや休′ζなど 保育園における生活のリズムが形成される

様 な々食品や調理形態に険れ、ゆったりとした雰囲気の中て、食事やおやつを楽しむ

身の回りを清′″つに保つ′せ地よさを感じ、その習慣が少しずつ身につく

保育者の援助を受けながら、水類の者脱を自分でしようとする

身の周りに様々な人がいることに気付を、徐々に他の子どもとかかわりをもつて遊、ぶ

玩具、絵本、遊具などに興味を持ち、それらを使ぅた遊びを楽しむ

自′刀＼の物と人の物の区別や、場所的感覚など、環境をとらえる感覚が育つ

身近な生を物に気付き 親しみをもつ

保育者のκ答的なかかわりや話しかけなどにより、自ら言葉を使おうとする

生活にX要な簡単な言葉に気付と、聞き分ける

親しみを持って日常のあいさつにκじる

給本や紙芝居を楽しみ 簡単な言葉を繰り返したり、模倣をしたりして遊,Sミ

音楽やリズムなどに合わせて、体の動とを楽しむ

生活の中て1様々な昔、形、色、手触り、勤き、味、香りなどに気付いたり、気付いたりして楽しむ

保育者のた答的なかかわげや蓋しかけなどにより、自らおこなおうとする。

身の周りに様 な々人がいることに気付を、捻?に他の子どもとかかわりをもつて遊、S(。

わらべ歌に親しみを持って楽しみ、保育者との触れ合いを楽しむ。

・様々な素材のものを用意し、見立て

遊びが発注するよう促していく

・ごっこ遊びや見立て遊び等、子ども

の興味・関′むに合わせ玩具や環境を

整えていく(室 内環境選定見直し)

・近隣の自然を生かし、冬の自然に触

れて発見を楽しめるようにしていく

・様 な々運動機能の発達をサーキット

等で促しながら楽しめるよう考える
。季節の自然に触れたり、戸外で積極

的に身体を動かして遊べるよう戸外活

動を充実させる

・子どもの興味関,せ、発注に合わせて

指先を育む微細遊びを設定する(室 内

環境見直し)

・水、氷、片柔粉、寒天等、様 な々感触

を味わえる素材を用意する

安′むして探索活動が楽しめるよう、危

険個所を点検し、共有する

休息をとるスペースを分け、落ち着い

た空間にする

環境構成

進級に期待感を持ち、自信につな

るよう声掛け、援助をしていく

自分で者脱しやすいようなな服の

保護者にお願いする
・季節の行事に親しみを持ち自ら

れるよう、活動を取り入れていく

子ども通しの関わりを見守りな

互いの気持ちを代弁して伝えてヽ

個々に合った休息が十分に

う、無理なく誘いかけていく
・子どもの気づき、発見に共感し、

にして楽しむ

・個 の々発達に合わせた玩具、

設定する

小さい玩具の誤味に注意し、片

の際確譲する
・戸外遊びも多くなるが、熱中症指
に注意して戸外遊びを二夫する

不安定な子に寄り添い、一緒に遊びを見つけてい

く

食事の見守り、水遊び場の見守り等、慣れない環

境に中で注意して行つていく

わらべ歌 :一 人ひとりとの触れ合いの時間 友達と

軸ねぶ
'也

よくなる輔となるわ関わ
†

保 育者 の白E慮

園長 副園長

・冬の自然現象に親しみ

を持って関わる

丁寧な手洗いを女口ろう

とする

・色 な々食材に輿味を持

ち、自ら食べてみようとす

る

廃材を資源として活用

し、楽器等を作ったり、制

作活動を楽しむ

・内科健診
・歯科健診
・絵本や紙芝居で海や川

の生き物を去口る

畑の野菜の成長に気づ

き、実りを喜,こミ

・自然に触れ、動植物に

興味を持ち優しく関わろ

うとする

5DGs

主 任 副主任

ばうず、おやゆびねむれ、

かってこかってこ、せんベ

せんべ、ちゃちゃすば、お

て,sミ して,ぶ し、さるのこし

かヽ1す

くまさんくまさん、さよな

ら、ぎっこばっこひけば、

めんめんす―す一、ここは

とうちゃん、こっちのたん

ぼ

おでこさんをまいて、ちゅ

ちゅここ、お,S、ねがぎっち

らこ、うえかヽらしたつヽら、あ

めこんこん

れもんじる、うまはとしと

し、たんぱぽ、にごりぱっ

ちり、ヽ ち`りにり、ちょち

ちょちあわわ

重 歌

作成者 作成日



今和5年度 年齢別保育計画 虹 グループ (2歳 児)

3月

2月

1月

12月

II月

IO月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

2歳児の終わりまでに

育ってほしい姿

クラスの特徴

年間目標

者脱や食事など一人でおこなおうとする。

・保育者が丁寧に手を洗ったり、うがいするのを見て、

丁寧にやろうとする。

身の回りのことを自分でしようとしたり、食事の準備

や片付けなど簡単な手伝いを喜んでしようとしたりす

る。
・友違が困ったり、泣いたりしていると気になり、声をお

けたり頭を採でてあげたりする。

・安鳶できる保育者との関係のもとで、簡単な身のま

わりのことを自分でしようとする。
・遊びの途中でトイレにいきたくなった時に、自分で行

こうとする。

給食に関′dを持ち、その日のメニューを尋ねたり、

作っている様子をのぞいたりする。

楽しく食べられることを大事にする。

楽しい会話をしながら家庭的な募囲気の中で食事

方ヾできるようにする。
・遊びの後や水遊びの時などは、水服を着答え、身の

まわりを清潔にして気持ちよく過ごす。
・食べ終えたら自分で手や口を拭いたりしようとする。

自分の物だけでなく、友連の物も分かり、置きっぱな

しの服やおもちゃなどを本人に手渡す。

簡単な水服の着脱に奥味を持ち、自分で着ようとす

る。
・スプーンやフォークを使い、こぱしたりしながらも自分

で食べようとする。

自分から尿意を矢口らせたり、保育者に誘われてトイレ

で排泄したりする。

生活

・わくわく組と合同のごっこ遊びの中で言動に輿味や関′ヾを持ち、刺激を受

けて真似しようとする。

奥味を持ったお話の一部をごっこ遊びに取り入れ、保育者や友連と一緒に

お話の世界で遊,Sヽ ことを楽しむ。
・簡単なルールを知り、保育者と一緒に伝承遊びをする。
‐ごっこ遊びや模倣遊びを楽しみながら言語活動をさら1こ 広げていく。

わくわく組との交流を深め、遊びを真似する。

はさみを使って繰り退し紙を切る。

わらべうたは保育者と楽しむだけでなく、子ども同士でも楽しめるようかか

わりを大切にする。

全身を使った遊びをすることで自信を持ち、運動的な遊びを好んでする。

(DtttSミ 、たる、くく'る 、転がる等)

気の合った友達と一緒に行動することを暮,Sミ 。
・身の回りの自然を使った遊び (集める、貼る、色を出すなど)に興味を持っ

て楽しむ。
・わらべうたでの簡単なルールのある遊びを保育者と一緒に楽しお。

・砂、水、泥など夢中で遊vSミ 。

絵本、紙芝居などを楽しんでみる。

綺麗な色や絵柄のついた包装紙などでのり付けをする。

フィンガーペイントなど、給の具をつかった遊びをする。

見つけたものや気づいたものを知っている言葉を使って話そうとする。
・身の回りの自然を使った遊び (集める、貼る、色を出すなど)に奥味を持っ

て楽しむ。
‐わらべうたでの,S、 れあい遊びを楽しむ。

・滑り台やソフトブロックやマットなどを利用し、全身を使って遊vSミ 。
・音を聞き、体を動かしてリズムを楽しむ。

小麦粉粘土、なぐり描き、シール貼り・はがし、新聞紙遊びなど保育者と一

緒に遊▼Sミ。
・身のまわりの勤植物や自然に奥味を持ち、色 な々ものに触れ合う。
・わらべうたでの,S、 れあい遊びを楽しむ。

近 び

走る、Flし ,Sヾ 、登る、押す、引っ];くるなど、全身を使う遊びを楽しむ

便器での排泄に慣れ、自分で排泄ができるようになる

保育者の仲立ちにより、他の子どもとのかかわり方を少しずつ身につける
・保育園の生活の仕方に慣れ、きまりがあることや、その大切さに気付く
,生活や遊びの中で、年長児や保育者などの真似をしたり、ごっこ遊びを楽しんだりする
‐友だちの良さに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう
。身の回りの物に触れる中で、形、色、大きさ、量、重さなど、物の性質や仕組みに気付く
。近隣の生活や季節の行事などに奥味や関′ぐをもつ

保育者とごっこ遊びをする中で、言葉のやり取りを楽しむ
・保育者を仲立ちとして、生活や遊びの中で、友だちとの言葉のやり取りを楽しむ

保育者や友だちの言葉や話に、奥味や関越を持って、聞いたり話したりする

歌をうたったり、簡単な手遊びや全身を使う遊びを楽しんだりする
・保育者からの話や、生活や遊びの中での出来事を通して、イメージを豊かにする
・生活や遊びの中で、奥味のあることや経験したことなどを自分なりに表現する

厨房と連携をとりながら、お盆を用意した

り、残飯入れなど用意をする。

形、数、量、上下、裏表、色、音の大小など

様々な違いを生活の中で関連付けて、気

づきや興味を持たせる。

手伝いでは、食器の片付けなどやりやす

い高さや位置を考える。

絵画表現の楽してを広げる素材、ぇ曽具を

たくどん用意する。

遊びの中で手先を使う楽しい遊びを取り

入れる。

木の実や落ち菜など入れる箱を用意した

り、制作するのにX要と思われる材料を準

備する。(散歩先にも制作時にX要な素材

などを準備しておく)

・体を使った遊びが十分に楽しめるよう1こ

環境を整える。

・感染症やカビなどに注意しながら十日々の

体の清潔、机やいす、おもちゃなどの衛生

も忘れないようにドがける。

個々の好きな色のえのぐを安定感のある

小さめの容器に作り、使えるようにする。

日常から自然物を目にてそ るよう室内に

も飾る。

トイレでの排泄は整ず保育者がついてい

と、少しずつ安 ,ヾ 感を持たせる。

散歩1ま 少人数で行い、一人ひとりの子ど

もが自分の興味のあることを十分に楽し

みなわヾらゆっくりと回り道のできるような散

歩形態を考える。

環境構成

進級への不安な気持ちを汲み取り

ら、安ドできるように気持ちに寄り添う。

自分なりのイメージで表現しよう

を嚢めたり、記めたりする。

手伝いをしたとをには「建しい」「あり

う」など、一生懸命に挑戦する子どもの

持ちを大切に受け入れていく。

子ども同士で楽しくやり取りをしたり、

夫したりしている場面を見守り、たくさ

めるようにする。

子どもがやりたいと思う
定したり、保育者が時にリードしたりす

とでやってみようという気持ちがわい
やりたくなるようにつなげていく。
自分でしようとする意欲を十

がら、者せてもらいたがる子どもは全面

に受け入れていくようにする。

園庭の木 や々落ち業を集めておき

美しさ、形、量、数なとヽ こも興味持てる

な言葉をかける。

絵本は、豊かなミが育つこと

トラブ′レは保育者が一方的

面者の理由をきちんと間を

自身の気持ちに寄り添う。
1自 分で」という気持ちを大切に受

がら、励ましたり、夜めたりして、満

にする。

はなく、できるだけ個 の々状態に合わせる

ようにする。

子どもに親しんでほしい歌や曲を正しく

美しく表現する。

尉I所雄よ夢務承認辞
おて̂                 |

保育者の配慮

園長 副園長

・廃材 を使った制作

・幸也 冬の 自然 に興味

を持 つ

冬野 菜 を矢口る

・手洗い、うがい、予防

接種
・コンポストづくり

水の大切さを矢口る

海に関する物語を読む

動物、植物の図鑑を保

育室に置く
・植物を育てる

SDGs

主任 副主任

なかなかほい、おえびす

だいこく、ばうず、せんベ

せんべ、からすかずの

こ、さるのこしか`1ナ、まる

くなれわになれ

ととけっこ一、いちっく

たっちくたえもんさん、こ

こはとうちゃん

おでこさんをまいて、うえ

からしたから、ここはてっ

くび、おやゆびねむれ

れもんじる、たんぽぱ、

ちゃちゃすば、うまはとし

とし

重 歌

作成者 作成日



今和5年度 年齢別保育計画 月 グループ(3歳児)

3月

2月

I月

12月

11月

iO月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

3歳児の終わりまでに

育ってほしい姿

クラスの特徴

年間目標

感謝の気持ちを持つ。伝えようとする。

・水服の調節を自分で考えて行う(寒かったら着

る、熱くなったら脱ぐなど)

・身近な人とのかかわりを深めるとともに、地域の

方々とのやりとりを通して、親しみをもつ
。自分の思いや経験したことを自分なりの言葉で

相手に伝えようとする

。身近な自然や季節の変化に気づく

(梅雨、暑さ、夏の生き物や草花など)

・自分で最後までやり遂げる達成感を味わい、自

分でできることを増やしていく

自分の物の置き場所を覚え、新しい環境での生

活に慣れる
。身の回りの片づけや整理整頓を保育者や友逹と

一緒に楽しんで行う

新しい担任や周りの友連と関わり、安定感を持っ

て過ごす

生活

・卒園児や保育者、友達などへのプレゼント制作 (折 り紙や廃材な

ど)

・伝承遊 び… 日本の昔からある遊 びを矢口り、寒さに負けず体を動か

したり、友連 とのかかわりを楽 しむ。

・氷や霜、雪遊び…冬ならではの季節を感じ、氷が 自然の中ででき

たり、溶 けたりする性質を知 る。また、それぞれの感触などの違いに気

づく。

自然物や生き物 との関わり 奥̈味 を持ったこと、不思議 に感 じたこ

とを地域の方などに聞いて深める場 をつくる。

ごっこ遊び…おうちごっこ、○○屋さん等を通して友だちとのやり取

りを楽しんだり遊びを保育者と共に発展させていく。
,自 然物での遊び…落ち葉や木の実、枝などを実際に手に取って散

歩先で遊んだり、持ち帰つて制作物に取り入れていく。秋ならではの

豊かな自然を感じられるよう1こする。
・自然物や生き物との問わり,… 生き物の飼育や図鑑などで調べる、

不思議に思ったことを出し合うといったことを大切にする。

廃材制作…廃材を自分でちごったテープで繁げてみたりするところ

から始まり、少しずつそれを何かに見立てたり想像力を膨らませなが

ら形にしていく楽しさを感じる。

水遊び…テラスでの水遊びを通し、体を動かしたり気持ちを発散さ

せる。水などの感覚や水に浮かす 流すなどの遊び。

自然物や生き物との関わり 生き物の飼育や図鑑などで調べる、

不思議に思ったことを出し合うといったことを大切にする。

・色水遊び…子どもが自由な発想で色水を混ぜ、色が変わっていく

様子を観察したり、様 な々素材で色が作れることに気づく。

絵具遊び…道具などを使い、様 な々表現があることを知る。

はさみなど道具の使い方を矢口る。
・自然物や生き物との関わり 身̈近な自然をみて、,S、 れて、かんじる

体験を大切にする。

遊 び

保育者や友だちと、S、れあい、安′せ感をもつて行動する

いろいろな遊びの中で、十分に体を動かす

進んで戸外で遊 ,もミ

様々な活動に親しみ、楽しみながら取り組む

保育者や友だちと過ごすことの暮びを味わう

自分で考え、自分で行動する

自分でできることは自分でする

友だちの罠さに気付を、一緒に活動する楽しさを味わう

友だちと楽しく生活する中で、決まりの大切さに気づき、守ろうとする

自然に触れて生活し、その大きさ、美して、不患譲さなどに気付く

生活の中で様々なものに触れ、その性質や仕組みに興味や間ミを持つ

身近なものを大切にする

日常生活の中で、簡単な標語や文字などに関ミを持つ

保育者や友だちの宮菜や話に、興味や関澄を持ち、親しみを持って聞いたり話したりする

健康で安全な習慣 を身につけていく。

友違 と思いを伝 え合い、関りを深める。

感じたことや考えたことを自分なり1こ 表現 して楽しむ

卒回する宙グループと一緒に遊んだり昼食を

とったり関わるきっかけをtる。

・バケツや雑中を用意し、自分でし

ばったり拭いたり出来るよう1こする。
・水をはったバケツや金属の容器な

ど様 な々素材の物でどう凍るのか色

水で試したり、掌花を入れて試したり

する。

製作物をごっこ遊びに取り入れた

り、なりきつて遊べるものを一緒に用

意する。
・ネイチャーゲームカードの活用、図

鑑などの掲示。
・自然物での製作物を室内に飾る。

・廃材 は分けておいておく。ごつこ遊

び (表現)な どで発展 しそうなものを

時には保 育者が作っておくなどす

る。・雨の 日はカッパを着て外に出て

みたり、感やカップなどを並べて、音

の違いを楽 しむ。

・三原色の色水を用意。透明の容器

もたくさん【雪いておく。・2階テラスの

活用、ホール制作コーナー

環 境構 成

身近な人への態訟の気持ちを子どもたちと考えて

みたり、子どもたちなりの表現て形にしたり伝える

手伝いをしていく。

・されいに片付けると気持ち良いことな

どを言葉に出してみたり、子どもたちの

姿を認めていく。
・一人ひとり触れたり見たりして感じた

ことを言葉に出してもらったり、友だち

と共有しながら楽しめるように関わつて

いく。

遊びを通して子どもたちから出た声

をどんどん拾い、―緒に実現していく。

ごっこ遊びの中で二夫したり協力し合

う楽しさを十分に味わえるようにしてい

く。
・自然の中で五感を使いながらその変

化に気づいたり、輿味が持てるように

関わっていく。

テープの貼 り方、道具の使 い方、物 と

物 との接着 (テープ、のり、ボンド)の仕

方など、子どもたちとのやりとりをしな

が ら考えていけるようにする。また、1つ

の素材で様々な使 い方がある事に気

づいたり、表現の幅が広がるようI=関

わっていく。・感じたことなどを子 どもた

ちに P耳司いてみて表現で tる 喜びを引き

出していく。

一人ひと
',の

イ乍つたものに目を向けやり取りをしつ

つ、周りの子にも見せたりかかわりが楽じめるよう声

を掛ける。自分のロッカーの整理整頓を一緒に行つ

たり物のこ吉場所がどこか覚えられるよう丁事に関

わっていく。

保育者の配慮

園長 副園長

たこたこあがれ

おにわそと

からすかずのこ

なべなべそこぬけ

かごめかごめ

あぶくたった

せんべやけた

・さよならあんころもち
,う めばしゅたべても

うみだよかわだよ

林の中から

おさらにばたもち

まるくなれ輪になれ

わらべ歌

主 任 副主任

・植物を育てる

絵本などを通して、野菜
に親しお

・食物の大切さ(よ そる量

などを調節する)

・嫌いな食べ物にも関鳶

を持つ

廃材制作

自分の体の大切さ

ロッカーや持ち物の場

所など、自らの生活を整

える

SDGs

作成者 作成日



今和5年度 年船別保育計画 星 グループ(4歳 児)

3月

2月

I月

12月

|1月

10月

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

月

4歳児の終わりまでに

育ってほしい姿

クラスの特徴

年間目標

星活 (お別れ会準備)

お仕事、安全パトロールを宙グループから引き継ぐ。

冬の自然物に触れる(霜 、水づくり【氷に色、色 な々形、硬さ】)。 実験的な要素を取り入れながら、子どもたちの気
づきや輿味、関鳶の移り変わりなどを視覚的に分かるように掲示する。
・自然物のクラフト、製作。
・動植物の冬の生態に輿味を持つ。

・ダンス、サーキット遊び。
・経験したことを絵画にする。
・採れた野菜を調理する。
・親しい人に感謝の気持ちを表現する。
・イメージを表現し、形にする。(造形、絵画、自由制作など自分の表現したいもの、ことについて自由に表現できる場

を作る。)

・不思議に感じたことなどを地域の方に聞いたり、公共施設に行つて調べたりする機会を作る。

簡単なルールの集団遊びをおこなう(ルールを守る)。

周りの友達にルールを伝える、紙に書きポスターを作る。

地域社会の行事に触れる(七 夕、お祭りなど)。

標識づくり。

秋野菜の種、首を子どもと決めて植える。(野菜の言や種などは直売所に買いに行く)

・散歩に行き、季節の花に触れ、美しさに気づく。気づいたことや感じたことなどをЪしで伝え合う。採ってきた自然物

や生さ物などは部屋に飾ったりしながら興味、関′むを深める。
・気温の変化に気を付ける手段を身に着ける(水服調整、帽子を被る、水分稿給)

・ロフトなど少し難しい遊具にも挑戦する。

保育計画のねらいに應じた具体的な活動

l兵 育者や友だちと食べることを楽しみ、食べ物への輿味や聞ドを持つ

健康な生活のリズムを身につける

身の回りを清潔にし、衣服の若脱、食事、排泄などの生活にX要な活動を自分でする

保育園における生活の仕方を矩り、自分たちで生活の場を整えながら見通しを持って行動する

自分できることは自分て
｀
する

いろいろな遊びを薬しみながら、物手をやり遂げようとする気持ちをもつ

友だちと積極的にかかわりながら、善びや志しみを共感しあう

季師により、自然や人間の生活に変化があることに気付く

自然などの身近な手象に関,ヾ を持ち、取り入れて遊,Sヽ

日常生活の中て 数量や図形などに関′ヾを持つ

日常生活の中て、簡単な標識や文字などに関ドを持つ

人の話を注意して間を、相手に分かるように話す

生活の中で、言葉の楽しさや美してに気付く

様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさを味わう

感じたこと、考えたことなどを告や動きなどで孝、現したり、自由に描いたり作つたりする

いろいろな素材に親しみ、工夫して遊,Sミ

年長児の姿から様々なことを学,Sミ。

生活を通して自己を十分に発揮する。

思い通り1こ いかない不安や葛藤を経験し、相手の思いに気付いていく。

部屋を分ける
パトロールのリスト

宙へのプレゼント

落ち葉、木の実
・ボンド、組、廃材

*散歩先にも持ってい

き、子どもたちがやりたい

ときに自由 tこ て
｀
きるよう

にする。

クッキングの準特

サーキット

絵具、筆

お手紙

お店屋さん

ルールのある斐び

わらべ歌

花を飾る

袋、ハサミ

木製遊具
サーキット

環境構成

・子どもたちが自分の考えを話すこと

ができるよう、集中できる環境を用意
する。

・子どもがイメージを形に出来るよう、

色々な素材の材朴を用意する。

・様々な調理方法や下処理の方法に

気付けるようにしていく。
・経験したことを子と

｀
もと話し合ヽ`な

がら形にしていく。
・絵本などから、子どものイメージを豊

かにする。

・保育者も一緒になリルールのある集

団遊びやわらべ歌を楽しむ。
・地域や日本の文化に気付けるような

掲示をする。
・野菜の旬に気付けるような声掛けを

する。

・季節の自然、気温の変化に気付ける

ような声掛けをしていく。

'子 どもの挑戦を認め、安全に配慮す

る。

保 育者の配慮

園長 副園長

せっくんぼ

あんたがたどこさ

いちじくにんじん

だんごにばたもち

・うちのうらの

と一らすちょん

なかなかヽ1まい

ひらいたひらいた

あャSミ くたった

はやしのなかから

たけのこめだした

わ らべ歌

主 任 副主任

整理整頓をし、されいな

環境で生活する

物の場所をわかりやすく

配置する

絵本などから野菜への

興味を広げる

食べ物や物について輿

味を広げる

道具の使い方を考える

SDGs

作成者 作成日



年船別保育計画 宙 グループ (5歳児)

3月

2月

1月

12兵

|1辰

10辰

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

月

5歳児の終わりまでに

育ってほしい姿

クラスの特 徴

年間目標

・生活や遊びの中で自分がしなければならないことに気付さを持ち、諦めずにやり遂げようとすることができるよう一人ひとりの実情に

合わせながらやり取りをする。ゆとりのある生活の中で、難しt｀ 課題に対し、挑戦していく中で、子ども自身が主体を持って取り組む。

・生活に親しみのある身近なことに対して知識を深めていく。園外活動(遠足)を通し社会の中での身振りを考えると共に様 な々ものに

触れる。その中で外国の存在について感じられるよう1こ していき興味を持って確かめる。
・就学に向けて期待を持てるように、入学する学校を訪問する(就学に向けての活動 :小 学校見学等)

・生活や遊びの中で自分が話している言葉や歌を文字に起こし、自分の生活にとって親しみのあるものにしていく。活動を通して文字

に関鷲を持ち、文字を通して関わりを取ることを楽しめるようにする。(わ らべ歌の歌詞を文字に起こす手紙、敬老の日、小江戸すまい

るへの手紙作成、軟老の日、勤労感謝の日に関する手紙)

・相手の気持ちに気付き、考えながら行動ができるようにする。ただ皮し患しを教え込むのではなく、子ども自身が自分なりに考えられ

るようにする。また、クラス内で相談、対話を行い、クラス全体で一緒に考える。その過程でポスター作りを行い、ポスターを基に帰りの

会などの場で月、星グループに伝える場をつくる。(子 ども社会、SDGsな ど)

。当番活動を取り入れ、自分のお仕事に興味を持って、責任を持って取り組めるようにする。

・遊びや生活の中で思いを伝え合い、共にいる中で自己主3Fく の,Sミ つかり合いが起きた時に丁事に思いを聞く。また、思いを言葉で伝

え合えるようにする。その過程でハートの椅子を活用したり、他の5歳児にも相談をしながら一緒に考えていく。
・サークルタイムを大切にし、個々に感じたことなどを言葉にして伝えたり、聞いたりする場を作っていく。

保育計画のねらいにAじた具体的な活動

・自分の健康に関′むを持ち、病気の予防にX妥な活動を進んで行う
。危険な場所、危F父な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する
。友だちと楽しく行動する中で、共通の目的を見出し、工夫したり協力したりする
・史いことや患いことがあることに気付き、考えながら行動する
・友だちとのかかわりを深め、思いやりをもつ

・友たちと楽しく生活する中で、きまりの大切さに気付き、守ろうとする
。共同の遊具や用具を大切にし、みんなで使う
。高齢者をはじめ、地域の人 な々ど、自分の生活に関係の深い、いろいろな人に親しみを持つ
。身近な動植物に親しみを持って接し、生命の尊さに気付き、いたわり合ったり、大切にしたりする
。日常生活の中で、地域社会や諸外国の様 な々文化や伝統に興味や関′dを持つ
。身近な遊具に興味を持ってかかわり、自分なりにしヒベたり関連付けたりしながら、考えたり試したりして、工夫して遊,Sミ

・生活に関連の深い情報や施設などに、輿味や関ィじを持つ

・保育国内外の表示や、国旗などに親しみ、友だちと一緒に調べたり、新しい知識を得ようとする
。日常生活の中で、文字などで伝える楽しさを味わう
。自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じて遊んだりする楽しさを味わう

目標をもって挑戦し、諦めずにやり遂げる。

友達や地域など親しい人に、感謝の気持ちを表現する。

就学に向けての活動(宙

活)

就学に向けての活動(卒

園制作、発表)

便箋、手紙、封筒など

ポスター、帰りの会

ハートの椅子

サークルタイム

環境構成

見通しが持てるようにカレンダーを使
い、子ども自身が活動の進行を行う。

子ども自身が、身近な人に感謝の気持

ちを表現できるよう、関わっていく。

文字を正しく書くことよりも、人と人の

繁がりを感じられるようにする。

一人ひとりの考えを聞きながら対話を

し、思いに気付けるようにする。

・―人ひとりのペースにあわせ、多様な

関わりが持てるようにする。
・言葉にすることが難しい子には、じっく

り待つことを大切にする。

保育者の配慮

園長 副園長

さらわたし

お二 月おヾええもんだ

トントントン

お茶をのみに

おちゃらねヽホイ

わ らべ歌

主任 副主任

身近な人への感謝の気

持ち

社会見学でリサイクルセ

ンターに行く。

給食の残食量や野菜ヘ

の興味を広げていく。

当番活動の中で水や生

き物について深めていく。

道具の使い方について考

える。

SDGs

作成者 作成日



今和二年度分科会 (案 )

総 合

食 育

安 全

研 修

保 育

部会名 部会長

広報オンライン委員会

事務委員会

人権・監査委員会

厨房委員会

保育食育委員会

看護委員会

安全委員会

次世代実践委員会
(On」T/Off JT)

研修計画委員会

発達計画委員会

環境ラボ委員会

委員会

子育て支接センター

広報資料作成 (動に百」・資料他 )

ICT化の推進業務のフォローアップ 【*】

各種業務マニユアル (手続・申請等)

人事労務ICT化 (文書・データ管理)【 *】

園自己評価 (年 1回 )

クオーレ・行政監査対べ

保護者・園児・職員の人権対薦

食事の安全 (ア レルギー)衛生・調理技術や矢口識

食育指導、献立、食育だより

食と健康・人間関係・文化・料理 命の育ちと食

食育・計画・たより

保健計画・保健だより

衛生管理指導 。健康診断

安全計画・マニュアル整備
ひやりはっと分析・安全訓練

保護者対A(オ ンラインQQ)

ガイ ドライン改正・概念化

各委員会決定の実践研修
ICT化の推進 【*】  保護者コミュニケーション

(グーグル・意見箱)

年間・個別・合同研修計画の周知と作成

宮山先生 トミーの日、井上先生ワークショップの計

画、実践

ICT化 の推進 【*】

チャイルドケアウェブ ,コ ドモン活用
発達理解・感覚統合・計画指導案作成

保育環境 (玩具・教具・環境)の改善

主な内容等 委員長 副委員長 伊佐沼 二 。とな り 鶴ケ岡 高r曽 開催頻度・備考



今和 5年度事業計画

伊佐沼すまいる保育園



2023年度

教

育

養

護

生命の保持

保育目標

育みたい資質・能力の3つ の柱

)尋科検診(2回 )歯科健診(1回 )

*健 診については圏医と相談
き虫駆除、歯磨指導、手洗指導
清掃、消毒、日光消毒

衛生・健康

令和5年度の保育,―マ

すまいる保育国の目採

保育方針

保青理念

食育

表現

環境

言葉

人間関係

健康

情結の安定

家族の状況及び保護者への支援

たつぷりとミルクを飲む。

くっていく。

・視線を合わせ表情豊力Ч三閥わりな
がら、心地よく安心できる関係をつ

授平し睡日R・ 排泄など心地よく感じら
れるよう1こ 関わり、生理的欲求を十
分満たす。

0歳児前半

コド
=ン

、ポートフォリオ、CC｀W、 保に使り、食育便り、ルクミー、保管参加、保護者懇談会、保護!書 套
オンラインで活動(子どもの様子など)の発信(行事だけでなく定朗合うに子どもたちの姿を知つてもら
う機会を作る)

国だよりよ、子どもの様子などを写真を使つて分かりやすく伝え、回に関心を持つてもらうよう「こす

保育の様子をドキュメンテーションにて発信する。
ワークショップは保護者を巻き込みながら進められるよう、計画の段r。

しからアイデアを夢:る など保護
者が参画てきるようにする。ワークショップ当日も可能な方には参加してもらえるよう1動 をかける。
コドモンなどで気になる発信があつた場合は、声を掛け必要に応して個別面獣を行う。
怒談会以外に茶議会のような意見交換の場を作る。
家庭に対する安全支援。
子育て講座

る。

定期的なアンケートから回だよりにて発信

・要求や愛着行動をしつかりと受容
し、安心して過ごせるようにする。

・一人一人の生活リズムを大切にし
つつ生理的欲求を十分満たす。

0歳児後半

離乳を進める。
・手づかみ食べを大切にする。

食べることを楽しむ。十分に睡眠をとる。

・身近な人と共に過ごす吾びを感じる。
・体の動き、表情、発声により気持ちを通わせようとする。
,生

,舌 や遊びの中で、保育者や友達など身近な人との存在

精神的発達
・身の回りのものに親しみ、様々なものに興味や関心を持つ。
・見る、触れる、探索するなど身近な環境に自ら問わろうとずる。
様々な素材に触れて楽しむ。
表情や手足、体の動きなどで自分を表現する。

心身の発達
健康な心と体を育てる。
・のびのびと体を動かす

に気付く。

社会的発達
人と関わる力の基盤を培う

1歳児

案しく食べる。

・生活の中で、様々なものから刺激
を受け、心行くまで関わることを楽し
む。

身近な自然に興味や関心を持ち、
探索して遊ぶ。
・身近な環境に親しみ保育者と共に
生活や遊びを楽しむ。

保育者の応答的な関わりや話しか
けにより、自ら簡単な言葉を使おうと
する。
伝えようとする思しЧこ共感する。

・保育者を仲立ちとして、友達とのや
り取りを楽しみながら関心を広げて
いく。
・困つたときに保育者に仕車や言葉
で伝えようとする。

ら、遊びの中で十分体を動かした
り、戸外を歩くことを楽しむ。

簡単な身の回りのことに興味を持

して

るようにする。

応答的なかかわりにより食事排泄
などの活動を通して自分でしようとす
る気持ちが芽生えるようにする。

地域の実態との関わり

味わう。

食材に興味を持つ。
クッキングに参加しながら他しさを

・様々な事象や出来事を通して、イ

る

メージを豊かにずる。
・生活や遊びの中で、興味あること
や経験したことを自分なりに表現す

身近な自然や事家に興味や関心を広げ
る。(四手を感じる、自然物を用いた制作
活動 )

植物や生き物、■ 水 泥などの自タフ`物
に興味を持ち触れたり遊んだりすること

を楽しむ。

言葉への興味や関心を持ち、言葉のや
りとりを実じむ。
興味を持ったことを言葉で伝えようとす
る。
絵本や紙芝居を案しみ簡単な言葉を繰
り返したり模倣したりして遊ぷ

・友達と一緒に過ごす案しさを知り、
様々な遊びを通して友達との聞わり
を深めていく。

身の回りの事を自分からしようとす
る。
・全身を使つて遊んだり、戸外を十分
歩く。

自己主張を受け止め、一人ひとり
の気持ちに共感し、自我の育ちを援
助する。

・安全て快適な環境の中で、身の回
りのことを自分でしようとする気持ち
を見守りながら援助をする。

2歳児

岳月避難初期消火罰‖練、総合防災訓練(2回 )引渡31練
害通救命救急講習、SIDS対応、不審者対応 (警 察と連携して指導してもらう機会をつくる)

お散歩シュミレーション(災害時、不審者など)、 地域との連携による合同不審者訓練 (運動公□)

′ヽのちのリスト、マニュ7,レ カイタンスの活用、アレルギーヘの配慮、ヒヤリハットの分析と具体的な対策

安全対策

老人福祉施設交流、卒回児招待、他回交流 (コ コナ状況に応して訪

4 SNSの 充実→1菫 と地域をつなぐ役割を作り、ブログなどSNSの発信頻度や内容をi葛 める。
キ自治会長とやり取りしながら、1菫 と地域をつなぐイベントの取り組み (索りの参加など)の 計画を進める。
0お散歩などの機会にて自然な地域の方との交流からの展開 (挨拶、制作物を見せにいく)

*地域の方に大鼓をn「ぃてもらうなど1重 児との交流の機会を持つ。
■ワークショップがあるときは、事前のI至 だよりにてボランティアを芽る。また、振興のある方には直接声を掛けてみる。
*つ どいの広場では伊佐沼の自然を活かせるようなイベントや散歩、誕生会などイベントを売実させていく。
■畑、日んぼなどの農葉体験
ホ地域のお店にお買い物
*地域交流の機会を増やす (すよいる小江戸など)

生活や遊びに必要な言葉力`分かり、
廣おうとする。

経験したことや感じたことを、自分
′ょりの言葉で伝えようとする。

・友達と思いを伝え合つたり、聞わり
を深める中で、簡単なルールを守つ
て遊ぼうとする。
困つたときにどうすれば良いのか自

分で考える。

・十分に体を動かしながら、様々な
用具や遊具を使つた遊びを楽しむ。
・自分でできることは自分でしようと
する。

・子どもの気持ちや考えを受け止
め、自我の形成とともに主体的に活
動できるように援助する。

・健康で安全な生活に必要な習慣が
身につくように見守り個々に応して拐
助する。

3歳児

・畑の収穫に興味を持ち食べる楽し
みにつなげる。

・生活の中で、様々な音や色や形手
数り、動きなどに気付いたり、感した
りして楽しむ。
感じたことや考えたことを自分なり
こ表現して楽しむ。

.生 活の中で、様々自然や事象に触
れ、親しみを持つて自分から関わる
うとする。
身の回りの物の色・量・形などに関
心を持ち、分けたり集めたりする。

4歳児

井上寿氏 ワークショップ

自回、姉妹国でのワークショップ
*環境整備した内容に関しては、子どもの姿などを写真や動画などでも発
信する場を作る。
キパーテーションやロフトなどを利用して、コーナー(ゾーン)や遊具の売
実。
ホ定期的にコーナー(ゾーン)の見直しを行う。(興味や関心、発達にあっ
ているかなど)

⇒クオーレ、環境整備担当者による確認や提案

くヽ。
、ヽ自分gととして取り組め

ワークショップ前に

環境設定

食べ物や栄養に関して興味を持

食のプロセスに興味を持つ。

自

み 、

・感じたことや、イメージしたものを、

心を持ち数えたり比べたりする。

・自然や身近な事物に興味を持ちエ

夫して生活や遊びに取り入れる。
身の回りの物の色・量 形などに関

・自分の思いを伝えたり、相手の話
を聞いたりして会話を楽しむ。
・絵本や紙芝居などを通して、ストー
リーや言葉の面白さに気付く。

助けようとする。

全身を使いな力くら、様々な遊具や
用具で工夫して遊ぷ。
健康、安全な生活に必要な習l質 や

態度に関心を持ち身に付けようとす
る。

一人一人の子どもが主体的に活動
し、自発性や探索意欲などを高める
とともに自分への自信が持てるよう
こ見守り適切に働きかける。

・健康で安全な生活に必要な習慣に
関心を持ち、自ら出来ることの喜び
を感じられるように援助する。

5歳児

・食べ物と体の健康との関係に興味
を持つ。
・食を通じて、自分の体に興味を持

自分のイメージを動きや言葉などて

表現したり、演じて遊んだりするなど
の楽しさを味わう。
・綺麗なものや素略らしいものに触
れ、自分の表現に生かそうとする。

り、試したり発見したりしながら、エ

夫して遊ぶ。
・生活の中で物の性質や数量、図
形、文字、時間などに関心を持つて
かかわる.

友達と考え言葉で伝え合い、相手
の話を聞こうとする意欲や態度を身
に付け遊びを発展させる。

・お友達と思いを伝え合う中で、協力
して物事をやり遂げる大切さや充実
感を味わう。
・地域の人など自分の生活に関係の

深い人々に親しみを持つ。

目標をもって挑戦したりあきらめず
にやり遂げることで達成感を味わ
い、様 な々生活や遊びに意欲的に
取り組む。

一人一人の子どもを主体として認
め、肯定する気持ちを言葉や態度で
伝え、自分への自信を獲得できるよ
うにする。

・健康で安全な生活に必要な習慣を
身に付け、自ら意欲的に行動できる
ようにする。

すまいる委員会・ワーキングテーム、トミーの日、子ども観察、CCW、 クオーレの日、国内研修 国外研修GT、 臨

床育児保育研究会、キヤリアアツプ研修、加藤繁美氏勉強会、自己評価制度、すまいるの会
半外部研修はオンライン研修での参加

職員の資質向上

主な行事

1感謝 2挑戦 3自然の変化

自立心を青む(体を動かすことが大好きな子 ・ 。人と関わることが大好きな子 )、 関わる保育、凡事徹底

1 指針に基づく保育を行う 2子どもの人権を守る e発達を適切に援助する4,家庭・地域と連携をする 5,保護者の支援を行う

自分のことが好きな手 自分のことが出来る手

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

数量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

遭徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿

1 気付く力 2工夫する力 3楽しく頑張る力

会び
　
タ

遊
　
ス”脚ウインタ．フェ細

入園式



令和5年度 年間保育計画 (手し児 )

保育の目標・内容

すまいる保育国の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

自立心を育む(体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)、 関わる保育

1 指針に基づく保育 2_人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う 保育指針ポイント2

保育のテーマ

養護と教育の一体的展開

1 感謝 2挑戦 3自然の変化

主 任 言Wキ 仔 担 当

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

保育のねらい

育みたい資質・能力の3つ の柱

・寒い時期を元気に過ごす
・保育者や友だちと関わる喜びを感じる

・気

“

兵に応じて散歩等を取り入れ、自然
・保育者に見守られながら好きな遊びを

に触れる
楽しむ

暑い夏を健康で快適に過ごす

・新しい環境に慣れる
・保育者に抱かれたり、話しかけてもらつたりして
心地よく過ごす
・水や泥に触れる

7
;

1

2
か

月

3
;

6
か

月

月齢

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

・一人ひとりの生活リズムに応じ
て、十分に午睡をする。
・おむつ替えや体を拭いてもらい
清潔になることに心地よさを感じ
る。

・這う、立つ、歩くなど十分に体を
動かす。
・探索活動を楽しむ。
・様々な食品に少しずつ慣れ、食
べることを楽しむ。

・一人ひとりの生活リズムに応じ
て、十分に午睡をする。
・おむつ替えや体を拭いてもらい
清潔になることに心地よさを感じ
る。

・寝返りやお座りをする。
・安心した環境の中で睡眠やミル
クが飲める。

健やかに伸び伸びと育つ

・応答的な触れ合いから、要求が
満たされて安定感を持つて過ご
す。

・体の動きや表情、声や哺語で働
き掛ける。
・自分以外の存在に気付く(保育
者、異年齢の友達など)。

・優しく受けともてもらい、保育者
等とのやり取りを楽しむ。

・応答的な触れ合いから、要求が

満たされて安定感を持って過ご

す。

・保育者とのスキンシップ(触れ合
い遊び)を楽しむ。
・受容的な関わりを通じて自分を
肯定する気持ちが芽生える。

身近な人と気持ちが通じ合う

・様々な色彩や形のもの、絵本を見
る。
・指差しをし、要求を示したり共感を
求める。
・小さなものをつかむ、引つ張るな
ど手先を使つた遊び(微細運動)を

する。
・わらべ歌や音楽に合わせて体を
動かして楽しむ。

・様々な物に興味を示して手を伸ば
す
・手にしたものを口に入れてみる
あやし遊びに機)兼 よく応じる

身近なものと関わり感性が育つ

懇談会

引取り訓練

懇碧

食事の移行や発達
について知らせる

:

保護者支援

ひな祭り
お別れ会

節 分

ウィン

'一

フェスタ

滉き芋
勤労感謝の日

|

り

日

七 タ

親子ら、れあい遊び会

保育参加

入回式

主な行事

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

数量・図形、文字等への関
心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の姿



令和5年度 年間保育計画 (3歳未満児 )

保育の目標・内容

すまいる保育園の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

自立心を育む(体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)、 関わる保育

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う 保育指針ポイント2

保育のテーマ

養護と教育の一体的展開

1 感謝 2挑戦 3自然の変化

同 早 キ 拝 冨Wキ倅 担 当

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

3月

7月

6月

5月

4月

保育のねらい

育みたい資質・能力の3つ の柱

・進級に喜びや期待をもつて過ごす
・見立て遊びやごつこ遊びを通して、保育士やお友達と言
葉のやりとりを楽しむ

▼

寒い季節井元気に過ごす

簡単な身の周りのことを自分でしようとする

雪遊びや冬ならではの遊びを楽しむ

↓

保育士やお友達と簡単な言葉の模倣、やりとりを楽しむ

身近な素材や秋の自然物を使つて自分なりの表現 (製作
等 )を楽 しむ

・行事を通して地域の方との交流を深める
・散歩先や農道で秋の自然物に親しむ

・簡単な仕草や言葉で
・歩く、走る、跳ぶなど、

自分の思いを伝えようとする
全身を動かすことを楽しむ

・適切な休息を取りながら、暑い時期を健康で快適に過ご

す
・土や水、砂に触れながら全身を使つて夏の遊びを楽しむ

保 育 士 や お 及 還 と関 わ りなが ら星 の 遅 ひ を十 分 に乗 しむ

|
|
↓

・梅雨の時期を快適に過ごしながら、季節の自然に興味や

関心を持つ

・保育士に見守られながら、好きな遊びを楽しむ
・散歩や戸外遊びを楽しむ中で、草花や虫に触れた

自然に親しむ
・泥んこ遊びで水の冷たさを感じる

り春の

新しい環境に慣れて落ち着いて過ごす
保育士に親しみ、安心して生活をする

登る・渡る

豆(新聞紙)を投げる
ジャンプをする

▼

沼探検

大根を掘る

投げ入れる、拾う
ゲンス

歩く、ちぎる、員占る

芋を掘る、洗う、包む、

投げる

サーキット
(全身を使つた動き)

げリガニ釣リ
衣類の着脱
ダンス(盆踊り)

リズム

網ですくう
(手の動き)

|

▼

歩く・走る 微細

健 康

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

お別れ会

わくわく組との散歩
お仕事

地域の方との交流

おみこしを担ぐ

仲の良い友達と手を

繋ぐ

異年齢、同年代の子と
関わる
わくわくとの交流

保育者との信頼関係
を築く

人間関係

たんぱぱ・オオイヌノフ
グリ・ホトケノザ
おひなさま

恵方巻
イワシ・柊

雪、氷、霜

冬の伊佐沼

枯れ棄、落ち棄

オナモミ、コスモス
リゆうの実、どんぐり
センダングサ、大豆
落ち葉

虫の声
イナゴ・トンボツミッタ

野菜の種 果物の本

コスモス 虫の声
月 トンボ・バッタ・
コオロギ・カエル

トンボ・バッタ
虫の声
ビニールプール遊び

虫の声
伊佐沼の蓮
ひまわり
ガニの世話

ザfジ

雨音 果物の匂い

カエルの声 ザリガニ

水 ,肖 防草

水遊ぴ
こいのぼり
おたまじゃくし

桜 菜の花 つくし 綿
毛 泥 土 虫探し(ダン
ゴムシ・テントウムシ)

環 境

ひなまつりのお話

鬼は外

節分のお話

冷たい

寒い

餅

クリス・ 7ス のお話

歌絵本

おもちの感触

どんぐり
お芋

ハロウィンのお話

米ぬかの感触遊び

野菜の形

嬬今、伸
への思い

暑い

冷たい

七夕のお話

カエルの鳴き声

虫の名前

子どもの 日のお話

花、友達の名前

挨拶をする

絵本、紙芝居
ごっこ遊び

詈  =五

ひな祭り製作・絵の具
などの色遊び

鬼の製作
ひな祭りの歌

雪・氷・霜などの

感触、色、形

ダンス、福笑い

餅をつく

(感触・変化 )

焼き芋の香り

火・木の実の形

大きさ・色

米ぬか
ハロウィンの製作
かばちゃスタンプ

ダンス 氷
秋の風

感触遊び

(水・氷・片栗粉・

寒天)タンポ

七夕飾り
ボディベインティング

水の気持ちよさ

野菜スタンプ

雨の感触

雨音 夏の暑さ

色水
シャボン玉

こいのばり
初夏の風

手遊び

泥水の感触

歌

表 現
・r資(4月 切ミ

'、

ト

(10月 頃 )、 落ち葉

(12月 頃 )

神社―・りゅうの実、木の
実(11月 頃)

触れ合いセンター…・ドン
グリ(10月 頃)

木道…・蓮(7月 頃 )、 木道
の下 (11月 頃 )

農道…・つくし、ダンゴム

シ、テントウムシ、綿毛 (4
月頃 )、 オタマジャクシ(5月

頃)カ エル、ザリガニ(6月

頃 )、 トンボ、バッタ、イナゴ

(8月 頃 )、 りゅうの

実、オナモミ、大豆 (11月
頃 )、 雪、氷、霜(1月 頃 )、

タンポポ、オオイヌノフグイ

ホトケノザ(3月 )

花畑…・菜の花(4月 頃 )、

アジサイ、ザリガニ(6月

頃 )、 ひまわり(7月 頃 )、 コ

スモス(9月 頃 )

田んぼ…・オタマジャクシ

(5月 頃 )カエル、稲 (6月

頃 )、 田んぼの凸凹、麦、

大豆の収穫 (11月 頃 )

伊佐沼…・蓮(7月 頃 )、 カ

ルガモ(5月 頃 )、 シロサギ

(12月 頃 )、 水(1月 頃 )

散歩先

|
|

↓

る

一緒に

'る

地域との交流

地域連携

もらう

ひな祭り

お別れ会

節分

ウィン
オ 

フエスタ

撥

勤労 ;

争ジ

敬テ

t

親子ら、れあい遊び会

保育参加

|

入国式

主な行事

き芋
i謝の日

祭り
ウィン

|の 日

タ

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

数量・図形、文字等への関
心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の姿



令和5年度保育計画  (3歳以上児)

保育の目標・内容

そ

の

他

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

3月

7月

6月

5月

4月

保育のねらい

すまい の 目

育みたい資質・能力の3つの柱

保育方針

保育理念

供 育 指 針不イント1

′ヽスを使用する活動…動物がいる肥設 (生きMの命 大切さに触れるにIよЛ扁孝L類に狩雲れることが六切 ,

自然学習センター
姉妹園との交流 (弓 回ヽ程度 )

生活にかかわる施設 (ご み集積所、浄水場など)

*鴨 田駅より公共のバスを利用した活動もおこなう

賞 育店勒 ― イアツキンクで 1よ 昼 東 、十 僚 良 をメインに行 い、貧 止 穫 を橙 願 する。
*畑 活動 に関 しては 、今 年 度 より自分たちで苗植 えや 管理 まで行う。その ため に、自分 たちでや りたいこと、や つてみ たいものなどを相 談

し、時 には新 井さん に相 談 しなが ら進 め る。

*地域との連携では、近隣のお祭り参加など自治会とも連携、相談をしながら参加できることがあるか検討する。

色々な遊びを楽しみながら、物事をやり遂げようとする気

持ちを持つ。

・友達と楽しく生活する中で、共通の目的を見出し、工夫した

り、協力したりする。

季節により、天気や気温、生活に変化があること1こ気付く。

・色々な素材に親しみながら、描いたり作つたりすることをエ

夫して遊んでいく。

・目標を持つて挑戦したり、諦めずにやり通すことで達成感

を味わう。

様々な事象の音、色、形などに興味を持ち、気付いたり感
じたりして楽しむ。

身近な人と親しみ、関わりを深めるとともに、地域の人々な

どの自分の生活に関係の深い人たちに親しみを持つ。

・水遊びの安全な遊び方に気をつけながら、自分の身体を

十分に動かし、進んで運動しようとする。

日常生活の中で、地域社会の様々な文化や行事に触れ、

地域へ親しみを持つ。

友だちとの関わりの中でルールがあることに気付き、意欲

的に遊ぶ。
・身近な自然の感触や変化に気付く。

健康で安全な生活に必要な習慣を身に付けていく。
お友だちと言葉で思いを伝え合う。

健康で安全な生活に必要な習慣を身に付けていく。

十分に体を動かしながら、遊具や用具で工夫して遊ぶこと

を楽しむ。

健康な心と体、自立心、協同性、道徳性・規範意識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽生え、自然とのかかわり・生命尊重、言葉による伝え合い、豊かな感性と表現

自己の存在感や充実感を

味わう

卒 1重 制作

卒園発表

伝承遊び

雪・水遊び

氷づくり

大掃除
戸外遊び

衣服調整

林での遊び方
駐難の仕方

暑さ(安 全 )

室内遊び
|

自分の体について知る

(内 科 歯科 )

衣服調整

農道マラツン
ダンスで身体を動かす
(新 曲)

安全パトロール

食事の始まりと終わりを自

分で決める

健 康

好きな子 ・ 頭を使うことが大好きな子 ・ 人 )

力 る・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

友達、地域との関わり

友だちとオニを退治する

地域との関わり

地域との関わり

共通の遊具を使う
思いやりを持つ

他回の友だちとの交流

祖母、祖父母との交流

多世代交流

姉妹園、地域へ手紙を送
る

姉妹園との交流
お仕事
新井さんとの関わり

姉妹園との交流

共同の遊具や用具を使う

お仕事 (そ うじなど)

帰りの会 (朝 の会 )

人間関係

様々な素材で制作

豆まき
恵方巻
火起こし

コマの回し方
カルタの文字

福笑い

自然の変化

数量や文字

生物の産卵
火起こし

r本 の生き物
遭路の標識、看板
きのこ・毒キノョ
木の奥、どんぐり

自然 (変化、コスモス)

バッタ、ヨウロギ (生き物 )

ザリガニ釣り

氷、かき氷
シロップ作り

気温の変化
セミ、ザリガニ探し(釣 り)

七夕、夏野菜収穫

梅雨 (雨の日散歩 )

カエル

伊佐沼の水の量

バッタ、カマキリ(生き物 )

花 花瓶

畑活動 (家田づくり、夏野菜 )

桜が散る

水の冷たさ

火起こし

環 境

感謝の気持ちを持つ

物語 (節分について)

日常の挨拶

伝承遊びを教えてもらう

年賀状を書く

新年の検拶

相談、役割分担

なんでも会議

手紙

お店屋さん

短冊

触れ合い会の発表

看護師の話を聞く

挨拶

文字 (自 分の名前 )

相手に分かるように伝える

お仕事 (昼食の配膳 )

手紙遊び

言  =三

保 百 指 針 ボイント2

ダンス
プレゼント制作

節分制作

自然物制作

ダンス
隅制作

火おこし
ダンス

自然の楽器作り

階衛の手紙 (奎 り穣 ,

散老の日の手紙

衣装づくり
お店犀さん楽結

思い出画

七夕制作

音や音楽

雨の音

こいのぼり制作
ダンス
サーキット作り

泥の感触

季節の歌

表 現

園 長

卒園式手紙

お別れ遠足手紙

懇談会

就学に向けての手紙

年賀状のお願い

勤労感謝の手イR

総合防災訓練

敬老の日のお手紙

触れ合い遊び会について

上福岡の祭りの制作物

夕涼み会について

懇談会

衣服・掛け布回

衣服 掛け布団

箸の使い方

保護者の不安な気持ちを

受け止める

保護者支援

保育目標

養 口隻と教 育 の 一 l不聞 腰

一年間のお礼の手紙

節分に誘う
お別れ遠足に行く

伝承遊びを教えてもらう
川越回書館
とらや工場見学

お世話になつた方に、年賀

状を送る

博物館見学

,‖ 越巡り(菓子屋横T)

ハロウィンで地域を巡る
消防署見学

小江戸交流

姉妹回、地域へ手紙を送
る

触れ合い遊び会会場連携

およげ鯉のぼくん(大 正口
マン通り)に鯉のぼりを飾
る

地域連携

封 感謝 2挑戦 3自 然の変化

ひな祭り
卒回式
お別れ会

福

“

分
お別れ遠足

ウィンターフェスタ

焼き芋
勤労1感 謝の自

大々祭り
ハロウィン

けやめ森遠足

|

敬|をの

親子ふれあい遊び会
保育参加

入園式

主な行事

翔

=タ

Oヽの姿



3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

育みたい資質・能力の3つ の柱

食育の目標・内容

すまいる保育園の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

食前、食後の,支 度を白ら進んでしようとし、友,tと 楽じ

く、落ち岩いて査Iを する。

仔)企を通 して、日本のイ〒刊iや 食文化に,lれ る

スブーン フォークを使つて一人で食べようとする気持ちを

持つ。

いろtヽ ろなれとFの 食材に興味を持ち W〕 いたり 答えたりし

ながら全べる。

俗食で使う野菜など、水で洗うなど活動に参力Eする。

冬野菜を見たり ,lっ たりしてみる。

1ヌ種した野菜を,ん で食べる。

食前の手洗い、あいさつなど食生活に必要な手順を発逆に応

じて 'に つけていく。

互野草を見たり
'コ

れたワして、ですべることに興味をもつ。

新しい第■や保有者に1■ れ 見守られながら自分で1)べ よう

保古国の畑で育てているこヽ車の観察を した り、水や りをす

食前 企後など汚れた時は顔や手をHいて綺班になった心tと

よさを味わう。

健  康

気付く力を育てる・工夫する力を育てる。楽しく頑張る力を育てる

自立心を育む (体を使 うことが大好きな子・頭を使 うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)、 関わる保育

1 指針に基づ く保育 2 人権尊重 3 適切な発達援助 4 家庭・地域 との連続  5 保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う

人間関係

(七 十がゆ)

環 境

|

表 現

保育指針ポイント2

I

句 tF来 の紹介(1ユ 市だよリケ)

切査の大切さを伝える(m別 配烹)

|

保護者支援

保育のテーマ

養護 と教育の一体的展開

地域連携 主な行事

感謝

挑戦

自然の変化

豊かな感性 と表現

言葉による伝え合い

自
'′

と`のかかわり 生命ti

思考力の芽生え

社会生活との関わ り

こ徳性 規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の 姿

令和5年度 食育計画(1, 2歳児)



令和5年度 年間食育計画   (3～ 5歳児)

保育の目標・内容

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

す まいる 園の目

育みたい資質・能力の3つ の柱

保育方針

保育理念

保育指針ポイン ト1

10の姿

・日々の食事やクッキングを通 して、

食材や調理の過程に興味を持つ。

・食材の大切さを知 り、すべての命に

感謝の気持ちを持つ。 ・行事食を通 し

て、日本の伝統や食文化に触れ発見を

楽 しんだ り、考えたりする。

・育てた食材で調理活動をしながら、

調理員等々食べ物を作ってくれる人、

調理 してくれる人に感謝の気持ちを持

つ。

・意欲的に様々な食材や食べ物に触れ

る。

・保育者と一緒に食の循環を知ると共

に栽培を通 して食物に興味を持つ。

・健康で安全な食生活に必要な基本的

習慣や態度を身に付ける。

・新 しい環境の中で、友達と一緒に食

べる楽 しさを知る。

・種まきに向けて季節の野菜について

知る。

健康な心と体、自立心、協同性、道徳性・規範意識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽生え、自然とのかかわ り・生命尊重、言葉による伝え合い、豊かな感性と表現

・食事の前に手洗い、

手指消毒をする。看護

の手洗い指導を定期的

にイ;う 。

友達と楽しみながら

食事をする。

食事のマナーを身に

つける

収穫 した野菜など、

様々な食材に触れる。

クッキングの身支度

をする。

戸外でたくさん遊

び、空腹感を味わう。

・食事の前の挨拶「い

ただきますJ「 ごちそ

うさま」

食具の使い方を知

り、身に付ける。

健  康

自立心を育む (体 を動かすことが大好きな子 頭を使 うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)、 関わる保育

気付 く力を育てる・工夫する力を育てる 。楽 しく頑張る力を育てる

1.指針に基づく保育 2.人 権尊重 3.適 切な発達援助 4.家 庭・地域との連携 5。 保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通 して行 う

来年度の食事テーブルの

名前決めの話 し合い

鏡開 き

五平餅

水や りの仕方を伝える

餅つき(コ ロナの状況次ε

焼き芋、火起 こし

卒市

さつまいもを掘る

大きさを上ヒベる

水や りのや り方を伝える

種 まきをする

収穫 をする

水や りのや り方を伝える

種 まきをする

新井 さんの畑に行 く

食事のマナー

友達 と食事を楽 しむ

種 まきについて話 し合い|

人間関係

つ

ちらし寿司の具の意味

恵方巻

ュまき

みかん食べ比ベ

春の七草の種類

正月料理

冬の七草

水や りをぶ要に応 じてす

る

三上 さん宅柿の収穫

火、 さつまいも

畑作 りを し、種 まきをす

さつまいもの収穫

秋の七草

必要に応 じて間引きをす

る水や りをする

収穫をする

植え方を調べる

とうもろこし

(句 )

植える

めろん

収積をする

畑の上づ くりをする

ピーマン すいか ナス

必要に応 じて間引きをす

る水や りをする

お くら (旬 )

値え方を調べる、植える

そらまめ 。たけのこ

(旬 )

畑づ くり

食事テーフフレの名前を決

める

環 境

ひなまつ りの食べ物につ

いて敦え合 う

恵方巻の食べ方など

春の七草を知 る

正月料理の意味を知る

葉や芽の変化に気付 く

冬の七草を知る

役割を決めて焼き芋会を

する

豚汁に向けて話 し合い

さつまいもをどうするの

か子 ども同士相談

秋の七草を知る

芽や葉の変化に気付 く

H又穫 したものをどうする

のか話 し合いをする

値え方の伝え合い

芽などの観察

収穫 したものをどうする

のか話 し合いをする

種 まきについての話 し合

芽や葉の変化に気付 く

植え方の伝え合い

芽などの観察

会話を楽 しむ

種まきについての話 し合

い、種を買いに行 く

≡  =五

保育指針ポイン ト2

ちらし寿司

恵方巻

ひいらぎいわし

春の七草の手触 り

葉や茎の色や形

焼 き芋の味やにおい、色

の違いに気付 く

芽や茎、葉の形や色

収穫したさつまいもで

クッキング

芽、葉や茎の形や色

収穫 した野菜でクッキン

グ

種や芽の形、色

収穫した野菜でクッキン

グ

芽、葉や茎の形や色

僅や芽の形、色

えほん

上の感触

表  現

園 長

↓ Ч

-

さつまいも掘 り

お弁 当

の 日の

お願 い

クッキン

グ

(エ プロ

お弁 当

の 日の

お願 い

保護者支援

保育のテーマ

養護 と教育の一体的展開

エイと

「 ↓

餅つきの食べ物を支楊

ンター親子に▽S、 るまう

焼き芋大会の

お誘い

柿のお礼

お礼の手紙

竹のお礼の手紙

新井 さんにお礼

の手紙

地域連携

感謝

挑戦

自然の変化

副主任

ひな祭 り

お彼岸

節分

春野菜種 まき

正月

春の七草

冬野菜収穫

餅つき

焼 き芋

芋ほり

ハロウィン

冬野菜種 まき

夏野菜の収穫

夏野菜種 まき

春野菜収穫

夏野菜種 まき

主な行事

担 当



2023年度 安 全 年 間 計 画 伊佐沼すまいる保育園

3月

2月

1月

12月

|1月

10月

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

月

避難訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の 日

子どもがいなくなった訓練(園 内)

総合防災訓練

31き 取り訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

避難訓練

避難訓練

不審者対応訓練

(警察立ち合い)

総合防災訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日
子どもがいなくなった訓練 (園 内)

避難訓練

散歩の 日

※毎月28日 を散歩の日として戸

外での緊急対AttH練 を行う

安全関係行事

・火の危険性 (火 を使った活動 )

・水服の安全、調節

・安全パトロール

・地震、火災が起こったら
・火の危険性 (火 を使った濫動)

・毒のある植物、生き物
・遊具の安全な使い方
・駐車場 (園 外)での危険性

≪5月 頃≫

・熱中症の危険
・帽子の大切さ
・園外活動での蚊
・水遊びのルール

子どもへの働 きかけ

虐待について

・感染症について

インフルエンザ、嘔吐処理
・SIDS強 化月間

《6月 ～7月 ≫

・普通救命講習

・竜巻について
・大規模災害時のマニュアルの周矢口、確認

・アレルギー既往歴の確認

≪研修≫

・SIDS・誤飲・誤疎  ・イロ人情報 SNS
・アレルギー ・ハラスメント・水の事故
・虐待 (保護者・不迫切な保育)

※セルフチェック

《5月 ごろ≫

・熱中症について

・虫の危機 蚊 (デング熱など
)、 毛虫など

・蜂について ・水遊びについて

国内・園外研修、職員周知

《年間を通して≫

・すまいるカード

のお願い

《毎月≫

避難訓練時に災

害伝言ダイヤル

の周矢口(毎 月 I

日、15日 無料 )

《II月 ≫

SIDS強 化月間

保護者発信

《4月 ≫
。防犯設備の確認 (セ コム等 )

≪5月 頃≫

・熱中症指数の掲示
・虫よけの準備

《毎 日イ子うこと≫
。いのちのリスト
・ヒヤリハット
・気づきノート
・空気清浄機の使用

≪毎月≫
。避難訓練時に災害伝言ダイヤルの試

験運用(15日 の場合 )

≪都度≫

・嘔吐処理備品の確認

《防災ヨII練日寺6月・10月 ≫

・防災設備の確認(通報装置等)

。非常食、防災備品の確認、展示

《II月 頃≫

・加湿器の使用開始

(水抜きは毎 日行う)

環境

☆避難訓練・散歩の日については別途計画を作成



令不B5年度  自衛消防訓練計画 伊佐沼すまいる保育園

月  日 赤重R‖ 糞牛陽所 8も間帯 避難場所 ねらい 内容 指導及び留意点

4月 17日

(月 )

地震

初期消火

年間指導

計画作成

関東北部にて

震度3程度の

l岳 れ

午前保育中
10100

室内の安全な場

所
・避難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて

安全に避難する

・安全場所に避難し、保育士の指示に従う
・紙芝居などを用いて避難の意味を知る
・避難訓練の意味 意義を伝える
・緊急時の放送・合図の周知
・保育士の所に集まる練習

防災頭巾、避難靴の着用
・避難リュックの中の点検
・消火器類の確認、初期消火
・人数確認・報告

哉員の意思統一】
に常災害対策責任分担表 (

5月 15日 (月 ,

地震

初期消火

不審者訓練

関東南部にて

震度4程度の

揺れ

午前保育中
10t00

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入り
日まで移動、整〕l

避難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて

安全に避難する

・室内の安全な場所に避乗霊 I米 育■の子貰示に1,E

防災頭巾・避難靴の着用
人数確認・報告

・落下物よ転倒防止などの石宦認
・避難口に移動、整列する
・初期消火

6月 15日

(木 )

総合防災訓練

火災

初期消火 厨房より出火
午前保育中
10:00

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入り
日まで移動、整列

↓

園庭集合

・火災の避難の仕方を

知る
・避難滑り台での避難に

慎れる(345歳 )

保育士の話を聞いて、

安全に選難する

'室 内の安全な場所に避難・l米百士のお示に,こ

肪災頭中・避難靴を着用
.避難口に移動、縫列する
.園 庭への速やかな避難
.人 数確認 報告
.消 火訓練、通報訓練
.避難用滑り台による選難(345歳児 )

起震車、煙体験

7月 14日

(金 )

地震

水遊び時の避難

初期消火

水害

関東北部にて

震度3程度の

揺れ

午前保育中
10:30

安全な場所
↓

待機

・水遊び時の避難方法を

知る
・衣服が濡れた時の状

態を知る(4.5歳児 )

・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

安全な場所に避難し、保百■の指小に,こつ

防災頭巾・選難靴の着用
プール遊び時の避難方法の周知

・人数確認・報告
・消火訓練
(着衣訓練 45歳児 )

8月 18日

(金 )

火 災

初期消火
ュ〕房より出火

午後保育中
16:00

室 内 の 安 全 な場

所
↓

各クラスの出入り
整列口まで移動、

↓

園庭集合

・降園時の避難に慣れる

・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

安全な場所に避難し、保百士の :旨 示に従う

・回庭への速やかな避難

防災頭巾,避難靴の着用
・人数確認・報告
・消火1部 1練

9月 15日

(金 )

地震

初期消火

水害

崎玉南部にて

震度4程度の

l岳れ

午前保育中
9:15

室内の安全な場

所

↓
各クラスの出入り
口まで移動、整列

↓
園庭集合

・登園時の避難に慎れる
・保育士の話を聞いて、

安全に避難する

・室内の安全な場所に避難・保育士の:旨 示に往

防災頭巾 ,避難靴の着用
・人数確認 報告
・落下物・転倒防止などの確認
・登圏直後、年前おやつ中の避難

避難口に移動、整列する
・園庭に避難
・初期消火

10月 13日

(金 )

総合防災訓練
地震

広域避難場所ヘ

の避難

初期消火

伝言災害ダイヤ
ル体験

関東全域に

震度6程度

午後保育中
15:30

室内の安全な場

所
↓

各クラスの出入り
口まで移動、整列

↓

園庭集合
↓

広域避難場所ヘ

移動

・保育士の指示に従い、

安全に避難する
・広域避難場所におい

て、落ち着いて過ごす

安全な場所に避難し、保育士の指示に従う
・回庭への速やかな避難
・防災頭巾 避難靴の着用
・人数確認 報告
消火削I練、通報訓練

11月 15日

(水 )

予告なし

地震

初期消火

水害
不審者訓練

関東北部で直

下型地震発生

震度7程度
伊佐沼の

'L濫を想定

時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い、

安全に避難する
・浸水を想定して避難場

所までの移動をシュミ

レーションする

保育士の指示に従い、避難する

防災頭巾・避難靴を着用
.避難経路の確認
.人 数確認 報告
消火訓練、初期消火

広域避難場所までの避難、誘導
.回 からの持ち出し物資の確認
.洪水時の避難確保に切替える

12月 15日

(金 )

予告なし

火災

初期消火 月グザレープより
出火

時間未設定 放送の指示による

保育士の指示に従い、

安全に避難する
・出火場所を考慮して安

全に避難する

保育士の指示に従い、避難する

近くにいる保育士の所に集まる(人 数の確認 )

防災頭巾・避難靴を着用
人数確認・報告

,初期消火

1月 15日

(金 )

予告なし

地震
初期消火

埼玉県北部で

震度4程 度
時間未設定 放送の指示による

・保育士の指示に従い

安全に避難する

保育士の指示に従い、選難する

防災頭巾・避難靴の着用

避難経路の確認
人数確認 尊風告

初期消火

2月 16日

(金 )

予告なし

火災

初期消火
虹組より出火 時間未設定 放送の指示による

保育士の指示に従い、

安全に避難する

・保育士の指示に従い、避難する
・近くにいる保育士の所に集まる(人 数の確認 )

・防災頭巾・巡難靴を着用
・人数確認・報告
・初期消火

3月 15日

(金 )

予告なし

地震

初期消火

水害

埼玉県南部で

震度5程度
入間川、荒川C
氾濫を想定

時間未設定

放送の指示による
注意体制確立

警戒態勢確立

非常態勢確立

保育士の指示に従い

安全に避難する

,保育士の指示に従い、避難する
。近くにいる保育士の所に集まる(人 数の確認 )

防災頭巾・選策性靴を着用
・人数確認 '報告
初期消火



2023(R5)年度 伊佐沼すまいる保育園 保健計画
年間目標 :丈夫な身体づくり1こ向けた保育園での生活を送る 2023.2月 更新 (看護委員会作成)

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認

する

寒さに負けず外遊びを
楽しむ (体づくり)

インフルエンザや
風邪の予防に努める

薄着の習慣をつけ
丈夫な身体を作る

体を動かすことを楽しむ

けがに気をつけて、
体を動かす

暑さに負けず、
元気に過ごす

感染症に注意する
歯を大切にする

手洗いの大切さ

戸外で十分に遊ぶ

進級・入国に伴う

環境の変化に慣れる

(生活リズムを整える
日国での生活に慣れる)

保健 目標

・常備薬品の見直し・補充
・医療用備品のチェック・補充
・身体測定グラフの配布 (検討中)

(全園児 )

保健計画の評価・検討

〈毎 日>
・視診 (体調不良の早期発見 )

・触診・検温
・感染状況の把握・掲示
・体調不良児、けが等の対応
・医療棚・救急箱の整理/補充
・内服状況の把握

〈毎月 >
・身体測定・記録
・カウプ指数による発育確認
・予防接種状況の把握・記録
・保険証の期限チエック・管理
・入園児の健康診断の結果
・アレルギー疾患、

既往歴の把握
・救急箱、預かり薬のチェック
・安全WTへの参加
・看護委員会
・検便検査 (職員)

〈随時 >
・体調変化に伴う連絡・対応
(保護者連絡の目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、
コドモンでの配信

・体温計の管理
・お散歩バック内

救急セット確認
・健康診断の準備・結果配布
・保険証・乳児医療受給者証

の期限確認・管理
・嘔吐セットなどの備品管理

・感染症発生時の対応・注意喚起
・預かり薬の管理・書類管理

毎日・毎月H随時
/看護分科会

デリケートゾーンについて

手洗い指導 (虹・わく)

内科健診

世界手洗いデー
・目の愛護デー

・手洗い指導 (わく)

・咳エチケット(わく)

・内科健診
・皮膚疾患などの把握
・水遊び時の注意事項

・歯科健診
・虫歯予防デー

熱中症対策 (● 1月 まで)

(帽子・水分補給
熱中症指数計測等)

入園時健康診断

く毎月〉
・身体測定

子どもへの働きかけ
/保健行事

空気清浄機点検・整備

インフルエンザの欠席について

嘔吐処理 (職員研修 )

・空気清浄機点検・整備
救急シュミレーション

・緊急時の対応 (救命講習)

・水遊びの注意 (感染・事故 )

・誤飲・誤疎について

・熱中症予防
・虫刺され

イカリジンでの虫よけ対策

(11月 まで)

・環境の変化に伴う事故発生に留意
する
・戸外活動の注意点(熱中症・けが )

く適時〉
・新入園児のSIDS

/SUDIの注意喚起
・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起
・手洗い指導

園内研修口職員周知

・耳の日
・進学に向けて
・花粉症

・冬のスキンケア(あ かぎれ・しも
やけ)・ はなのかみ方

ツロウイルス・嘔吐の処理
・丈夫な体を作る

・インフメレエンザ
・冬の感染症・予防

・風邪予防
・スキンケア
・鼻のかみ方・中耳炎

・目の愛護デー
・デリケートゾーン
・予防接種
(日 本脳炎・インフルエンザ)

・冬の服装 (下着の着用)

・虫刺され(蜂・毛虫 )

・救急の日
・生活リズム・感染症

夏を乗り切ろう
夏の生活習慣

・夏の感染症
・皮膚の清潔

・熱中症 ・衣類の選び方
・虫歯予防
・冷房使用について
・虫刺され (蚊 )

・生活リズム(活動と休息)

・園での生活
・清潔について (爪・頭髪 )

・薄着の勧め
・靴の選び方
・午睡の必要性
・発熱時の対応 (適時)

ほけんだより

家庭 B地域との連携

※支援センター「看護師の話」

・内科健診の結果・治療の案内

・冬の寝具・衣類の切り替え

・お弁当への注意 (安全WT)

※支援センター「看護師の話」

・内科健診の結果 '治療の案内
・夏の寝具・衣服の切り替え

・歯科健診の結果・治療の案内

・家庭調査票の提出・確認・活用
く適時〉
・体調変化に伴う連絡
(保護者連絡の目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、キッズリーでの配信
・予防接種状況把握
・保険証・乳児医療受給者証の期限把
握

保護者連絡・連携



今和 5年度事業計画

二丁目すまいる保育園



2023年度全体的な計画 (三丁目すまいる保育園)

検温、内科検診(2回 )歯科健診(1回 )害虫駆除
手洗い、お茶を飲む、衛生検査

衛生 H健康

連絡帳、キッズリー、ポートフォリオ
園だより、クラス便り、保健便り、食育便り、るくみ―

保育参加、保護者懇談会、保護者会

保護者と保育者は
チームとなります。

、子どもを理解し、今必要なことを共に確認し合う
暮らしの中の子どもの姿を保護者と共有する。

保護者支援 (保護者と両輪となつて)

すまいる保育園の目標

保育方針

保育理念

保育指針のポイント1

毎月避難初期消火訓練、総合防災訓練(2回 )

普通救命救急講習、すまいるカード、食事見守リ
いのちのリスト、マニュアル・ガイダシスの活用、不審者訓練、SIDS

感染症対策、手指消毒、清掃、玩具の消毒

安全対策

地域清掃への参加、HP、 行事への参加・招待、姉妹回交流、
敬老、七夕、三丁目祭り、

埼玉ふじみ野ケアセンター、防災訓練

地域の実態と関わり

豊かな遊びの体験を通して自立心を育む(身体を使うことが大好きな子供・頭を使うことが大好きな子供・人と関わることが大好きな子ども)

1 指針に基づく保育を行う 2
4家庭・地域と連携をする 5

子どもの人権を守る
保護者の支援を行う

3発達を適切に援助する

自分のことが好きな子ども 自分のことができる子ども

環境を通して行う

すまいる委員会・ワーキングチーム、国内研修・国外研修、GT、 クオー
レ、

臨床育児研究会、キャリアアップ研修、自己評価制度、子ども観察、
66wトニーの日 れ口藤 1´ Iザみ大ス′勧耳台会^キ上牛牛のワーウショップ

一人ひとり職員が資質向上及び職員全体の専門性の向上を
図るよう務める

職員の資質向上

園交流、子どもの発達の共有、連携行事
他国交流、他園との研修

連携施設との連携

保育指針のポイント2

保育目標

養護と教育の一体的展開

入回式
懇談会
夕涼み会
三丁目祭り

触れ合い遊び会
ハロウィン

ウインターフェスタ
伝承遊びウィーク

鶴ケ岡焼き芋・餅つき
懇談会

にぶんのいち卒国式

主な行事

多様性における生きる力の基礎
を育む

“自分らしさをもつて生きる"

を育む

保育の目標・内容

健康

人間関係

教
育

環 境

言葉

表現

食育

養

護

保育目標

育みたい資質・能力の3つ の柱

情緒の安定

生命の保持

こ受け止められながら安

Ь感をもつて過ごせるよう
こする

わらべ歌を通しコミュニ

一人ひとりの健康状態
と把握し、感染症や
】DSブ ルーなどに備え
て適切に対応する

0歳児前半

1 気付く力 2工夫する力 3楽しく頑張る力

―人ひとりの子どもの状
態を担握し、心身の疲れ
が癒されるよう心がける

健康や安全に配慮し、
―人ひとりの生活リズム

を大切にしつつ、生理的

欲求を十分に満たす

0歳児後半

保有者等の応答的な関わりや話しかけにより、
ことばやなどで相手に伝えようとする
絵本に興味を持ち、保有士等の言葉がけに応じ
たり、指差ししたりして楽しむ

身近な自然に興味や関心を持ち、五感を豊かに
する
周りに興味を持ち自分の好きな遊びを見つける

周囲との安定した関係の中で、身の回りの人に
興味や関心を持ち、過ごすことの楽しさを知る

歩く、走る、ぷら下がるなど、自分の体を動かす
ことを積極的な楽しむ
保有者等の助けを借りながら、身の回りのことを
しようとする気持ちが芽生える

子どもの欲求を通切に満たしながら、応答的な

l虫れ合いや言葉がけを行う

保育者とかかわり欲求を満たし、
形成される

生活リズムが

1歳児

保青者等を仲立ちとして、生活や遊びの中で友建
とのやり取りを楽しむ
保青者等の読み聞かせを興味をもつて聞いたり、
―人で好きな絵本をしつくり昆たりして楽しむ

身近な自然に興味や関心を持ち、遊びに取り入れ
ようとする
自分の好きな遊びを見つけて、自分なりの使い方

をする。

保百者等の仲立ちにより、他の子どもとのP,日わり方
を少しずつ身に付ける
いろいろな人を知る(他固交流、地域の人など)

基本的な動作が出来るよう「こなり、全身を使つて遊
ぶことを楽しむ(十分に歩く、手を大きく振つて走る)

保育者等の見守りの中、身の回りのことを自分でし
ようとする

保育者等との,長かなやり取りやスキンシップを案し

み、心の安定や身体感覚を有てる

安全で快適な生活環境の中で、身の回りのことを
自分でしようとする気持ちが言つ

2歳児

聞いたり、自
のことや散歩

して見る

身の回りのものや自然にかかわる中で、ものの

性質などに興味を持ち、ためしてみようとする。
保青者など一緒に生き物の飼育や栽常などを
することで、続しみをもつて関わる

生活に、きまりがあることや、その大切さに気付
く
いろいろな人との関わりを楽しむ(他 □交流、地

1班の人など)

体を使つて動くことの子こと石をさを感じながら積極的に

保育者との継続的な信頼感を基に、主体的に
′舌動し、自分への自信が持てるように見守る

食事や排泄などの身の回りのことなどの基本ば
な習慣が身に付くように見守り、必要に応じて援
動する

3歳児

言葉による伝え合い

数量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

幼児期の終わりまでに
育つてほしい姿



保育の目標・内容

2023年度保育計画 (亭L児用)三丁目すまいる保育園

豊かなコミュニケーション 「自分から・自分で」を育む、くらしの中の子どものを姿を保護者と共有する。自分らしさを持つて生きる。

すまいる保育園の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

豊かな遊びの体験を通して自立心を育む (身体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人と問わることが大好きな子 )

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことんミ好きな子ども 自分のことができる子ども

環境を通して行う 保育指針ポイント2

保育目標

養護と教育の一体的展開

新しい生活様式や多様性における生きる力の基礎
を育む

“自分らしさをもって生きる"を育む

１

月

～

３

月

１

０

月

～

１

２

月

７

月

～

９

月

４

月

～

６

月

保育のねらい (重点目標 )

育みたい資質・能力の3つの柱

【生活や遊びの中で様々な物に触れ、気
付きや感覚の働きを豊かにする】

【身近な人や物への興味や好奇心を持
ち、十分に楽しめるよう1こずる】

【一人ひとりに合わせた安定した生活リズ
ムで気持ちよく過ごす】

【特定の大人との応答的な関わりを大切
にして過ごす】

・安心して過ごす

(安心してミルクを飲んだり、食事を食べる。
睡眠をとる。おむつ替えをして心地よさを感し
る)(ハ イハイで室内の探索を楽しむ )

・ゆ った りと外 気 浴 を楽 しむ

(散歩車に慣れる。)

(草花に手を伸ばしてみる)

・雨を楽しむ

(玄関先で雨に触れたり、音を楽しむ )

・水と触れ合う(室内で行う)

・熱中症に気を付ける

・ゆつたりと探索活動を楽しむ

氷や雪に触れて感触を楽しむ

たくさん体を動かして遊ぷ

歩いて散歩を楽しむ

健やかに伸び伸びと育つ

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

・安心して身近な人と過ごす

わらべ歌!季節の歌

保育者以外の大人とのかかわ

欲求を受け止めてもらう

.食事は落ち着いた環境で対
行う

わらべ歌を通し

身近な人と応答的な

ふれあい遊び、

ことなりのすまいるとの交流

保育者や友達と手を楽し

・友達の存在に気付き
少しずつ閥わろうとする

じむ

・わくわ(組での環境
過ごす。
(移行・食事・睡眠)

(個 々に合わせて対応 )

て

簡単な身支度や身の回

身近な人と気持ちが通じ合う

・室内でゆつたりと過ごす

・歌やリズムに合わせて体の動きを楽しむ

・気になる玩具に手を伸ばしてみる

・保育者と一結にゆつたりとした気持
ちで絵本を楽しむ

・審の自然に触れながら、戸外遊びを
楽しむ

・歌に合わせて体を動かしたり、クレヨ
ンなどで絵をかいたりして表現するこ
とを楽しむ。

・夏の自然に触れる

・室内で感触遊びを楽しむ
(絵の具・水・ミスト・泥・水・新聞紙・ボー

ル・砂・シャボン玉 )

・身近な野菜に触れて、食育等とも絡
めながら嗅党・味覚・視覚等に意識
的に働きかけていく

・秋の自然物に触れる
(粟つぱ・ドングリ・枝・花)

・移行進級に向けて階段遊びをする

・冬の寒さを感じながら、雪や氷など
とも触れてみる

|
・様々な素材で風を感じる

(ビニール・風船・スズランテープ等)

・書の権物や花を見て春を楽しむ

身近なものと関わり感性が育つ

・ポートフォリオ配布
・保護者アンケート

・懇談会での交流、意見
交換
・来年度の保育計画作り

・長期休み中の子どもや家庭
,〉 様子などのやり取り

・ポートフォリオ配布
・行事を通しての子どもの

育ちの共有
・行事満足度アンケート

・行事を通しての子どもの

育ちの共有

保育参加での共有

・ポートフォリオ配布
保育参加での共有

・保育参加での共有
・長期休み中の子どもや

家庭の様子などのやり取

り

・行事を通しての子どもの

育ちの共有
・保育参加での共有

・長期休み中の子どもや家庭
の様子などのやり取り

・慣れ保育
・子育て状況アンケート
・保護者会総会 (保護者

会との連携 )

保護者支援

引/2卒図式(保 )

・ひな祭り(保 )

・ケアセンターの方と公共の場で

交流(地 )

・釘分(保・地)

・保護者懇談会(保 ) (zoom)

・伝承ウイーク(保・地)(ウィーク)

・地域の方と公共の場で交流

・焼き学会(保・地)

・ウィンターフェスタ(保・地)(ウ ィー

ク)

・触れ合い遊び会(保Xウィーク)

・ハロウィン(保・地Xウィーク)

・内科健診 (保 )

夕涼み会(保・地Xウィーク)

・肉科健診(保 )

・歯科検診(保 )

・ケアセンターの方と公共の場で

交流(地 )

・保護者懇談会(保)(zoom)

・入園式(保 )

・保護者総会(保 )

主な行事(地域を含む

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

敗二・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の 姿



2023年度保育計画 3歳未満児 (三丁目すまいる保育園 )

すまいる保百国の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

豊かな遊びの体験を通して自立心を育む (身体を使うことが大好きな子ども・頭を使うことが大好きな子供・人と関わることが大好きな子ども)

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子ども 自分のことができる子ども

環境を通して行う 保育指針ポインド2

保育目標

養護と教育の一体的展開

新しい生活様式や多様性における生きる力
の基礎を育む

“自分らしさをもって生きる"を育む

保育の目標・内容

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

保育のねらい(重点目標 )

育みたい資質・能力の3つの柱

五 思 の 1動 きを豊 か に】
・生活や遊びの中で様々なものに触れ、気付きや感覚
の働きを豊かにする

【自己主張が出来る】
・自分の気持ちを安心して表せるよ〕こする

・簡単な身の回りのことを自分でしようとする。
・雪や氷など冬ならではの遊びを楽しむ。
・寒い季節を元気に過ごす。
・進級に喜びや期待をもって過ごす。
・見立て遊びやごつこ遊びを通して、保育者やお友だち
と言葉のやり取りを楽しむ。

【たくさん関わり、たくさん歩く】
・身近な人や物への興味や好奇心を持ち、十分
に楽しめるようにする。
・散歩先で秋の自然に親しむ。
・身近な素材や秋の自然物を使つて自分なりの表
現 (制作など)を楽しむ。
・保育者やお友だちと簡単な言葉の模倣、やりと
りを楽しむ。
・友達と関わる楽しさを知る

【しつかり食べる、しつかり眠る、しつかり遊ぶ】
,保育者やお友だちと関わりながら夏の遊びを十分に
楽しむ。
・適切な休息を取り入れながら、暑い時期を健康で快
適に過ごす。
・一人一人に合わせた安定した生活リズムで
気持ちよく過ごす
・水や砂に触れながら全身を使つて夏の遊びを楽し
む。
・簡単な仕草や言葉で自分の思いを伝えようとする。
・歩く、走る、跳ぶなど、全身を動かすことを楽しむ。

蛋 心 で き る 人 、賢 心 で きる 場 F,T】

・新しい環境に慣れて落ち着いて過ごす
・特定の大人との応答的な関わりを大切にし、継
続的な信頼関係を築く
・保育者に見守られながら、好きな遊びを楽しむ。
・散歩や戸外遊びを楽しむ中で、草花や虫に触れ
たり春の自然に親しむ。
・梅雨の時期を快適に過ごしながら、季節の自然
に興味や関心を持つ。

!葬泄に興味を持ち、自ら
トイレに行こうとする。

草花や生き物などに関
わる。
.友 達と誘導ロープをつ

'ょ
いで歩く

,衣
R『の着脱を自分で行

をうとする
様々な食材に触れる
自ら考えて行動する

,水 遊び等、全身を使つ
に,こびを楽しむ

・環境の変化に慣れる。
・食事で姿勢や咀疇を意
識する。
体を動かして遊ぼうとす

る
簡単な身のまわりのこと

(手 洗い、口拭き)を 自分
で行おうとする

健 康

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

自分の気持ちを相手に
伝えてみる
伝承遊びを通し、集回
魅びを案しむ

ルールがあることに気
肘〈

ルールのある遊びに〕と
政する
生活や遊びの中で、友
にちや保育者の莫似をし
にり、ごっこ遊びを楽しん
にりする。

友だちの遊びに気付き、
見味を持ち始める。
好きな遊びを通して友

1茎 と一緒に遊ぼうとする。

保育士等に慣れ安定し
て過ごす。
・様々な年齢の友だちと
関わる。
・友達と手をつないてみ
る

人間関係

見る、聞く、触れる、嗅
ぐ、珠わう等の感覚を使
′ヽながら、変化や違いに
気付く。

・身近な生き物に気付き、
親しみを持つ。
・公共施設や買い物に行
き、様々な場所や人と闘
わる。
・チューリップを植える

・近隣の生活や季節の行
事や文化等に興味や闘
心を持つ。
・自ら好きな遊び(虫探し
など)を見つけ遊ぼうとす
る。

自分の持ち物に興味を
もつ
・玩具、絵本、遊具等に

興味を持ち、それらを
使つた遊びを楽しむ。
・プランターの野菜を吉て
てみる
・花 (チューリップなど)を

見る一育ててみる
とき物の観察をする

環 境

・生活や遊びの中で友だ
らとの言葉のやり取りを
楽しむ (ごっこ遊びなど)

・絵本や紙芝居を楽し
み、簡単な言葉を繰り返
したり、模傲をしたりして

遊ぶ。

・保吉者の応答的な閤わ
りや話しかけにより、自ら

言葉で話してみる。

・絵本での言葉のやり取
りを楽しむ。
・親しみをもって日常の挨
r,(に応じる。

言 語

・身近な素材 (砂 、水)に

撤れてみる
触れ合い遊びを十分に

行う

様々な素材、道具を
1吏つて表現してみる(ク レ

ヨン、絵の具、小麦粉、片
栗粉など)

・様々な素材の進しЧこ気
付く。

・音楽、リズムやそれに

合わせた体の動きを楽し
む。

・生活や遊びの中での出
来事を通して、イメージを
豊かにしたり、自分なりに

表現したりする。

表 現

意

見交換
・来年度の保育計画作
り
・ポートフォリオ配布
・保護者アンケート

・保育参加での共有
(・ ハロウィンの保護者
参加の呼びかけ)

・ポートフォリオ配布
・行事を通しての子ども
の育ちの共有
・行事満足度アンケート

行事を通しての子ども
の育ちの共有
行事満足度アンケート
,保育参加での共有
ポートフォリオ配布

慣れ保吉
保護者会総会(保護者会との
こ携)

長期休み中の子ど七や家庭
の様子などのやり取り

保護者支援

・地域清掃 (第 一日曜 )

(・ 地域の店に行つてみ
る)

・図書館利用
・節分 (施設交流 )

・ひな祭り
・伝承遊びウィーク
・園バス(虹 )

・地域清掃(第一日曜)

・ハロウィン
・ウィンターフエスタヘの
招待

・地域清掃 (第 一日曜)

・地域清掃 (第一日曜 )

地域連携

お正月
節分

・保護者懇談会
1/2卒園式

ひな祭り

伝承遊びウィーク

・触れ合い遊び会(に こわ
〈week)
・ハロウィン
・芭科健診
・ウィンターフェスタ(weck)

夕涼み会
内科健診

入園式
保護者総会

保護者懇談会

主な行事

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

数量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の姿



2023年度 食育計画 (平L児用 ) 三丁目すまいる保育園

すまいる保育国の日標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント刊

自立心を育む(身体を使うことが大好きな子ども・頭を使うことが大好きな子ども・人と関わることが大好きな子ども)

1_指針に基づく保育 2_人権尊重 3適切な発達援助 4_家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子ども 自分のことが出来る子ども

環境を通して行う 保育指針ポイント2

保育目標

養護と教育の一体的展開

新しい生活様式や多様性における生ける力の基礎
を育む

“自分らしさをもって生きる"を育む

食育の目標・内容

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

行 事 食 を適 して、日不 の 行 争 や 、宣 又 1し に阻 れ る

食事の前には、手を洗うことや、食後の口拭きなど
自分でやつてみる

みんなで食べる楽しさを知る

・旬の良へものなどに子妻丁るT登 会を子子ろ、楽しく貫へる

・一人ひとりの発達に応じて、少しづつ歯ごたえのある
食材を取り入れ、よくかむことを身につけていく

・手づかみをしたり、食具を使って、意欲的に食事をす
る

日中の君動で1不を十分に動かし、おX長 が王き、

食事を食べる、ミルクを飲む

色々な食材そのものの味や舌ざわりを楽しむ

食べ物の食感や感触を楽しむ

少しずつ干)|しい環境に慣れていく

保育者との愛着関係をはぐくむ

・お腹が空き、食事を食べ、午睡するリズムに

慣れていく

・食事は対人数で行い離乳食は落ち着いた環境で
行つていく。

自分の

色々な
ェプロε

付ける

汚れを自ら拭こうとする
食べ物に挑戦する
ノ、口拭きを自分のカゴに片

|

様 々

日中の活動を楽しむ

一定のリズムでお腹が空くように
整えていく

食べ物を手でつかみ、口元に運ぶ

手洗いをする

安心した中で授子しや食事をする

空腹感を感じ、離乳食を食べる

健やかに伸び伸びと育つ

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

しのを食べてみようという
寺つ

金べたい物やおかわりの意
lる 。

保育者や友だちと一緒に楽しい
雰囲気の中で食事をする

友だちと簡単なやりとりを楽しむ

一人ひとりの発達に応じて食材の
回さなどを選ぶ

友だちや一緒に食べる人の姿に
気づく

あいさつを保育者と一緒にしてみる

食材の名前などを聞く

自分の欲求を保育者に受け止めて
もらう

言葉をかけながら食事をする

落ち着いた環境の中で、ゆつくり
食事をする

身近な人と気持ちが通じ合う

ら 、

と伝えてい

環ヽ境に少しずつ慣れる ・食物確認表
・食べた事のない食材

の食材や行事食に触れる 家庭で2回以上食
てから

分を取つてみる 献立表の食材確認を
るように伝える
朝食の大切さを伝え
い く

栄養士、保育者、

離乳食を進めて
くヽ

さまざまな食材に触れてみる

色々な食材を口に入れてみる

かみ食べから一口量を知る

じりとる経験をしてみる

文化に触れる

使い方に慣れる

身近なものと関わり感性が育司 保護者支援

↓ひな祭り

日のリクエス

主な行事

節分

懇談会 (zoom)

お正月
氏承遊びウイークリー

七草
焼き事会

ウインターフェスタ
冬至、クリスマス

勤労感謝の日

十二夜
ハロウィン

十五夜

上福岡七夕まつり
三丁目夏祭り

七タ
タ涼み会

懇談会 (zoom)

子どもの日

・おやつと同じ野粟
の調理前を実際 に

触る
・かぶ 、プロッコ

リー、にんじん等冬

野菜 に触つたり匂い

をかいだり、重さを

感 じる

・駅人アつでアーフ
ルを口み、ゆつたり
とした環境で食事を
する。

・栗、みかん、ブロッ
コリー、カリフラワー
かばちゃ、ごぼうに
触る。

・フトに既れ0
・きゅうり、とうもろこ
し、いんげんに触る
・カレー粉の匂いを
感じる

グケノコ、アスハフ

に触る。

実際の活動

★アレル キー 対 区

・個々のアレルギーの状況を
指示書、医師の診断書をもと
に把握し、全職員共通認識。
その他アレルギー食提供まで
の手順に沿つて配l著 していく

言葉による伝え合い

数量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の姿



2023年度食育計画 (1、 2、 3歳児 )

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

育みたい資質・能力の3つ の柱

食育の目標・内容

すまいる保育園の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

多くの食材に触れ、味覚の経験を広げる
季節を感じながら食事をする

行事食を通して、日本の伝統的な食事に触れる

食具を正しく使おうとする
散歩先の実のなる木や身近な食べ物を知る

・食器の片付けを少しずつ自分たちでやつてみようと
する

・日中の活動で身体を十分に動かし、
自ら進んで食事を食べる

・さまざまな食材に触れる

園での生活リズムに少しずつ慣れていく
国での食事や色々な食材に慣れていく

・日本の伝統的な行事

食を食べてみる
・虹グループはセルフ

おにぎりを行つてみる。
・姿勢を整える

・季節の食材を食べて

みる
・姿勢を整える

・十分に体を動かし、

空腹を感じる

・水分補給をこまめに

行う
・姿勢を整える

・水分補給をこまめに

する
。手洗い
・様々な食材や味を知

る
・よく噛んで食べる
・姿勢を整える

健康

気付く力を育てる・工夫する力を育てる。楽しく頑張る力を育てる

楽しく食べる

豊かな遊びの体験を通して自立心を育む (身体を使うことが大好きな子ども・頭を使うことが大好きな子ども・人と関わることが大好きな子ども)

1指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子ども 自分のことができる子ども

環境を通して行う

友だちと食事を楽しむ

・一緒に図鑑や写真を

見て食べ物を知る
・友達と食事を楽しむ

・食材の名前を保育者

や友達と話しながら知

る

・保育者と情給の安定
を図る

人間関係

・給食のお皿を下 Iザ る
・盛り付けされたお皿を

自分で選んで持つてい

く
・様々な感触を楽しむ

・おやつを自分で運

び、下げる
・食材を購入し、受け

取りに行く
・冬野菜を育ててみる

・栽塔したものを食べ

てみる
。季節の食材に触れる

・口拭きなど身の回り
を整える

・プランター (きゆうり・

オクラなど)での栽培を

行つてみる
・自らのペースで食事

を行う

環 境

・行事食を通して日本
の文化を知る
・「ぺったん」
・自ら「いただきます」を
する。

・ありがとう(簡単な言
葉)を 伝えてみる

「にぎにぎ」

・野菜の特徴に気づく

・冷たい感触「つめた
い」
・食事の挨拶をする。

・食事のあいさつをす

る
・食材の名前を知る
・行事食を通して日本
の文化を知る

= =五

様々な感触に触れてみる

・食材を使つて、制作等を行つて

みる(野菜スタンプなど)

・食材を触つたりしながら食育を
知る

味覚・食感を感じる

表 現

保育指針ポイント2

伝承遊びウイーク

リー

・豆まき交流
・懇談会で午後食試食
・お弁当ではアレル
ギーに気を付ける。

・2園合同ふれあい進
び会
・幼児食の子どもは月
1回 のお弁当(子どもが
食べやすいお弁当を
伝える)

お弁当ではアレルギー
に気を付ける
・ウインターフェスタに
招待する

・水遊びに伴つて朝食
の大切さを伝える
・幼児食・完了食は月 1

回のお弁当(子 どもが

食べやすいお弁当を

伝える)

・慣れ保育中、食事の

様子を見てもらう
・献立表、食材の確

認、連携
・連休中の様子、疲れ

具合等連携
・懇談会での午後食試

食

保護者支援

保育目標

養護と教育の一体的展開

.伝承遊びウイーク
ブーー

・豆まき交流

・ハロウィンを通して地

域の方と子どもたちと

のやり取りを楽しめる

るようにする
・近隣の店などに「あり
がとう」の気持ちを伝え

る
。ウインターフェスタに

招待する

・地域の方との交流
・夕涼み会に招待
・近隣の店に行つてみ

る

・近隣の方へ入園のお
知らせをする

B域・保護者連i

↓ひな祭り

入国式
I質れ保育
お誕生日のリクエスト食
1膚

主な行事

新しい生活様式や多様性における生き
る力の基礎を育む

“自分らしさをもって生きる"を育む

節分
懇談会

お正月・七草
伝承ウィーク
焼き学会

ウインターフェスタ
冬至、クリスマス

勤労感謝の日

ら、れあい遊び会
十三夜

ハロウィン

十五夜

上福岡七
三丁目

夕まつり
夏祭り

七タ
タ涼み会

懇談会

子どもの日

★アレル千―対応
・個々のアレルギーの状況を
指示書、医師の診断書をもと
に把握し、全職員共通認識
その他アレルギー食提供ま
での手順に沿つて配膳してい
く

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

敗量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の姿



2023年度 三丁目すまいる保育園 年 F日]安全計画

3月

2月

司月

12ナ三

11尾

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

避難訓練

・ 避難訓練、すまいるカ ー

ド8子 びかけ

避要こ勃I練

・避要に訓練
・ 不

~番
者対心訓練の実

施

・ 避難訓イ東

総合B′ち災訓練
伝言ダイヤル体験

・避
~難

訓練、すまいるカー

ド8yびかけ

・避難訓練
・不害者対応訓練

・避莫こ訓練
・子どもがいなくなつ

た訓練

・総合B万 受]‖ 線、災吾
伝言ダイヤルl本 験
・不害者対廠訓練

・避難訓練
・災害伝言ダイヤル71
体験 (4、 15日 )

すまいるカード呼びか
け

・避莫こ訓練

安全関係行事

レ

・ 衣服の買全・ 調師

・園外落劃での収、蜜ヌ]束

(衣服の安全)

・ 烈中症の危険 (指数、顔
7-ク

を掲示)

。水遊びのルール確認

・ 寮全バ トロール
・ 地震・来事が起こつたら
・ 手洗い、うがいの呼びかけ

・散歩先の安全確認
・散歩時の注意確認

子どもへの働きかけ

・年間まとめ
・入園当初のSIDSに ついて

「。すまいるカードの呼びかけ

・ 凍結防止のやリアj

・ 0匡 吐処理2
・すまいるカー ドの呼びかけ

・感染症について
インフルエンザ
嘔吐処理 1

・ 非常ベルを便用 した避実[コ‖緑

。すまいるカードの呼びズ〕`け

・室内の危険lttPナ「の確認
。大規模災害時のマニュアルの確認・ 周矢□

・ 普通救命講習

・竜巻について
。すまいるカードの呼びかけ
。清掃マニュアルの確認

・普通救命請習

・ 蜂の事古欠について
。水の事故について

・ 夏の感染症について
・普通救命講習

・熟中戸正lし ついて、誤駅・ 誤Щ、虐行
・ 虫などの危険

蚊 (デ ング熱など)。 毛虫など
。非常ベルを使用した避難訓練
・普通救命講習

・ SIDS・ 誤飲・ 誤囃 。日中の霊の掛け万
・ 来客者・ 業者の対応マニュアル作成
・ 国内清掃 。消毒の徹底 。すまいるカー

ド確認強化・ アレルギー・既往歴の確認
。散歩マニュアルの確認、植物の危険

・新型コロサウィルス感染症対策 (手洗い、うが

、ヽ消毒、検温)

園内・ 園外研修
職員周知

,

・ 加湿器の管理 ・嘔吐処理備
品薔雀認

・ SIDS3蛮化

・いのろのチェックリス トの見園し
,非常食、発電機の試験運転

非常用品確認

・虫よけの準備
・熱中症指数掲示
・SIDS3全 1ヒ

。いのちのリスト(毎日)

・ヒヤリハット集計(月 1)

・ 気づきノートの活用 ・ 怪我歴の活用
。SIDS強 化  ・ 8匡 吐処理備品確認
・玩具消毒の徹底
。日方災整備 (セコム・ 火災探知オ幾)の確認

環境

・ 原絹防止

。いのうのチェックリストの見直し

W

W 日

日

W
委

日

日

W
委

日

日

日

日

W

W 日

日

Wi
委

日

日

W
委

日

日

W
委

日

日

W
委

W
委

分科会



2023年 度  三丁目すまいる保育園 保健計画
年間目標 :文夫な身体づくりに向けた保育国での生活を送る

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認す

る

寒さに負けず外遊びを
楽しむ(体づくり)

感染症や
風邪の予防に努める

薄着の習慣をつけ
丈夫な身体を作る

体を動かすことを楽しむ

けがに気をつけて、
体を動かす

暑さに負けず、
元気に過ごす

感染症に注意する
歯を大切にする

手洗いの大切さ
戸外で十分に遊ぶ

進級・入園に伴う
環境の変化に慣れる
(生活リズムを整える
.園での生活にj贋

れる)

保健 目標

・常備薬品の見直し・補充
・医療用備品のチェック・補充
・身体測定グラフの配布

(全国児 )

保健計画の評価・検討

<毎 日>
・視診 (体調不良の早期発見 )

・触診・検温
・感染状況の把握・掲示
・体調不良児、けが等の対応
・医療棚・救急箱の整理/補充
・内服状況の把握
・病欠・体訓不良の子どもの把握

く毎 月 >
・身体測定・記録
・カウプ指数による発育確認
・予防接種状況の把握 ,記録
・保険証・乳児医療受給者証の期限

チェック・管理
・入園児の健康診断の結果
・アレルギー疾患、既往歴の把握
・救急箱、預か り薬のチェック
・安全WTへの参加
・看護委員会
・検便検査 (職員 )

く随時 >・ 体調変化に伴 う連絡・対応

(保護者連絡の目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、
コ ドモンでの配信

・体温計の管理
・お散歩バック内

救急セッ ト確認
・健康診断の準備・結果配布
・嘔吐セットなどの備品管理

・感染症発生時の対応・注意喚起

毎日・毎月日随時
/看護分科会

・手洗い指導
・咳エチケット

世界手洗いデ ー

目の愛護デー

内科健診

・皮膚疾患などの把握
・水遊び時の注意事項

・歯科健診
・虫歯予防デー
・内科健診

・熱中症対策
(帽子・水分補給等 )

・入園時健康診断

〈毎月〉
・身体測定

子どもへの働きかけ
/保健行事

空気清浄機点検・整備

インフルエンザの欠席について

空気清浄機点検 i整備

・緊急時の対応 (救命講習 )

・水遊びの注意 (感染・事故 )

・熱中症予防
・虫刺され・イカリジンでの虫よけ対策

(11月 まで)

・環境の変化に伴う事故発生に留意す
る
。戸外活動の注意点(熱中症・けが)

〈適時〉
・新入園児のSIDS

/SUDI・ブルーの注意喚起
・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起

国内研修口職員周知

・耳の日
・進学に向けて
,花粉症

・冬のスキンケア(あかぎれ、しもやけ)

・ノロウイルス・嘔吐の処理
・丈夫な体を作る

・インフルエンザ
・冬の感染症・予防

・風邪予防
・スキンケア
・鼻のかみ方・中耳炎

・目の愛護デー
・予防接種
(日 本脳炎・インフルエンザ)

・冬の服装 (下着の着用 )

虫刺され(蜂・毛虫)

救急の日
生活リズム・感染症

夏を乗り切ろう
夏の生活習慣

・夏の感染症
・皮膚の清潔

・熱中症
・虫歯予防
・冷房使用について
・虫刺され (蚊 )

・生活リズム (活動と休息 )

・園での生活
・清潔について (爪・頭髪 )

・薄着の勧め
・靴の選び方
・午睡の必要性
・発熱時の対応 (適時 )

buru―

家庭“地域との連携

内科健診の結果・治療の案内

・冬の寝具・衣類の切り替え

お弁当への注意 (安全WT)

・内科健診の結果・治療の案内
・夏の寝具・衣服の切り替え

・歯科健診の結果・治療の案内

・家庭調査票の提出・確認・活用
く適時 >
・体調変化に伴 う連絡

(保護者連絡の目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、コ ドモンの配信
・予防接種状況把握
・保険証 '乳児医療受給者証の期限切
,1.室肉

保護者連絡・連携



今和 5年度事業計画

鶴ケ岡すまいる保育園



2023年度全体的な計画

教

育

養

護

2023年度保育テーマ

すまいる保育国の目標

保育方針

保育理念

保育指針のポイント司

食育

身近なものと関わ
感性が育つ

身近な人と気持ちが
通し合う

健やかに伸び伸びと
育つ

情緒の安定

生命の保持

保育目標

みたい資質・能力の3つ の

内科検診 (2回 )歯科健診 (1回 )

害虫駆除、歯磨指導、手洗指導

清掃、消毒

衛生・健康

連絡帳、キッズリー 、ポートフォリ

オ、CCW、 園たより、保健便り、食

育便り、ルクミー保育参加、保護

者懇談会、保護者会

家族の状況及び保護者ハ

たつらミリとミルクを飲む。食べることを楽しむ。

身近な玩具や絵本に対する興味や関心を持

生活の中で様々な物に触れる。
歌やリズムに合わせて、手足や体を動かす。
音や匂いに興味を持ち、五感を働かせる。

・保育者や友違と一緒に遊ぶ。
・優しい語 りかけや、応答的な聞わりにより言

葉の理解や哺語の意欲が育まれる。

月几の角虫れ合いなどのスキンシップを通して、

安定感をもって過ごす。

ゆつたりとした環境の中で、保育者や友達と
一緒に過ごす。
・自分でやりたいという気持ちを表す。
はう、立つ、歩くなど十分に体を動かす。

視線を合わせ表情豊かに関わりながら、心
地よく安心できる関係をつくつていく。

授乳 睡眠 排泄など心地よく感じられるよう

に関わり、生理的欲求を十分満たす。

子と児

環境を通して行う

表

現

環

境

人

間

関

係

健

康

言

葉

食べることを楽しみ、食に興味を持つ。

・日常の生活を通して、イメージが豊かになる。

季節の歌やわらべ歌・童謡等興味のある歌に親しも
｀
。

体操や音楽、リズム遊びを一結に楽しむ。

自分のイメージを製作等で表し、また遊びに取り入れる。

自ら挨拶をするなど、言葉のやり取りを楽しむ。

絵本や手遊び、言葉遊びに興味を持つ。

自分の思いを言葉で伝える。

季節ならではの現象に触れる。
形、色、大きさ、量などの性質に気付く。

自然物に触れ 、感触や表現することを楽しむ

生ヽき物や I,こ 具など身近なものを大切にする。
五感を使い、様々なものに触れる。

自分の思いや相手の気持ちに気付く。
異年齢の関りの中で真似をしたり、ごつこ遊びをする。
きまりがあることや大切さに気付く。
他児や身近な大人に興味を持ち、関わることを楽しむ。

散歩など戸外で伸び伸び遊ぶ。

様 々な動きを楽しむ。

様 々な食品に触れるなど、食事を楽しむ。

衣服の着脱などを自分でしようとする。

進んで手洗いをするなど自分の健康に関心を持つ

・言葉にならない行動の意味や気持ちをテ望解し、やり取りするこ

とで安心して自分の気持ちを表すことができるようにする。
,自 己主張を受け止め、一人ひとりの気持ちに共感し、自我の

育ちを援助する。

応答的なかかわり1こ より食事排泄などの活動を通して自分で

しようとする気持ちが芽生えるようにする。
・安全で快適な環境の中で、身の回りのことを自 /ヵ` てしようとす

る気持ちを見守 りながら援助をする。

3歳未満児

毎月避難初期消火訓練、総合防災訓練 (2回 )

普通救命救急講習、SIDS対応、不審者対応 戸外活動緊急対応(毎 月28日 散歩の日)

いのちのリスト、マニュアル・がイタラスの活用

安全対策

園使りの地域回覧、HP、 姉妹園交流
行事への参加・招待、、中学生社会体験、老人福祉施設交流、卒園児招待、他国交流
*コ ロナの状況により実施

地域の実態との関わり

育指針のポイント2 の一体的展開

井上寿氏 ワークショップ

環境設定

1 指針に基づく保育を行う 2子どもの人権を守る 3発達を適切に援助する4家庭・地域と連携をする 5保護者の支援を行う

自分でできることを考え、自分で行動する。

相手の思いに気付き、自分の思いを相手に伝える。
―緒に遊ぶなかで、共通の目的を持ち、工夫しながらやり遂げる。
決まりの大切さに気づき、守ろうとする。
共有の逆具や場所を大切にし、みんなで使う。
地域の人に親しみを持ち、関わろうとする。

保育者や友達と触れ合い、安定感をもつて行動する。
戸外遊びなど、十分に体を動かして遊ぶ。

友達と食べることを楽しみ、食への興味や関心を広げる。
身の回りを清潔にする為に必要な活動をし、健康な生活リズムを身につける。
自分の健康に関心を持ち、予防に必要な活動をおこなう。
危険な場所、遊び方に気づき、安全に行動する。

一人一人の子どもが主体的に活動し、自発性や探索意欲などを高めるとともに自分への自信が持てるよ
うに見守り適切に働きかける。
・いつでも安心して休息できるスペースを確保し、心身の疲れを癒すことができるようにする。

健康で安全な生活に必要な習慣が身につくよう1こ 見守り個 々に応じて援助する。
一人一人の発達や生活リズムに合わせて食事・排泄 '睡眠などの援助をしていく。

一人一人の子 どもが快適に生活できるようにする  ・ひとりひと健康で
~女

全に生活できるようにする  ・生理的欲求が十分満たされるようにする。

3歳以上児

すまいる委員会・ワーキンクチーム、トミーの日、子ども観察、CCW、
クオーレの日、国内研修・国外研修GT、 臨床育児保育研究会
キャリアアップ研修、加藤繁美氏勉強会
自己評価制度

職員の資質向上

学校訪間、連絡会議

小学校との連携

すまいるのポイント

食への興味を広げ、理解を深めることで作ることや食べることに喜びを持つ。
コンポストの活動から食べ物の大切さや、循環を知る。

形、色、吾、手偽宝り、匂いなど五懸で懸じることを楽しむ。
様々な出来事に角虫れ、感動を伝え合ったり、イメージを豊かにしたりする
感じたことを音や動きで表現する。
季節の歌やわらべ歌 童謡等興味のある歌に親しむ。
様々なもので作ることを楽しみ、作つたものを遊びに使う。
蕨ll遊びなどイメージしたことを演じる。

自分が経験したことを、自分なりの言葉で表現する。

相手の話を注意して聞く。また、して欲しいこと、困っていることを言葉で伝える。

親しみを持ち、日常のあいさつをする。

オノマトペなど言葉の面白さに気付く。

文字などを使い、伝える楽しさを味わう。

絵本や物語などに親 しみ 、想像する楽しさを味わう。

自然に触れ、美しさや不思議さに気付く。

様 々なものに触れ、性質や仕組みに興味を持つ。

季節を知 り、その生活や変化に丸付く。

身近な動植物に親 しみを持ち、生命の尊さに気付き、大切にする。
文化や伝統、行事に触れ、親しみを持つ。

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

幼児期の終わりまでに
育つてほしい姿

1 気付く力 2工夫する力 3楽 しく頑張るカ

保育の目標・内容

入園式
親子ふれあい遊び会
ハロウィン
ウインターフェスタ
卒園式

主な行事

主体的に関わる(①自然の中で思い切り遊ぶ。②多様性を認め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む)  普を楽しむ(わらべ歌・歌・手遊び・リズム・楽器)

自立心を育む(体を動かすことが大好きな子 ・ 頭を使うことが大好きな子 ・ 人と関わることが大好きな子)

すまいるガイドライン

自分のことが好きな子 自分のことが出来る予

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

救量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社 会生活 との関わ り



2023年度保育計画 (平L児用)

3月

2月

1月

12兵

II月

iO月

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

保育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

2023年 度の保育テーマ

すまいる保 百 国 の 日標

保育方針

保育理念

保育指針ボインH

途中人園があった時は、上言この

ねらいを繰り返す。

・室内外で十分身体を動かす。
・様々な物に触れ感触を楽しむ。
・たっぷりとミルクを飲む。

発達にκじて、離乳食を楽しみながら食
べる。

保護者と一緒に保育者と関わり、新しい

環境 ,新 しい保育者に慣れる
。室内外で十分身体を動かす。
・たっ▼Sく りとミルクを飲む。
・発達にAじて、離乳食を楽しみながら食
べる。

【年間を通して】
・保育士等による愛情のこもった応答的な

関わりによってミ身共に満たされ終やかで

安定した生活を築く

安越した募囲気の中で授乳、食事をする。

・室内、テラス、園庭の探索
室内:マツトの山、大鼓橋、平均棒、ソフト

ブロック、ロノジー等全身を使って遊ぶ

園庭 :築山 (タ イヤの階段、斜面)、 砂場

健やかに伸び伸びと育つ

気付く力を育てる。工夫する力を育てる。楽しく頑写長る力を育てる

主体的に関わる(①自然の中で尽い切り遊ぶ。②多様性を認め、白他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む) 音を楽しむ(わ らべ歌・歌。手遊び・リズム・楽器)

自立ミを育む (体 を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子 )

I.指 針に基づく保育 2.人権尊重 3.適切な発逹援助 4.家庭・地域との逹携 5。 保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環 境 を通 して行 う

保護者とともに保育士に手を伸ばす  |

友連の存在に気づ

く

【年間を通して】
・体の動きや表情、発声、口高語などをやさし

く受け止めてもらい保育者とのやり取りを楽
しむ。

わらべ歌、絵本、▼S、れあい遊び。
・保育者や友達の真似をする。
・具年船の子に興味を示す。

散歩に出かけ、地域の人と関わる

(声 掛けに反應する)

,も、れあい遊び会に向けて

|

I

地域の人とやり取りをする。

身近な人と気持ちが通じ合う

【年間を通して】
・様々なものに手を伸ばす

(操作できる玩具、人形、箱と小物、
ボール、型はめ、ガラガラ、小物玩具、

積み木)

散歩
音の出るおもちゃ

!に触れる

自然物に触れる L

水や上に触

れる

水遊び、氷遊

び、ミスト

・花を見る

‐虫の動きを

見る

シャボンエ

日差し、影、

光、雨、風を

(水、車、花、虫、砂、■)

・様々な感触を楽しむ

(水、氷、クレヨン、

新聞紙ちぎり、タンポ)

感覚遊び

Ll奎 妨 蛮イ上懇 壁征

クリスマスの I

!募口気を味わ

Iぅ

1・ ウインター

iフエスタで製

L___二
l・ 氷     !
1 園庭の霜、霜 I

I柱、水    I

i・ ヨが「季つたら
i

L_ _ _ _|

身近なものと関わり感性が育つ

保育指針ポイント2

保育日標

養護 と教育の一体的展開

一 年 間 の 成 長 を
=び合う

懇談会にて来年度

に向けて情報発信

ウインターフエスタ
ヘの参カロ

メえき子会への参加

ベストなどの準備依頼

冬の感染症の注意喚

走己

↓

異年酸イ界

伝えてい1

夏

注

の感身

意喚た

・薄着のお願い
・保育参カロのお願い

きめ細やかな遅絡を

取 り合い、信頼関係 を

築く

離乳食のやり取 り

保護者支援

育を

症 の

ひな祭り

クラス懇談会

節分

正月あそび

ウインター4フェスタ

お餅つき

焼

ハロウイン

サツマイモナ屈

秋祭リウイーク

歯科検診

七 夕

間料僚診

歯科検診

,S、 れあい遊び会

総合防災訓練

子どもの日

クラス懇談会

人園式

主な行事

生きる力の基礎を育む

豊かな懸性と表現

吾菜によるイ云え合い

敷I図 形、文宇等への関ド、懸見

自然との々`かわり生0阜璽

思考 力の牙 生 え

社会生活との関わり

違徳性 規 範意識 の雰 生え

協 同性

自立′は

健康 な′せとイ本

iOの 姿

・ちよちちよちあわわ
。いっtごんばしこちょ

こちょ
。おせんべいやけた

かな
。だいこんづけ
。あがりめさわヾりめ
,おでこさんをまいて
・あんよはじょうず

乳児のわらべうた

子日当



2023年度 鶴ケ岡すまいる保育園 保育計画 (I、 2歳児)

3月

2月

!月

12月

11月

IOえ

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

保育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

2023年度の保育テーマ

すよいるイ呆育 園の 日標

保育方針

保育理念

保育指針ポイントI

気の合った他児と遊ぶことを楽しむ

見立て遊びやごっこ遊びをして、保育者や他児

と言葉のやり取りを楽しむ

戸外 室内共に全身を使って遊ぶことを楽しむ

少し先の見通しを持ちながら生活したり遊んだ

りする

身の回りの事を自分でしようとする

雪 氷などを使った遊びを通して冬の自然に霧

しむ

保育者や他児と挨拶などの簡単な言葉の模

倣や

やり取りを楽しむ

考えや思いを伝え合う答i験 を重ねていく

季節の自然に電まれ、ど淳びのなかに取り入れる

行事などを通して地域の方との交流を深める

自分の思いや気持を相手に伝えようとする

気づいたこと、感じたことなどを簡単な言葉で

表現して楽しむ

他児と一緒に遊びを楽しむ

適切な休息や水分 i雷 給、着替えをして、l建 康に

過ごす

全身を使って外 室内での遊びを楽しむ

保有者や他児と関わりながら、水遊びなどの

夏の遊びセ存分に楽しむ

梅雨の時期を快】薗に過ごしながら自然に興味

関ミをもつ

保育者等に手伝ってもらいながら身の回りの

事を行つていく

保育者に見守られながら、さまざまに工夫し集

ヤして遊ぶ

草花や昆虫などに触れ、自然に親しむ

好きな遊びを見つけて楽しむ

(新 入園児)園 庭や室内でゆっくりと過ごし、安

,こ して保育園での生活に慣れていく

園庭を歩<、 走る、築由を登る

回庭の固定遊具 (※ 滑り台、ロープの

ばり、アスレティンク)

二輪革やストライダーなどの遊具
のバランスを整える。

鉄棒、平均合、太餃橋な

野菜の裁堵を通して食ぺ物への興味

閲ヽを持つ

解も閉甚鯉 藍百
央 六丁目公園 駅 コミニケテイセン

ター 赤松公園)

微約遊び
Elフ トにきる !

水遊び  |

|

冤野菜の1叉 種と調

水を利用した遊其

iでダイナミックに】を

と _ _ _ボール遊び

(大 中 小)

親子で体を動かす

| ことを楽しむ

I軍ぎ
ウィンで地城を

| お二 月遊び (凧 あげ)

米作り

雪遊び

I え擦じ

: J́く作り

I 雪遊び

健 康

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

主体的に関わる(①自然の中で尽い切り遊ぶ。②多様性を繋め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む) 音を楽しむ(わらべ歌・歌・手邊び・リズム・楽器)

自立だを育む(体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子 )

I.指 針に基づく保育 2。 人権尊重 3.道切な発逹援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う

保育者とのか /サ わ`り

気持ちを受け止めてもらう

手伝い

友進との間わり

ままごと

見てまねる

同じ遊びをしようとする

地域の方との関わり

あいてつ

集団遊び

十お店屋てん(か き́J(

I夕 ロヽウインで地域の

i 
方との関わり

L____

l親子で製作を楽しむ

人間関係

身近な昆虫や小動物に触れる

手節を感じる(算 花、自然現象)

:i最苫τ心
~~

I 身覧な昆家探し

夏野菜の首を植える

こいのIぎ り

_ く カタツムリ、

水、泥、イ)｀ などに I リガニ、パ ソタ、

触れる

シャボン玉ン老び

水構の生き物

栽培活動

かえる、ダンゴ

ムシ、クワガタ、

カブトムシ

あじさい

! シヤボン玉

L _ _I 笹の策

I

I

I

i禁蓬税象盗桑喰卜なつ
I 泥瑳び

と笹ζ督生
ロフト下

(ブロジェクター遊び)

お芋ほり(焼 き芋)

トンボ

落ち葉、どんぐり、松ばっくり

レジスター買い物ごつこ

I クリスマス装飾

二 月遊びを楽 I
:じむ (凧 、コマ

氷作り

園庭の霜、

師分

I藉柱、水

1

: お離様

1 春を感じる(風の変化、暖かさ

環 境
:年 間を通して 】

挨拶

ものの名前、保育者や友建の名前を

知り、言葉で表す。

給本、紙主居、パネルシアター、ペー

サートなど

保育者やl"し 児との言葉での伝え合い

感したことを宮策にする

身近な音を言葉で表現する

様々な経験のヤて語桑数を増やす

(言葉て・表現する)

1繰 燃 |

!り
取りをす乱

   i
l_ _ _ _ _ 二

r離品踊
―

言 語

泥、砂、水などの感触

給の具、クレヨンなどで様々な表現

様々な索材に触れ表現する

手遊び、歌、ダンス、リズム遊び

告遊び

雨の中での遊び

染紙 にじみ絵

嗚子をならす

I簾
ィペインテイング

I 愛野菜スタンプ

: 寒天

L…
…

 …  …  …  …

風船

: 好きな衣装  工  _ _

1夢
帯1試1星

に _●
動
、栂どメリ

I_ _ _

クリスマス製作 (オーナメントな

ど)

ウインターフエスタでの製イ乍等

はさみ堵勤

I お二月遊び (福 笑い、等 )

師分にの製作

ひな祭り製作

表 現

保育指針ボイント2

一年間の成長を

善び合う

懇談会にて来年の

備品や見通しを持つ

姿を伝える

ウインターフエスタヘの

参加

保護者との相互理解

咤き子会へのな力E

スヽトなどの■緒の依頼
冬の建宋i症の注意映た,

災害時の繁急連絡

の確契

保 石 参 力9

夏の感染症の注意喚窟

家庭ムみの理解
=促

す

お、れあい遊び会への客

保言参力D

水遊びにおける半信、

安全対策

クラス恐■談会のご案内

レインコートの依頼

家庭状況の把握

園庭遊びの説明 (服

の汚れ等 )

保護者支援

園 長

保育目標

養護と教育の一体的展開

伝統文化ウイークリー

お併つきボランテイア

焼き宇会

ハロウイン

軟老のB

増防署との連携

夏野菜のとの購入

地域への挨拶

地域連携

副園長/三仕

ひな祭り

クラス懇談会

飾分

正 月あそび

ウインター4フ ェスタ

お餅つき

燒き学会

サツマイモ堀

秋祭リウイーク

歯科検診

七 タ

内科検診

歯科検診

,S、れあい遊び会

総合防災剖練

子どもの日

クラス懇談会

入園式

主な行事

生きる力の基礎を育む

副 工 仕

くまてんくよてん

いっI]:ん ばし

だいこんづけ

げんこつやまのたぬ

きさん

てるてるぽうず

なべなべそこぬけ

アルプスー万尺

おてらのおしょうさん

ちゃちゃつば

だるまさんがころんだ

あがりめさがりめ

むっくりくまさん

ずヽヽずヽヽずっころ
`ぎ

し

あ、Sミ くたった

おせんたく

など

わらべうた

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

白夕人とのかかわり 生命毎重

思考力の芽生え

社会生活との関わけ

道終に 規花意識の芽生え

協同性

自立′は

l建康な′じと体

10の姿

子と仕



2023年度 鶴ケ岡すまいる保育園 保育計画 (3歳以上児)

1月

2F

,テ

0た

9月

B月

7テ
'

6月

5月

4月

保含のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

2023年度の保育テーマ

すまいる保育国の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポインH

進級 就学への期待をもって生活する

友たちと共通の目的をもって遊 .ポ ヤで、お互いの考えや気

持ちを伝え合い、白信や信頼感を高めていく。

自分のやりたいことに自信をもつて意欲的に取り組む

冬に,S、さわしい生活の仕方を矩り、健康に気をつけて生活

する

自分のやりたt｀ ことに自信をもつて意欲的に取り組む

季節の行手に親しみ、その意味や歯来に興味 関′せをもつ

友だちと協力しながら活動に取細む充実態や満足感を味

わう                    季節の

行手や伝統文化に触れ。興味 関 ,ゞ を深める

友たちと共通の目的をもって遊び、お互いの考えや思いを

伝え合う経験を重ねていく

季師の自然に触れ、遊びのなわЧこ取り入れる

気づいたこと、態じたことなどをさまざまな方法で表現して

楽しむ                    身近

な自然に親しみ、季師の変化に気づき、問
`を

もつ

気づいたこと、感じたことなどをさまざまな方法で表現して

楽しむ                身Iにな自然に

現しみ、孝師の変化に気づき 間ドをもつ

友だちと共通の体験をすることて、イメージを共有しながら

さまざまな遊びを楽しむ

迪ウつな休息や水分稿給、者替えをして、l建康に過ごす

友だちと共通の目的をもつて遊ぶ中で、自分の思つたことを

組子に伝え、相手の思いにも気づく

夏の遊びを存分に楽しむ

友だちと共通の目的をもつて遊ぶことを墓び、十分に薬じむ

季師の変化や特徴に気づき、興味や閲′ヾをもつ

好きな遊びを見つけ、さまざまに工夫し、集中して遊 ,Sミ

友だちとの間わりを広げ、一緒に来しむことを知る

野きな遊びを見つけて、友たちや保育者と十分に楽しむ

身近な春の自然に触れ輿味をもつ

交通安全の習慣を身につける

師分の絵本を通じ

9ら 生′もに必要な

↑員や態度を考える

やりたいことに向かつて顔張

檻ξ鷲駅献を

買い物 ,炊飯

匂い,色,形

葺全な生活にX要な習慣に気
付く、夜の大切さに気付く

I

党子で体を動かす気持ちよさを

体験する

散ケ活動

夏野菜の1又 穫 と調理食べ物へ

の興味 関 ,d

全身を使って踊る

十分に体を動かす気持ちよさ
を体験する

夏の感染症について知る
シロッブづくり

自分の健康に関ドをもつ

外国の料理
ペープサート(食 育)

野菜チップスづくり

熱中左について矢Bる

色 な々スポーツ
カプラ

いろいろな遊びの中で存分に

体を動かす

望ましい食習慣の形成

奮グループ少数て散歩

健 康

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

主体的に関わる(①自然の中で思い切り遊ぶ。②多様性を認め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む) 音を楽しお(わ らべ歌・歌・手遊び・リズム・楽器)

自立造を育む(体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

I.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.迫切な発逹援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う

伴通ЪF
的に向かつて考えた

二夫したりする

分という文化や伝統に諄見しむ

姉妹園交流

近隣保育園との交流
規範意識の芽生え

親子で製作を楽しむ

家族を大切に尽う

郵便配連 (子 どもの手紙配り)

Lttittat雙縛写摺皇をζ

ロヽウインで地域のお宅を訪間
する

葛掛者をはじめ地域の人に親

しみを持つ

近隣施設訪間

lx穫 した野菜の使い道を考え

子菜を作るという共通の目的に

向けて試行錯誤する

Iミ ュニティーセンターの人と連

携

首を植える

柴通の目的の実現に向けて取

り組む
公共の交通機F雫月を使う

知を作る遊びの選択をする自

分で考え自分で行動する

人間関係

偉な壇を飾る撃文佃〔触れ
▼ 亀久保中央公回の桜

雪

七彩の街の梅

(梅 の種類 )

二 月あそび

伝統的な遊びに親 じむ

園庭の霜と霜柱

自然の変化

亀久保西公国の寒桜

落ち棄、ドングリの根

生命の不思譲さ

赤松公園

編み物

ナやの森の林遊び西中央公園
のイチヨウ 色、大きさ、二

由登り

キンモクセイ香りの十外

↓各公園のドングリ集め
ひまわり、朝顔の種

月の観察

ドングリのと来始め

色水あそび

O適
|

T鞠盈雪
ウエ

残飯の梨理 (食 事の大切さ)

セ形公回の紫]場 花
ダンゴ蛍産弩,期

水遊び

=遺

園庭の知のレンガ理の虫

足元の革花 桜

野鳥、水耕栽堵

園庭の上台

お花見、春探し

環 境

|

お別れ会、卒国に

向けてアイディアを

出し合い表現する

朝の会や帰りの会の中で言葉

による伝え合いを楽しむ絵本や

物語に親しむ

宙活 星活

本や物語に親しみ、想像を巡

」たり、言葉のリズムを楽しむ

工月遊びを楽しむ

(か るた、すごろく)

演して】魅ぶ

危険やルールについて伝え
合う

トリックオフトリート

言葉の響きや使う楽して

図鑑を使って調べる

名前、重て

自分の意見を文字に表す

劇あそび

短冊にお願いを書く

文字で伝える楽して

′七動について気付きや発見
を伝え合う
手紙遊び

購入の際のお店屋さんとの

対話

野菜のかんばんつくり

卒圏製作

二月遊びを楽しむ

(独 楽口し、羽根つきなど)

名人認定証の発行

さまざまな素材を使い、衣装を

発展させる

れ紙の感獨壺 習字

焚入のた西ヒ臭い、炎の色、熱
さを

サンタヘの手紙(カ ナダ)

自分の好きな水装を、身に付け

也域を回る、さまざまな素材を、

二夫する

感じたことや考えたことを音や

めきで表現する(体 探、サーキツ

ト)

敬老の日の手維作り

輿味のある告楽に合わせて踊

プロジエクト保育 (完 成予定 )

水遊び

雨どい、平均台を工夫する

プロジェクト保育 (内 容決定 )

1 給箇 おままごと

感動体験を増やす

身近な環境十分に関わる

専門講師による指導
絵本 音楽

表 現

保育指針ポイント2

春の訪れを感じる

(春 一番の風の音

草木の新芽の色など)

卜の中の泳ぎの表現を真イⅨ

たりして楽しむ

物語 月間

,)中 でも戸外で楽しめるエ

夫をする (コ ート製作 )

コジェクト保育 (作 成開始 )

R装つくり「布&ビニール

成 fく 雇
一年 F口弓の成長を暮び合う

怒談会への参力o、 保育所
保言の意図(価 値)の 組

互理解

冬の感染症についての注

意喚た!

ウインターフエスタヘの参

力a

保護者との相互理解

焼き学会への参力o

遼足への参力D

災害時の緊急】皇絡の確契

F劉
、S、れあい遊び会ヘ

の参力o

保護者との担互理解

夏の感染症の注意喚起

水遊びにおけるキ倍

安全対策

tR談会、保有参カロ

保言の意図 (価 値)の説
明

大井よさこい祭り

連体中の様子の伝え合い

遠足への参加

築山改修のワークションブ

子どもの日々の様子の伝

達と峡集

保護者支援

保育目標

基護と教育の一体的展開

り

伝承遊び会

t設 (今 音村 )

勤労|

売

嘱託医と

の連携、′

書 1

郵

冬野菜セ

自然Я

嘱言

'肖

F

夏野菜そ

姉妹回交流

,操

齢

地域連携

琲つき

、謝ウイーク
ト収集車
!理施設見学
き子会

)連携鴻防署と

コウィン動画、図

iへいこう

:局 見学

種購入、ワーク
′ヨツプ

表 (ZOOM)

夕勤 LaJ

医との連携
署との連携

笛の離入 (イ竜七

園芸 )

ひな
麹謹【1れ

会

伝承あ妄

焼を芋、

ハロウイン

総合防災封I練
触れ合い遊び会
内科悴診バス

お月見

督光」」公回

上福岡七夕祭り

七タ
イ,I佐 沼ザリガニ釣り

かと米

大井祭り、クラス懇談会

内科、歯科検診

総合防災訓練、大井祭り

伊佐沼公園

入園式

,佐 沼泥んこ祭リ

お花見、バス

主な行事

生きる力の基礎を育む

副 主 任

市′刀＼

(懇談会

び会、凧あげ

斗つき

和口山登む

わらぺうた

豊かな感性と表現

言葉による伝えない

淑■ 回形 文字冬への関だ を覚

自然とのかかわり生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

二琶侮性 規範意識の芽
=え

協同性

自立d

健康な′せと体

IOの姿

燿 任



2023年度食育計画 (乳児用)

Iオ 2カ 月

Iオ I力 月

12カ 月

II力 月

iO力 月

9カ 月

8カ 月

7カ 月

6カ 月

5カ 月

4カ 月

3カ 月

食育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

2023年度の保育テーマ

すまいる保育園の日標

保育方針

保育理念

保育指針ポイントI

・色々な0べ物に興味、関鳶を持ち、楽しい

雰囲気の中で食事をする

・食べたい物や好きな食べ物が増え塀

食事をする

・季節の食材、色々な味覚に親しめるI

にする

離乳食を喜んで食べる

手づかみで自ら食べようとする

様 な々食材や味・形状に慣れる

水分をしっかりとる

様子を見ながら完了食へ移行してt

ミルクを飲 み たい時 に飲 み たいだけ飲 む

一人一人の状態に合わせ、離乳食を進める

!し く

つ

く

【一人ひとりの発達に庵じて】

・一人一人のリズムに合わせ

ミルクを飲む

・咀喀の様子を観察し、迫宣

声を掛けていく

・食べ物に興味を持ち、手を

伸ばす

手づかみで食べようとする

。口を動かし、よく噛んで食べ

る
・離乳eの形状を確認し、ミ

ルクの量・時間帯の調整をし

ていく

水分蒲給をしっかり行う

・様々な食材をよく噛んで食
べる
・自ら手を伸ばして食べようと

する

・睡眠と食事のリズムを整え

る
。食前「食後の身支度を自ら

進んでしようとする

健やかに伸び伸びと育つ

気付く力を育てる。工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

主体的に関わる(① 自然の中で忌い切り遊,ざ。②多様性を認め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む) 音を楽しむ(わ らべ歌・歌 手遊び・リズム楽器)

自立鳶を育む(体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

1指針に基づく保育 2,人権尊重 3.適切な発達援助 4家庭 地域との連携 5,保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境 を通 して行う

【一人ひとりの発達にκじて】

・ゆったりと授子しが行えるよう

にする

・楽しい寡囲気の中で食事が

できるようにする

・友達や保育者と一緒に楽し

く食事をする

・空腹のサインを見逃さずに

気持ちを受け止める

身近な人と気持ちが通じ合う

【一人ひとりの発達に應じて】

※ I,2歳 児の活動を見なが

ら、出来るところに参カロする。

・食事の挨拶を真似ようとする

・食材を見たり触ったりする

・季節の食材に触れる(火日活

動含めて)

・クッキングの雰囲気を楽しむ

(絵本、写真、参加、見る等)

・エプロン、口拭き(食器)の

片づけ(個 の々様子にAじ て)

。食べ物の歌などを楽しむ

・野菜スタンプ

・行事食を見たり、季節の食材
に角虫れる。

・旬野菜に触れたり、感触遊び

を通して食物に触れる。

身近なものと関わり感性が育つ

保育指針ポイント2

保育目標

養護 と教 育の一体 的展 開

慣れ保言にて家

庭での食事形態を

聞き取る(食物確

認表の確認)

・毎月献立表を確

認してもらう
・食事の量を共有
していく

保護者支援

副園長/主任

士月ひな祭り

I

II

6

4

主な行事

生きる力の基礎を育む

副主任

2月 節分

1月

!月 ウインター

フェスタ

餅つき

1月 焼き芋

1月 ハロウィン

月 秋 (仮 )

8月

7月  七 夕

|,S、 れあい会

5月

人園式

]慣 れ保育

Jこ 生日会

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

数■ 図形、文字等への関d、 感覚

自然とのかかわり 生命尊重

忌考力の芽生え

社会生活との関わり

迫俺性 ‐規範意識の芽生え

協同性

白立′は

健康なミと体

iOの姿

わらべうた

担 当

1,2歳児の様子を見なが

ら一緒に楽しお



鶴ケ岡すまいる保育園2023年度食育計画(1,2歳児)

3月

2月

1月

12月

IIえ

iO拝

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

2023年度の保育テーマ

すまいる保育園の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイントI

・食事前後の身支度を自ら進んでしようとし、友逹

と楽しく、落ち着いて食事をする
・行事食を通して、日本の行事や食文化に触れる

・様々な食べ物に接する機会を持ち、楽しく食べる
。絵本やぬりえなどを通して火日の野菜や旬な食材

に興味を持ち、様々な違いに気付く
・収穫した野菜などを様々な方法で楽しく食べる

・お友逹や保育者と一緒に意欲的に楽しく食べる
・食前の手沈い、あいさつなど食生活に必要な手

順を発達に庵じて、身につけていく
。畑の活動を通して、夏野菜に興味を持ち、収穫

した野菜を喜んで食べる

・新しい環境や保育者に慣れ、見守られながら白

分で食べようとする
・食材に触れる経験や体験を通して、五感の働き

を豊かにする
・わくわく組の共8活動を観察して、野菜や火〔狙活動
への期待を高める
。食事を通して食材の硬さや食感の変化に気付

き、よく噛むようにする

↓       ↓
収穫 収穫

|

↓吉ゆうり1

ィ
ルムラ

F

ほうれん草

青梗菜

1大
根ニ

ィ
ジン

火日活動

気付く力を育てる。工夫する力を育てる。楽しく頑 3Fくる力を育てる

主体的に関わる(①自然の中で思い切り遊,Sミ 。②多様性を認め、白他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む) 音を楽しむ(わ らべ歌 歌 手遊び・リズム・楽器)

自立′はを有む (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

1.指針に基づく保育 2。 人権尊重 3.通切な発逹援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

tttF(

|`よ

うれ

≒

車

|

収穫

↓
H又穫

穫

よく噛んで食べる

・食前に手を洗う

様々な食材、味に

慣れる

自らl又穫 し、味わう

十分に体を動かし

空腹感を感じる。

健 康

環境 を通 して行う

年 間を迫 して

「保育者や友達 と一

緒 に楽 しい募囲気

の中で食べる (ク ッ

キング含む)」

①厨房の人との関

わりを通し、食材、

調理に奥味を持つ

②他職種や地域の

方との関わりの中

で食材や環境に輿

味を持つ

わくわく組と一緒

にクッキング

セルフおにぎリ
(2月 から宙と一寵
十三)

朝おやつの手伝ヽ

(2月 ごろより)

人間関係

鞠 1

患 万 呑 、(ヱ ,、 錫

方角を矢口る

春のセ阜

(七車がゆ)

冬野菜種まき

日 と粁 の 率 偏 に

参加する
‐餅つき
∩ 子.上 来 /ギ

焼ヽ`も会を通して

作り方や地域の方

との交流を楽しむ

みかん絞り

てつ三ヤ`も堀 リ

① いも洗い、きの

この子房分け

サトイモ(子 名

月)

②すすきを飾り、
行事への輿味閲
だを持つ

①トウモロコシの

皮おき

フ」く新寿鬼培 再 生萩

培

夏野 菜の種 まを

①季節の食材の下

処I口 を手伝う

キャベツ剥を

く形、色、大きさ

の違いに気付く)

②楽しい募囲気の

中で食材に関わる

米とぎ

環 境

わ か` め を戻 了

(形 が変わったね )

ごますり

(プチプチするね)

バナナを/ヾターナイ

フで

⑭温度や味を言菓
にする

υシロッフの味、色

Oスイカの色、音

υ3、 大きて、懸触

年 F日可を迫して

「食材名を矢口る。

楽しい雰囲気の中

で保育士と言葉の

やりとりをする」

①簡単な言葉で自
身が感じたことを表
現する。

告 韮

菱

Iの

色

|

彗聯
3

期

ど孵
軒

R鼻

おヽ じ

緑 、

おヽてヽ
と

楽 し

を行い、身近な人の猿倣
を
し、再現す
::,f割 ヱ々

表 現

保育指針ポイント2

り

啜

」や

る

】人の

tに

ま触

i、 燒 t'

41〈

(餅 つ

、師

副子 を

ζやに

か に

!し て
g知

大

ヒげ

等 )

じヽて

| |

ら,Fと のあ願 い

↓

1米 育 参 ″ロ

|

認、家庭での役事の

様子の間を耳叉り(新入

園児)

お弁当のお願い

試食会、食育だより

|

保護者支援

園長

]食の 大 切 てを矢ロ

|る

保育目標

養護 と教 育の一体 的展 開

断 つ こ 父 流

駐 ξいも交 流

流 してつめん父れ

かき氷交流

すいか割 り交流

叡グ を運し(晨スでん

に挨拶をして知への異

味を持つ

地域連携

副園長/主任

雛祭 り

お別れ会

‐師分 (患 方巻 )

筑 開こ

年明けうどん

世界、家庭の料理

餅つき

ヤ
焼きいも大会

ハロウイン

さつまいも掘り

|

十五ィ文

(お 月見 )

ア コヽ｀
=Jリ

流 しそうめん

かと氷

緊 画 寸 I万 ア ー

・食育月間 (埼玉の味を

矢口ろう)

,S、れあい会

・八十八夜 (お 茶)

,お 花見

主な行事

生きる力の基石楚を育む

副主 任

・おべんとう緬の歌
・野菜バリバリ元気っ

・カレーライスの歌
・パン屋さんにお買
い物
・野菜の歌
・ピクニック
・フ)レーツパフェ

わらべうた

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

教■ 図形、文字学ザヘの問 0、 感覚

自然とのかかわり 生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

竜籠性 規範意識の芽生え

協同性

自立′は

健康な鳶と体

iOの姿

担 当



2023年度保育テーマ

すまいる保育国の 目標

保育方針

イ呆育理念

保 育指針 ボインH 環境を通して行う

I.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.通切な発達援助 4.家庭・地域との運栃 5.保護者更抜

自分のことが好きな子 自分のことおヾ出来る子

イ呆育指 針 ボイントZ

保育 日標

副園長/主任

主体的に関わる(① 自然の中で思い切り遊ぶ。②多様性を譲め、自他ともに大切にする。③自分で考え判断できる力を育む) 音を楽しむ(わらべ歌・歌・手遊び・リズム・楽器)

副主任

養護 と教 育の一体 的展 開

自立趙を育む (体 を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子 )

生きる力の基礎を育む

担 当

2023年度 鶴ケ岡すまいる保育園 食育計画 (3歳以上児)

の

3月

2月

1月

12月

II月

10月

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

食 育 のね らい

育みたい資質・能力の3つの柱

行事を通して、その行事の内塔

と意味を知り、食文化への理解

を深める

食べ物や食べ物に関わった

人々に感謝の気持ちをもつ

R

世屎食糧 DAYか ら、食べ物の

大切さを知る

秋から冬の味、食材 を味わい

ながら行事 を楽しむ

夏野菜の収種を通し、食べる

意欲をもつ

夏の味、食材、行事を楽しむ

保育者や友だちと一緒に楽し

い寡囲気の中で食べる(ク ツキ

ングを含む)

自ら行いたい食育活動を選

び、考えて実行してみよう

火田活動を通して、野菜に対して

輿味をもつ

         |

P

↓
↓

↓↓
じゃわヾいも

l又 穫|つ

ま十

ほうれん草 きゅうりと

|ま
と

|

知活動 健 康

オクラ

もヽ

|

食事の前に手洗い、う
おヾいをする。

力ヽヽっぱい体を動か

し、空腹感を味わう

食材を前歯で噛み切

る。食事の姿勢 (両 足

がつく姿勢 )

3色食品群分類表で

食材の役割を矢口る

食具の使い方を矢口り

身につける(調理器具

に触れる〉

共通の 目的に向かって

考えたり、工夫 したりし

ながら調理 を楽しむ

料理 を作 り、人の役に

立つ暮びを味わう

家庭の味があることを

矢口り、それを作ったり食

べたりする

餅つき会を地域に案内
する

焼 t学会の準備

工夫、他児への思いや

り

食の大切さに気付く

(残食量の計測 )

手洗いの大切さを宍口る

共 同の用具 を大切に使

(包 丁等 )

かき氷の準備

工夫、他児への思いや

り

流 しそうめんの準備

工夫、他 児への思いや

り

の目的にむけ試行錯誤

する

ジャガイモ堀り

封莱の種類を矢口る

水やり当番

ジャガイモを植える

火日活動について相談を

する

人 間 関係

パン作り

保存食 (昔の矢口患)、 意

方巻

七草の種類

料理、食材の原産国

国旗、世界地図

米は炊く、もち米は系す

の違いを矢口る

たこ火と安全

芋ほり、稲刈り

収穫祭

世界の食べ物

種の大きさ、色の違い

ピーマンの色の変化

カレー作り

夏野菜 H又 穫

かと氷 スイカ割り

料理、食材の原産国

国旗、世界地図

流しそうめん

食材の産地、県名、日

本地 図

埼玉県の市町村地 図、

自分が住んでいる場所

害虫について考える

笛の買い物

葉っぱの形の違い

大きさ、豆の井故

火口を作る種から栽培

バケツ稲を作る(発泡

スチロー,レ )

凛 境

給 本の中の料理

保存食の意味 (お 餅、

千し芋)

あ 懺,科埋 の 憲 味 (L菜
からくるもの)

絵本やカードを通して

国名や園旗を矢口る

笹十つさ会の案内を作る

燒 き芋屋さんのチケット

作成

米屋さんとの言葉のや

りとり

笛屋さんとの言葉のや

りとり

看板つくり

かを氷の話し合い

絵本を■邑して培産や県

名を矢口る

火口や稲の様子を友だち

同士伝え合う

お店屋さんとの言葉の

やりとり

(苗屋、お茶屋)

会話を楽しみな

がら食事をする

言 譜

牲丹餅 (こ しあん)

ひし餅の色

今年の方角

鰯の匂い

回旗を作る(描く)

文化の違い

米ともち米

食感の違い

焚火の大量と臭い炭の

色、炎の色、熱さ

掘った事の大きさ、形、

重さ

紫工葱の実験

御萩(粒あん)

さつまいも団子

かと氷シロップの色、味

色、熱さ

そうめんの水の量

野菜クイズ

fdfv

作り方の違い

国族を作る(描く)文 化

の違い

上の感触、砂場、築山と

の違い

表 現

↓

燒 き芋への 保護者参力D

弁当の日

発しそうめんへの、保護者参加

保育参カロ、懇談会

弁当の日

活動の可T見化

食育だより 弁 当の 日

保護 者 支抜

もち米購入

お餅つきへの参カロ

燒 こ芋 ウイークヘの参

加呼びかけ

米の購入

冬野菜の種の購入

(種 七園芸)

かと氷シロップの購入

(KASUMlス ーパー)

そうめんの購入

流しそうめん

ボランティア

夏野菜の苗の購入

(種七園芸)

お茶の購入

つどいの広場での試

食会

地域 運携

ひな祭り

お楽しみ会

伝統文化ウィーク

クラス懇談会

正月あそび 春の七草

世界の料理

家庭の味を食べよう

お餅つき

クリスマス

Fttt芋 ウイーク

子はリツ ロ`ワイン

世界食糧DAY
世界手洗いDAY

秋祭 り

お月見、お彼岸、バス述

足

郷土料理を食べよう

七タウィーク

食べよう

内科検診 歯科検診

大井祭り

へ十八夜 (茶 )

バス違足

入園式

主 な行畢

まめまき

お正 月

やさいのうた

やきいもグーチーパー

おべんとうばこのうた

わらべうた

3つの 大 好 きを 有 む

▼体を使うのが大好きな子

▼頭を使うのが犬好きな子

▼人と関わるのが大好きな子

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

当然とのかかわり 生命尊重

思考力の芽生え

社会 生活 との関わ り

迫侮性 規範意識の芽生え

協同性

自立だ

健康な′じと体

10の姿

大きな采の木の下

レーライスのうた



2023年度  鶴ケ岡すまいる保育園 保健計画
年間目標 :丈夫な身体づくりに向けた保育園での生活を送る 2022.2月 更新 (看護委員会作成 )

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認

する

寒さに負けず外遊びを
楽しむ (体づくり)

インフルエンザや
風邪の予防に努める

薄着の習慣をつけ
丈夫な身体を作る

体を動かすことを楽しむ

けがに気をつけて、
体を動かす

暑さに負けず、
元気に過ごす

感染症に注意する
歯を大切にする

手洗いの大切さ
戸外で十分に遊ぶ

進級・入園に伴う
環境の変化に慣れる
(生活リズムを整える

・国での生活に慣れる)

保健 目標

常備薬品の見直し・補充
医療用備品のチェック・補充

・保健計画の評価・検討

〈毎 日>
・視診 (体調不良の早期発見 )

・触診・検温
・感染状況の把握・掲示
・体調不良児、けが等の対応
・医療棚・救急箱の整理/補充
・内服状況の把握

〈毎月 >
・身体測定・記録
・カウプ指数による発育確認
・予防接種状況の把握・記録
・保険証の期限チェック・管理
・入園児の健康診断の結果
・アレルギー疾患、

既往歴の把握
・救急箱、預かり薬のチェック
・体温計の管理
・安全WTへの参加
・看護委員会
・検便検査 (職員)

く随時 >
・体調変化に伴う連絡・対応

(保護者連絡の目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、
コドモンでの配信

・お散歩バック内
救急セット確認

・健康診断の準備・結果配布
・保険証・乳児医療受給者証

の期限確認・管理
・嘔吐セットなどの備品管理
・感染症発生時の対応・注意喚起

毎 日・毎月・随時
/看護分科会

・歯磨き指導

・プライベートパーツ指導

咳エチケット指導

・内科健診
・世界手洗いデー
・目の愛護デー
・手洗い指導

・皮膚疾患などの把握
・水遊び時の注意事項
・プライベードパーツ指導

・内科健診
・歯科健診
・虫歯予防デー

・熱中症対策
(帽子・水分補給等・暑

さ指数の把握 )

入園時健康診断

く毎月〉
・身体測定

子どもへの働きかけ
/保健行事

空気清浄機点検・整備

・インフルエンザの欠席について

・空気清浄機点検・整備

・緊急時の対応 (救命講習 )

・水遊びの注意 (感染・事故 )

・熱中症予防
・虫刺され・イカリジン成分スプレー

(11月 まで)

・環境の変化に伴う事故発生に留意
する
・戸外活動の注意点(熱中症・けが)

〈適時〉
・新入園児のSIDS

/SUDIの注意喚起
・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起

園内研修口職員周知

耳の 日

進学に向けて

花粉症

冬のスキンケア

・ノロウイルス・嘔吐の処理
・丈夫な体を作る

・インフルエンザ
・冬の感染症・予防

・風邪予防
・スキンケア
・鼻のかみ方・中耳炎

・目の愛護デー
・予防接種
(日 本Л凶炎・インフルエンザ)

・冬の服装 (下着の着用)

・虫刺され(蜂・毛虫)

・救急の日
・生活リズム・感染症

・夏を乗り切ろう
・夏の生活習慣

・夏の感染症
・皮膚の清潔

・熱中症
・虫歯予防
・冷房使用について
・虫刺され (蚊 )

・生活リズム (活動と休息)

・園での生活
・清潔について (爪・頭髪)

・薄着の勧め
・靴の選び方
・午睡の必要性
・発熱時の対応 (適時)

ほけんだより

家庭口地域との連携

・内科健診の結果・治療の案内
・冬の寝具・衣類の切り替え

・お弁当への注意 (安全WT)

・夏の寝具・衣服の切り替え

・内科健診・歯科健診の結果・治療の

案内

・家庭調査票の提出・確認・活用
〈適時〉
・体調変化に伴う連絡
(保護者連絡の目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、コドモンでの配信
・予防接種状況把握
・保険証・乳児医療受給者証の期限
把握

保護者連絡・連携



2023年度 安 全 年 F日]計 画 鶴ケ岡すまいる保育園

3月

2月

1月

12月

II月

10月

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

月

還要佳ヨII線

散歩の日

避要佳訓線

散歩の日

避難訓線

散歩の日

避難訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

子どもがヽヽなくなった訓練

総合防災訓練

散歩の日

避難ヨII練

散歩の日

避難訓練

避難訓練

不客者対應訓練

(警察立ち合い)

総合防災訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日
子どもがいなくなった訓練

避難訓練

散歩の日
※毎月28日 を散歩の日として戸

外での緊急対A訓練を行う

安全関係行事

水服の安全、調整

・野外調理の安全

・安全パトロール

・地震、火災が起こったら
・野外調理の安全
・毒のある植物、生き物
・遊具の安全な使い方

《5月 頃≫

・熱中症の危険
・帽子の大切さ
・園外活動での蚊
・水遊びのルール

子どもへの働きかけ

虐待 について

・感染症について

インフルエンザ、嘔吐処理
・SIDS強化月間

《6月 ～7月 ≫

普通救命講習

・竜巻について
。大規模災害時のマニュアルの周知、確

諷

・アレルギー既往歴の確記

≪研修≫
。SIDS・ 誤飲・誤味 ・個人情報 SNS
・アレルギー ・ハラスメント・水の事故
・バス乗車マニュアルの確記
。虐待 (保護者・不適切な保育 )

※セルフチェック

≪5月 ごろ≫

・熱中症について
。虫の危機 蚊 (デング熱など

)、 毛虫など

・蜂について ・水遊びについて

園内・園外研修、職員周知

≪年間を通して≫

・すまいるカード

のお願い

《毎月≫

避難訓練時に災

害伝言ダイヤル

の周矢ロ

《II月 ≫

SIDS強化月間

保護者発信

《4月 ≫

・防犯設備の確認 (セ コム等 )

≪5月 頃≫
。熱中症指数の掲示
・虫よけの準備

《毎 日イ子うこと≫
。いのちのリスト
・ヒヤリハット
・気づきノート
・空気清浄機の使用

≪毎 月≫

・避難訓練時に災害伝言ダイヤルの試

験運用(15日 の場合 )

≪都度≫

・嘔吐処理備品の確認

《防災訓練時6月・iO月 ≫

・防災設備の確認 (通報装置等)

・非常食、防災結品の確認

《H月 頃≫
。加湿器の使用開始

(水抜きは毎 日行う)

環境

☆避難訓練・散歩の日については別途計画を作成



2023年度  自衛消 [′も訓練計画 鶴ケ岡すまいる保育園

月  日 ホOX‖ 発生場所 8も間帯 避 要t場所 ねらい 内 容 指暮及び留意点

4/14
(金 )

地震

初期消火
関東北部にて

震度 3程度の

揺れ

厨尼より出火

午前保育中
1 0iOO

室内の安全な場所
↓

各クラスの出入り
□まで移動、整列

・避難訓練に慣れる
・保育土の話を聞い

て、安全に避果柱する

・安全場所に避巽とし、 l果電■の指不にlナ■つ
・ 紙芝居などを用いて避難の意味を知る
。避難訓練の意1末・ 慧義を伝える

・ 緊急 8き の破送・含図の周矢8

・ 1果育上の所に集まる練習
・防災頭巾、避難靴の苦用
・避難リュックの中の点検
・消火器類の確認、初期消火
・人数確認・ 報告

【職員の意思l航―】
・非常災害対策責任分芋8表 (火災予防のlB当者、自
衛消防隊編成組織表)を理解し、緊急事態発生に備
えて確認をする。
・避貫柱経路・消火器の設置場所・防災頭巾・避難
靴・避難用持ち出し袋・避難時に持ち出さなくてlよ

いけないもの '非常点の確認をする。
・地震、火災8もの職員の文J応の理解
・色

'マ

な災害発生場所を想定した避難経路の確認を
とる。
・消火器の使い方の確認をする。 (総合防災訓練時
の水消火器訓練)

・災害伝言マニュアルの試験運用を行う。
【火災・地震訓練】

①生命の安全を第一に老え、全職員が避難誘導す
る。
②l呆育主自身が港ち着いて避難誘導する。
③各自の任務を声を掛け合いながら遂行する。
④火元の確認・火元アつ`ら遠ざかる。
⑥日頂より避難経路の確認、確保(荷物等で塞いでし
まう事のなしヽように)をする。
⑥保育中に防災頭巾をかぶる練習をする。又、乳児
は保育の中で慣れるよう配慮する。
⑦避難靴の有無、サイズの確認をする。
③子と児担任はおんSの仕フj(おんlも 組ヽの仕方)を練
習する。
③日々、避難リユックの中身の確認をする (携帯電
話、笛、救急薬品、ティンュ、タオル、児童名簿、
筆記用具、着替え、オムツ、おしり拭き、雑巾、ビ
ニール袋、オンブイRなど)

①避難車、乳母車のタイヤの需裂・空気の確認をす
る。(命のリストでC日確認)

①火災の時は窓を閉める。 (延焼を防ぐ)

地震の際は出入リロを開ける。非常□の扉や通路扉
も開ける。カーテンは下ろす。 (避難経路の確保、
窓ガラスの散乱防止)

⑫地震の際は振動がおさまるまで静かに待機する。
①落下物・転倒防止器具の確認をする。 (室内タトの
整理整頓)

①日頂より園内外、公園での安全な場所の確認をす
る。
①□別支援の顕要な子どもには保育者が付く。
①避箕任する際は出来るだけまとまり、安全に速やブ)｀

に誘導する。 (2次災害の防止)

①紙芝居や絵本などによる安全指導を適宣行う。

【人数確認・ 報告】

・ 傷草Bの出席人数を正確に把握 し、事務所に知らせ

出席簿に記入する。
・ 避難訓練の際は、誘導後、防火管理責任者に正確

な人数の確認・ 避難状況の報告をする。→内線によ

る報告可                    |
。分担表に基づき、 トイレ・ ホールなど各きB屋 に子

どもがいなしヽか確認をする。

【救命救急講習 (予定)】
・ 珊員の講召会とし、状況に応 じた救命ん法を理解

できるようにする。
・ 人工]T吸、心1蔵 マッサージなどユ女命救急のアj法を

理解する。

【不書者対応訓練】
・ 不審者と判断 した場合の連絡ブj法を確認、把握を

する。
・ 相手に刺激を与えないようにし、 R建物内に侵入さ

せないよう時間をダ〕`せぐ。
・ 110番 通報・ セコム通報・ 保護者、地1)、 保育課
への連絡

【消火訓練 (初期消火)】
。ますは身の安全の確保をする。
・ 消火器の使い方を知る。
・ 火元の確認 。子B握をする。
・ 初期消火に向かう際は、鯵す大声で匂りに状況を

伝え、厳援を求める。
・ ピンは火元ア)｀ ら5m程 の距離にて抜くようにす

る。 (力 が入って しまい、一度 レバーを握 ってしま

うと、消イし液が止まら万ょくなるため)

・ 火元の手前から徐ノマに近づいていく。

【広域避難場所までの避難】
・ 鶴ケ丘 l」 l学校まで避受鮮方法の周矢B。

・ 子どもの安全な誘g、 職員の連携を取る。
・ 園からの持ち出 し物資の確認をすることで、再度

何をすもち出 したらよいのア)｀検討する。

【時間未設定での避難訓練】
・ 通常保育の中で、放送に指示に従tl避難する。

・ 訓練8き FB5、 避難場所、避難方法に関しては、未設

定とする。

5/15
(月 )

地震

初期消火
子どもがい
なくなつた
際の訓練

関東南部にて

震度 4程度の

揺れ

厨罵より出火

午前保奮中
10:OO

室内の安全な場所
I

各クラスの出入り
□まで移動、整列

1

園庭集合

・避難訓練に慣れる
・保育士の話を間い

て、安全に避難する

~楽
肉の寮全な以 11に避疑・ l米首

=(ブ'指示に従う
。

[ヵ災頭巾・ 避癸佳靴の香用
。人を貿確認・ 報告

・ 落下物・ 転倒 [方止声ょどの確認
・ 避笑怪□に移動、整列する
・ 初期消火

6/15
(本 )

火災
初期消火

※総合防災
訓練

不審者対応
訓練

厨房よ り出火
午前保育中
10:OO

室内の安全な場所
t

各クラスの出入り
□まで移動、整列

1

園庭集合

・ 火災の避難の仕ん

を矢Bる
・非常階段での避難
に慣れる (34,5
歳)

・保育上の話を聞い

て、安全に避難する

・ 室 内の賓全 な場 P,TIこ 避難・ l栄甫
=の

指示に従う
。l,j災頭巾・ 避難靴を着用
。避難□に移動、整列する
。園庭への速やダ〕`な避難
。人数確認・ 報告

・ 消火訓練、通報訓練
・ 水消火署

7/14
(金 )

廻農
水遊び8もの

避難
初期消火

警察立ち台
いのもと不
審者訓練

関東北部にて

震度 3程度の

揺れ

厨房より出火

午前保育中
10:30

室内の安全な場所
t

各クラスの出入り
□まて移動、整列

1

園庭集合

・水遊び時の避笑住ん

法を矢8る

・保育上の話を聞い

て、安全に避難する

・安全な場所に避難 し、保育■の指示

に従う
。

,方災頭巾・ 避難靴の着用

・ 人芸
数確認・ 報告

・ 消火訓練

8/15
(火 )

火災

初期消火
厨房よ り出火 16:OO

午後 l呆育中

室ぬの安全な場 P九

t

各クラスの出入19

口まて移動、整列
|

園辰三集合

・降園時の避築性に慣
れる

・ 保育士の話を間い

て、安全に避難する

・ 賓全な勁 方に避疑 し、 lズ百三のに不

に従う
。園庭への速やかな避難
・ 的災頭巾・ 避難靴の着用

・ 人数確認・ 報告
・ 治火訓イ凍

9/15
(金 )

地震

初期消火

埼玉南部にて

震度 4程度の

揺れ

事務所より出

火

午前保育中
9 口まで移動、整列

I

園庭集合

室内の安全な場所
↓

各クラスの出入り

・登園時の避難に慣
れる
・保育土の話を間い

て、安全に避難する

軍 肉の
~女

全な場 PIIIこ 避難・ l栄百
=(′

)

指示に従う
。

B方受頭巾・ 避難靴の者用
・ 人数確認・ 報告
・ 落下物・ 転倒防止などの確認
・ 登園直後、年前おやつ中の避難

・ 避難□に移動、整列する
。園庭に避難

・ 初期消興

10/16
(月 )

地震

初期消梨

※総合8メ」災
訓練

関東全域に

震度 6程度

厨房より火災

午後保育中
15:30

室内の安全な場所
1

各クラスの出入り
□まで移動、整列

I

園庭集合

・保育土の指示に従
い、安全に避難する
・出火場所を老慮し

て安全に避箕柱する

・ 保育主の指示に従い、避難する
。近くにいる保育主の所に集まる (人

数の確認 )

。防受頭巾・ 避難靴を着用
。人数確認・ 報告
。初期消火

・ 遇報訓練
・ 水消火器

11/15
(水 )

地震

初期消火

子どもがい

なくなつた

際の訓練
震度 7程度

同房より火災

関東北部で直

下型地震発生
時間未設定 放送の指示による

・ l呆育士の指示に従
い、安全に避難する
・出火場所を老慮し

て安全に避難する

・ 保育
=の

指示に従い、避難する
。近くにいる保育主の所に集まる (人

数の確認 )

・ 防受頭巾・ 避難靴を着用
・ 人数確認・ 報告
・ 初期消火

12/15
(金 )

火災

(突風時の

避難 )

初期消火

不審者文」応

訓練

わくわく組
より出火

時間未設定 破送の増示による

・保吉士の指示に従
い、安全にk硝難する
。出火場所を考慮し

て安全に避難する

・ 保育■の指示に従しヽ、避難する
。近くにいる保育士の所に集まる (人
共数の確認 )

・ [方災頭巾・ 避難靴オど着用
。人数確認・ 報告
。初期消火

1/16
(月 )

地震

初期消咲

埼玉県北き8で

震度 4程度

厨房より出火

8き間未設定 放送の指示による

・ 保育土の指示に従
い、安全に避難する
。出大`場所を考慮し

て安全に避難する

・ 保育生の指示に従い、避賓桂する
。近くにいる保育主の P万に集まる (人

数の確認 )

。防災頭巾
・ 人教確認
。初期消火

避実雄靴を着用

報告

2/15
(本)

火災

初期消火

不審者訓練
にこにこ組
より出火

8き FB]未設定 政遂の■B示による

保育士の指示に従
い、安全に避難する
・出央場所を考慮し

て安全に避デ荘する

・ 保育土の指示に従い、避難する
。近くにしヽる l呆育主の所に集まる (人

数の確認 )

・ F方災頭巾・ 避難靴を着用
。人数確認・ 報告

・ 初期消火

3/15
(金 )

地震

初期消火

埼玉県南音Sで

震度 5程度

厠彪より火災

時 PB5未設定 放送の指示による

・ 保育士の指示に従
い、安全に避難する
・出央場所を考慮 し

て安全に避難する

・ 保育主の指示に従しヽ、避婁饉する
。近くにいる保育■の所に集まる (人

数の確認)

・ 防災頭巾・ 避難靴を香用
。人数確認・ 報告
。初期消火



鶴ケ岡すまいる保育園 散歩訓練計画

月28日 の 日」と て 、 の訓 イ子 。(天 し、(28日 に

・散歩マップ(冊子)に ある、緊急時対Aマニュアルに浴って、動きを確諷する。
・散歩マツプは、随時兎新されるものなので、気づいたことはその都度記録し、定期的に改定していく。

わくわく 確認事項月 に こに こ 確認事項

避難先の確認

事務所の対A確認
不審者

・合言葉で集まる。

(体操ゲームはじめるよ)

・事務所の対応確認

4月 天候急変

子どものけが

(救急要請無)

・園への連絡確認
・事務所の対A確詔

5月
子どもが動けない

(散歩先で)

・園への連絡確訳
・事務所の対応確詔

。避難先の確訳
。事務所の対応確認

子 どものけわヾ
・園への連絡確認
・事務所の対応確認

天候急変6月

7月

3月

9月

不審者

・合言葉で集まる。

(体操ゲームはじめるよ)

・事務所の対痣確認

10月
子どもが動けない

(散歩先の途中で)

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

。園への連絡確諷
・事務所の対A確認

。子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

子どもが動けない

(散歩先で)

|1月 不審者

子どもの病気

(救急要請X要 )

・救急妥請の確諷
・園への連絡確訳

12月
行方不明

(散歩先で)

・園への連絡確訳
・事務所の対A確認

・救急妥請の確認
・園への連絡確認

不審者

・合言葉で集まる。

(体操ゲームしよう)

。事務所の対A確認
1月

子どもの病気

(救急要請捲妥)

行方不明

(散歩の途中で)

・園への連絡確訳
・事務所の対A確認

2月 不審者
・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

指定なし3月 指定なし



今和 5年度事業計画

高階すまいる保育園



2023 い 全 的な計画

保育の目標・内容

内科健診(2回 )歯科健診(1回 )、 害虫駆除、歯
磨指導、咀T露・疎下の指導、手洗指導、感業拡
大防止策 (毎 日の消毒の徹底)、 行政との連
携、来園者の対応

衛生・健康

保護者参加の研修、電子連絡帳、コドモン、ポートフォリオ、国だより、保健便り、食育便り、ルクミー、保育参加、保護者懇談会、保護者と
のワークショップ、園便りの地域回覧、HP、 ブログ、行事の参加や招待、姉妹園交流、他園交流、一時保育預かり事業、つどいの広場

家族の状況及び保護者への支援・地域の実態との関わり

2023年度の保育目標

すまいる保育国の目標

保育方針

保育理念

保育指針のポイント1

毎月避難初期消火訓練、総合防災訓練(2回 )、 普通救命救急講習 BIき取り部I練 、い
のちのリスト(職員による毎日の安全点検 )、 マニュアル・がイタ'シスの活用、不審者訓練 (警察
指導)、 子どもがいなくなつた時の訓練、毎月28日 は散歩の日

安全対策

①身近な地域や自然と関わり、周囲の1勿 や人を大切にする気持ちを育む ⑫目身で考えて行動し、やり板く力[育む 力 や 思 い や りの Iしヽ を含 む

※保護者様アンケートより

自立心を育む3つの大好き (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子 )

1 保育所保育指針を連守する 2子 どもの人権を守る 3発 達を適切に援助する 4家 庭・地域と連携する 5子育ての伴走者として保護者を支援する

自分のことが好きなこども 自分のことができるこども

環境を通しての教育・保育(豊かな遊びの展開)

井上先生 (環境)、 富山先生 (ク オーレの日)、 コドモンカレッジ研修、すまいる
委員会・ワーキングチーム、国内研修・園外研修、GT・ 臨床育児研究会、
Zoom研 修の活用、キヤリアアップ研修、自己評価(保育者の自己評価、国の自
己評価 )

職員の資質向上

近隣小学校との交流、学校訪間、幼保小連携連絡会議、散歩時に校庭で遊ぶ
機会、親子心、れあいフェスの会場(′よヽ学校体育館)、 教員と保育士の情報交
換、保育所児童保育要録の送付

小学校との連携

保育指針のポイント2

同 星

養護と教育の一体的展開

主 任 創 主 任

入園式
親子ふれあいフェス

秋祭り
ハロウィン

ウインターフェスタ
卒園武

主な行事

事H任

ツール

食育

教

育

養

護

保百 目標

育みたい資質・能力の3つ の柱

表現

環境

言葉

人間関係

健康

情緒の安定

生命の保持

発達確認 (CCWポートフォリオ )、 コドモンによる国からの情報発信、指導案、国バス、タブレット、Zoomによる会議の活用

空腹を感じて飲みたい

だけのミルウを飲む

精 神 的発 達
・身の回りのものに親しみ、様々なものに

興味や関心を持つ。
・見る、触れる、探索するなど、身近な環

境に自ら関わろうとする。
・表情や手足、体の動きなどで自分を表

現する。
・気 に入 った絵 本を繰 り返 し保育者 に

読 んでもらうことを喜 ぶ 。

社会的発達
人と関わる力の基盤を培う
・身近な人と共に過ごす喜びを感じる。
・体の動き、表情、発声により気持ちを通
わせようとする。
・生活や遊びの中で、保育者や友達など
身近な人との存在に気付く。
・わらべ歌、ら、れあい遊びを楽しむ。

・健康な心と体を育てる。
・のびのびと体を動かす。
・食べることを楽しむ。十分に午睡をす

る。
・自,1斤 ナ■‐白夕′ヽに働れカ ス _

自を合わせ表情豊力Чこ
間わりながら、心地よく安
いてきる関係をつくつてい

授乳 睡眠 〕1泄など心
l也よく感じられるように関

わり、生理的欲求を十分
高たす。

る

0歳児前半

可 気付く力 2工夫する力 3取り組む力 (保育指針の5領域を通じて、非認知的能力と自己肯定感を育てる)

離乳を進める

要求や憂着行動をしつ

かりと受谷し、安心して週
ごせるようにする。

一人一人の生活リズム

を大切にしつつ生瑾的欲
求を十分病たす。

0歳児後半

楽しく食べる

生活の中で、様々なものから刺

激を受け、心行くまで関わること

を楽しむ。

自分の気持ちを身振りや言葉て
表現する。

身近な自然に興味や関心を持

ら、探索して遊ぷ。

身近な環境に親しみ、保育者と

共に生活や遊びを楽しむ。

保奮者の応答的な関わりや語し
かけにより、言葉を理解し、自ら
簡単な言葉を使おうとする。

保古者を仲立ちとして、友建との
やり取りを楽しみながら関心を広
げていく。

のことに興味を
持ち、
たり、
じむ。
体幹や感覚遊びを楽しむ

言葉にならない行動の意味や気

持ちを理解し、やり取りすることで

安心して自分の気持ちを表すこと
がてきるようにする。

応答的な関わりにより食事排泄
などの活動を通して、自分でしよ
うとする気持ちが芽生えるよう1こ

する。

1歳児

食材に興味を持つ

様々な事象や出来事を通して、
イメージを豊力Wこする。
生活や遊びの中で、興味あるこ
とや経験したことを自分なりに表
現する

身近な自然や事象に興味や関心
を広げる。
植物や生き物、主 水 泥などの
自然物に興味を持ち、確れたり遊
んだりすることを楽しむ。

言葉への興味や関心を持ち、言

葉のやりとりを案しむ。

絵本や紙芝居を楽しみ、簡単な

言葉を繰り返したり、模倣したりし

て遊ぷ .

友連と一緒に過ごす楽しさを知

り、様々な遊びを通して友達との

賀わりを深めていく。

身の回りの事を自分からし

ようとする。
・全身を使つて遊んだり、
外を十分歩く。

自己主 l長 を受け止め、―人ひと

りの気持ちに共感し、自我の青ち

を援助する。

安全で快適な環境の中で、身の
回りのことを自分てしようとする気
持ちを見守りながら援助をする。

2歳児

・野菜の収穫に興味を持ち

食べる楽しみにつなげる

生活の中で、練々な音や色や

形子徹り、動きなどに気付いた

り、感じたりして楽しむ。

感したことや考えたことを自分を
りに表現して楽しむ。

生活の中で、様々自然や事象
に触れ、親しみを持つて自分から

関わろうとする。

身の回りの物の色 量 形など
に関心を持ち、分Iサたり集めたり
する。

経験したことや感じたことを、自

分なりの言葉て伝えようとする。

生活や遊びに必要な言葉が分
かり、使おうとする。

合つたり、聞

‐十分に体を動かしながら、様々
な用具や遊具を使つた遊しくを楽
しむ。
自分ててきることは自分でしよう

とする。

子どもの気持ちや考えを受け止

め、自我の形成とともに、主体的
に活動てきるよう「こ援助する。

健康で安全な生活に必要な習

慣が身につくようIミ見守り、1日 々

に応じて援助する。

3歳児

・食ぺ物や業養に関して興味を
持つ

感したことや、イメージしたものを、

自分なりI三工夫して作ろうとする。
・書いたり、作つたりすることを楽し
み、遊びに使つたり飾つたりする。

自然や身近な事物に興味を持ち
工夫して生活や遊びに取り入れる。
身の回りの物の色 量 形などに関
bを持ち数えたり比べたりする。

自分の思いを伝えたり、相手の話
を聞いたりして会話を案しむ。
絵本や紙芝居などを通して、ス
トーリーや言葉の面白さに気付く。

自分の意見を持ち、相手に伝える

中で、相手の意見t聞 いて受け入

れる。

友連とイメージを共有し協力しな
がら遊ふ。

全身を使いながら、な々な遊具や

用具て工夫して遊ぷ。
l建康、安全な生活に必要な習慣
や態度に関心を持ち、身に付けよう

とする。

一人一人の子どもが主体的に活
動し、自発性や探索意欲などを高
めるとともに、自分への自信が持て
るように見守り適切に働きかける。

健康で安全な生活に必要な習慣
に関心を持ち、自ら出来ることの喜
びを感じられるよう1こ援助する。

4歳児

・食べ物と体の健康との関係に

興味を持つ

自分のイメージを動きや言葉などて

表現したり、演して遊んだりするなど
の楽しさを味わう。

綺麗なものや素晴らしいものに触れ、
自分の表現に活かそうとする。

緑々な事物や自然に主体的に関わ
り、試したり発見したりしながら、工夫

して遊ふ。
生活の中で物の性質や数量、図形、

文字、時間などに関心を持つてかか

わる。

友連と考え言葉て伝え合い、相手の

話を聞こうとする意欲や態度を身付け

遊びを発展させる。

友連と思いを伝え合う中て、協力し

て物事をやり遂げる大切さや充実態

を味わう。

地域の人など、自分の生活に関係
の深い人々に親しみを持つ。

目様をもつて挑戦したり、あとらめず
にやり通すことで達成感を味わい
様々な生活や遊びに意欲的に取り組
む。

―人一人の子どもを主体として認
め、肯定する気持ちを言葉や態度て
伝え、自分への自信を獲得てきるよう
にする。

健康で安全な生活に必要な'習 慣を
身に付け、自ら意欲的に行動てきるよ
うにする。

Iようにする。

5歳児

SDGs:持続可能な発展の
ための日標

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

数量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

幼児期の終わりまでに
育つてほしい姿



2023年度 高階すまいる保育計画 (乳児用 )

保育の目標・内容

クラスの年間目標

すまいる保育園の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

保育者との愛着関係を基盤として、生理的・情緒的な欲求が満たされることで安心して生活する

自立心を育む3つの大好き (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

1 保育所保奮指針を達守する 2子 どもの人権をする 3発 進を適切に援助する 4家 庭 地域と連携する 5子吉ての伴走者として保護者を支援する

自分のことが好きなこども    自分のことができるこども

環境を通しての教育・保育(豊かな遊びの展開) 保育指針ポイント2

保育目標

養護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

年
間

保育者の関わりと配慮

養
護
と
教
育

育みたい資質・能力の3つの柱

9月

8月

7月

6月

5月

4月

身近なものと関わり感性が
育つ

身近な人と気持ちが
通じ合う

健やかに伸び伸びと育つ

秋の自然に触れる

様々な感触を楽しむ

室内で十分に身体を動かす

少しずつ水に慣れ親しむ

様々なものに興味を持ち、見つめた
り、手に取つたり、日に入れたりする

保護者と一緒に保育者と関わり、新

しい環境に慣れる

春の 自然に触れる

保育のねらい

・落ち着いた雰囲気の中で、安心して過ごせるよ
うにする
・睡眠中は事故のないようにこまめに観察する
'子どもの気持ちや要求に応じて、たくさん話しか
けたりして、発語を促す
・特定の人との安定した関わりを持てるようにし、
ふれあいを十分にする

◆五感(触覚、味覚、嗅覚、視覚、聴覚)を刺激出来るように環境を整える
◆前庭覚、固有覚(感覚統合)の発達を意識した遊びの提供
室内:手押し車、操作できる玩具、人形、ボール、型はめ、ままごと、ブロック、積み木、絵本、粘上、クレヨン、筆、スポシジ、風船、塁、花紙、絵具
室外 :コ ンビカー、バイク、シャボン玉、水風船
自然:日 差し、光、影、風、雨、水、砂、上、石、草、花、虫、氷、雪、落ち葉、枝、どんぐり、松ばつくり
食育:野菜、果物、魚

・首がすわり、腹ばいにすると手を床に着けて、
頭や肩を持ち上げる
・手に触れたものや自分の手を口にいれたり音氏め
たりする。
・機嫌がよい時は盛んに哺語を発し、目が合うと

自ら微笑みかける

オムツを替えることに慣れる
3回寝になる
抱かれたり体に触れられていると安心して眠る

3か月～6か 月未満

お月見

夕涼み会

七 タ

保育参加

懇談会
歯科健診、内科健診

入園式

慣れ保育

行事

配慮が必要な家庭への支援

離乳食相談

夏の感染症の注意喚起

保育の意図の説明、相互理解
(懇談会 )

薄着のお願い

きめ細やかな連絡を取り合い、
信頼関係を築く

保護者支援

・授乳や離乳食は一人ひとりの子どもの健康状態や食欲に
応じてすすめる
・落ち着いた明るい表情で語りかけ、発語や哺語に応答す
る
・人見知りや甘えの感情が出てくるので、気持ちを受け止
め、子どもの思いが十分に出せるように関わる
・形や大きさ、素材の違う様々な遊具を準備し、触つたり舌氏
めたりする遊びを十分に楽しむ

・腹ばい、寝返り、おすわりなど活発に動く
・欲しいものに向かつて、ハイハイをする
・親しい人と同じものを見て心を通わせ、応答的な関わりを
楽しむ
・わらべ歌遊び、ふれあい遊びなどを通して、言葉や保育者
との関わりを楽しむ

保育者との心、れあいを楽しみながら、オムッを替えてもらう
オムッを外すと自分から足を上げる
2回寝に移行する
保育者がそばにいると安心して入眠する

6か 月～9か 月未満

3月

2月

耳月

12月

11月

10月

進級に向けて

自分のことを自分でやつてみようとす
る

日本の伝統文化に触れる

冬の 自然に角虫れる

子ども同士のふれあいを経験する

友達と手を繋いで散歩に行く

様々な香りを知る

保育のねらい

・子どもが手づかみで食べられる食材を提供する
・言葉で知らせ、見通しを持たせる
。指先を使う玩具を用意し、手や指の動きを促す
・まわりの安全を確認し、探索活動が十分できる
よう援助する
・わらべうたを通して情緒の安定を図る

・はう、つかまり立ち、伝い歩きなど、移動運動が

活発になる
・哺語を受け止めてもらい、保育者とのやりとりを
楽しむ
・指差しで自分の要求や思いを訴える
。つまむ、叩く、引つ張るなど、手や指を使つて楽
しむ

・言葉をかけ、体に触れるとおしりや足を自分か
ら上げる
・2回寝になる
・午前の睡眠時間が短くなる
。自分で食べるようとする意欲

9か月～12か 月末済

ひな祭り
卒園式

節分

懇談会

お正月
伝統文化

ウィンターフェスタ
餅つき

焼き芋

ふれあい遊び会
ハロウィン
内科検診

行事

進級に向けての説明、相互理解

冬の感染症の注意喚起

ウィンターフェスタヘの参加の呼
びかけ、相互理解

相互理解

保護者支援

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

数量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

幼児期の終わりまで
育ってほしい10の 姿
(保育所保育指針より)



2023年度 高階すまいる保育園 保育計画 (1、 2歳児 )

保育の目標・内容

クラスの年間目標

すまいる保育園の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

〇保育者との安定した関わりのもとで、自分でやりたいこと、楽しいことをみつけられる力を育む。 ②大好きな遊びをみつけて友だちとのやりとりを楽しむ。 ③身の回りのことを自分でしようとする。

自立心を育む3つ の大好き (体 を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子 )

1 保育所保育指針をこ守する 2子 どもの人権をする 0発 連を通切に援助する 4家 庭 地域と連絡する 5子育ての伴走者として保護者を支I暴する

自分のことが好きなこども    自分のことができるこども

環境を通しての教育・保育(豊かな遊びの展開 ) 保育指針ボイント2

保育目標

養護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

4月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

3月

2月

保育のねらい

年間の環境

秋から冬への季節の変化を感じる
・保育者や他児と簡単な言葉の模倣、やり取りを楽しむ

秋の自然に触れる
・いるいるなイメージを持ちながら遊ぶ

・行事を通して地域の方との交流を深める
'言葉を使つて自分の要求を伝える

簡単な言葉で思いを伝える

他児と一緒に体を動かし遊ぶことを楽しむ

土や水に触れながら全身を使つて夏の遊びを楽しむ

適切な体息をとりながら、暑い時期を健康で快適に過ごす

保育者や友達と関わりながら、夏の遊びを楽しむ

保育者や他児と一緒に水に親しみ、水遊びを楽しむ

梅雨の時期を快適に過ごしながら、季節の 自然に興味や関心

を持つ

保育者に手伝つてもらいながら身の回りのことをする

・保育者に見守られながら、好きな遊びを楽しむ
・散歩や戸外遊びを楽しむ中で、草花や虫に触れたり春の 自然

に親しむ

好きな遊びを見つけて遊ぶ
ゆったりとした雰囲気の中で安心して過ごす

健 康

・気の合つた他児と遊ぶことを楽しむ

見立て遊びやごつこ遊びを通して、保育者や他児と言葉のやリ

取りを楽しむ

戸外、室内ともに全身を動かして遊ぶことを楽しむ

少し先の見通しを持ちながら生活したり活動に参加したりする

・簡単な身の周りのことを自分でしようとする

雪遊びや冬遊びならではの遊びを楽しむ

簡単な身の回りの
こと(手洸い)を

行う

水 絵の具遊び

分に体を動かす

健 康

|

|

氷の冷たさ、感触

友だちや保護者と
共に楽しい時間
を過ごす

秋の味覚の匂い

色、形

葉じむ

|

繭
路獅中中‐

水
落

の

体を拭こうとする

衣類の着脱を自分
でしようとする

の方

　

　

―

の域
流

地
交

地域の方との

交流

友だちとイメージ落

4有

して遊ぷ

|

人間関係

通して、保青者と

関わる

    |

かかわる

|

|

七夕の竹
笹の葉

雨のき、風

こいのばり
風の写aさ 、向き

1散

歩先の公園の桜

環 境

|13ξ

健霙奈蒼

おに探し

|

|

卿］森麟

”捌軸

海の教

七夕の歌

言葉をイ集り返す
テューリップの教

言 語

雪の歌

身近な仕事を知る
(厨房見学 )

経験したことを
言葉て表現する
クリスマスソング
お正弓の歌

厨房スタッフと
コミュニケーション
をとる
まつ1まつくりの歌

虫の声

トリックオア

い中幾

どんぐりころこと

融
「韓イメ．ジをも級『

こいのぼりの:しヽ

うれしいひなまつり

絵本や物語に親し
み、想像を膨らま
せる
鬼のパンツ
豆まき

|む っくり熊さん)

保育者の真似をし

体を動かす

氷の冷たさに

髄れる

竹をたたく音
笹の葉の音

雨の音 雨だれの
落ちる音の違いを
感じる(トタン)

歌 薬器 わらべうた

1  

様々な感触

表 現

絵本のイメージを

れん1ま

持つた遊びをする
おにごつこ んヽ<

伝統遊びを案しむ
自分のベストと
幅子をかぷる

触れ親子で製作を
案しむ

マラカスや鈴で音を
出すことを楽しむ
さまざまな素材に

落ち葉を握る
感撤、音

自分の夕了きな衣装
をつくり、行事を
薬じむ
自分のロッカーに
口拭きを片付ける

↓

生活移行について

伝えていく

熱中症に関する
注意喚起

夏の霧楽症の

とを喚起

保青参加

|

お弁当の依額
内容 持ち物の説明

家庭状況の把握

保護者支援

る

懇談会にて来年度の備品
や見通しを持つた姿を伝え

冬の感染症の注意Lヽ起

ウィンターフェスタベの参加

ハ弁当の依頼

1重 外保吉による
地域交流

消防署見学
(バ ス)※虹

伊佐沼 (バ ス)

※虹

伝統文化を
伝える

勤労感謝の日

秋の味覚

ハロウィン
総合防災訓練

多世代交流
(敬老の日)

地馬tの方から
竹をいただ<

(伊佐招より)

つといの広場による
地域連携

掲示による情報発信

地域連携 主な行事

ウィンターフェスタ
餅つき

焼き芋

ふれあい遊び会
ハロウィン

お月見

七タ
タ涼み会

総合防災訓練
保育参加

懇談会

拗
働

鱗
ど

入園式

室内 :操 作出来る玩具、微細の玩具、人形、ボール、型はめ、ままごと、プロック、積み木、粘土、のり、絵の具、シール、クレヨン、筆、画用紙、花紙、片栗粉、塁

室外 :コ ンビカー、バイク、シヤボン玉、水風船

自然 :陽射し、光、影、風、水、砂、土、石、草、花、虫 (ダンゴムシ、クワガタ、カブトムシ、コオロギ )、 氷、枝

ひな祭り

節分

懇談会

お正月

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の 姿

育みたい資質・能 気付く力を育てる・工夫する力を育てる・ しく頑張る力

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

敷二 図形、文字等への関心、感覚



2023年度 高階すまいる保育園 保育計画 (3歳 以上児 )

7月

6月

5月

4月

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

・友だちと共通の目的をもって遊ぶ中で、自分の思つたことを相手
に伝え、相手の思しWこも気づく
・夏の遊びを存分に楽しむ

友だちと共通の目的をもって遊ぶことを喜び、十分に楽しむ
季節の変化や特徴に気づき、興味や関心をもつ

・好きな遊びを見つけ、
・友だちとの関わりを広

さまざまに工夫し、集中して遊ぷ
げ、一緒に楽しむことを知る

好きな遊びを見つけて、友だちや保管者と十分に薬しむ

身近な春の自然に触れ興味をもつ

保育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

クラスの年間目標

すまいる保育国の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

進級 就学への期待をもって生活する

友たちと共通の目的をもって遊心ヽ中で、お互いの考えや気持ちを

伝え合い、自信や信頼感を高めていく。

・自分のやりたいことに自信をもって意欲的に取り組む
・冬に心、さわしい生活の仕方を知り、健康に気をつけて生活する

自分のやりたいことに自信をもつて意欲的に取り組む

季節の行事に親しみ、その意味や由来に興味・関心をもつ

友だちと協力しながら活動に取組む充実感や満足感を味わう
季擦Fの 行亭や伝統文化に句虫れ。興味 関心を深める

・友だちと共通の目的をもって遊び、お互いの考えや思いを伝え合
う経験を重ねていく
・季節の自然に角虫れ、遊びのなかに取り入れる

・気づいたこと、感じた事などをさまざまな方法で表現して楽しむ

身近な自然に親しみ、季節の変化に気づき、関心をもつ

SDOsi持 続可能な発展のための日標 N02飢餓をゼロに

・気づいたこと、感した事などをさまざまな方法で表現して楽しむ
。身近な自然に親しみ、季

“

信の変化に気づき、関心をもつ

友だちと共通の体験をすることで、イメージを共有しながらさまざ
まな遊びを楽しむ
・適切な休息や水分補給、着替えをして、健康に過ごす

一人ひとり「こ応じて適切
安定した生活

子どもの気持ち、

生命 情緒

じる。

力してよろうとする、ま

進んで友だちを助けた

り、助けてもらつたりして

、ヽうがい、衣月風の
その意味を理

自分でしようとす

もつて主体的に活雪力でき
るよう、―日の流れを配

慮する。
子どもの動練や視線に

配慮した環境を整える。

子どもが先の見通しを

モノηさを 知り自ら行
=暑きの中での遊び

方を工夫する
親子て体を動かす
気持ちよきを体験す
る

十分に体を動かす
気持ちよさを体験
する

て存分に体を動か
す
望ましい食習慣

健 康

1塾尋郡
百をき指導

る

釘分の絵本を通し
自ら生活に必要な
習慣や態度を考え

やりたいこと|三

向かつて頑;長 る

|

友たちや保護者と
共に時間を過どす
ことの喜びを味わう

米の種類 (産地 )

買い物
炊飯を体験する
焼吉事の匂い、色、
形を観察する

切さを 知り自ら行う

な習慣に気付く

全の大切き「こ気付<

手洗い うがいの大

霧1子で体を動かす
気持ちよさを体験す
る

夏_野菜の収穫と調
理    食べ

物への

興味 関心

る

夏の感染症につい

て      知
る

遊びの選択をする
自分で考え

自分で行動する

人間関係

節分という文化や

伝統に貌じむ
,市 妹 1奎 交流

公共施設への訪間
規短意識の芽生え

親子て製作を薬じむ

家族を大切に思う

参加する

の

本
然

如
器

協

擁

ハロウィンで地域の
お宅を訪間する
道徳性の芽生え

を持つ

高齢者をはしめ

地域の人に親しみ

練習をする

現

嵯勘
の

け

通

向

共

に

弾的
のこぎりなど共同の

野菜を作るという

共通の目的に向け
て    試行錯
誤する

|

郷
紳

る

係

当
め

関
お
始

クラスの友たちとの

|

共通の自的に

向かつて考えたり
工夫したりする

環境を通しての教育・保育(豊かな遊びの展開)

落ち業、ドングリの

根
生命の不思餞さ

けやの森の林遊び
西中央公固のイテョ
ウ 色、大きき、二

↓者減
公国のドングリ集め

ドングリの出来始め
色水あそび

I

ルールのる遊びを
案しむ

梅雨の時期

幼虫やダンゴ虫

色水遊び

(伊佐沼)恭弾脚
野
命
ザ

プランターで車花や

近隣公回の桜
足元の革花
野鳥、あだか

園庭、皇内のロフト

環 境

蜘触癌
ひ
伝
触

雪や霜柱といつた
冬の自然に触れ
不思議さを感じる

貌しむ
固庭の語と霜権
自然の変化

正月あそび
伝続的な遊びに

杵の重さや日の

大きさに触れる

踊りを通じて
心を通わせる

短冊にお願いを害く
文字で伝える薬しさ

伝え合う

畑,舌 動について

気付きや発見を

宙購入の際の

お店庭さんとの対議

いを案しむ
絵本や物語に親じ
む

て言葉による伝え合

言 語

|

お別れ会、卒国に
向けてアイディアを
出し合い表現する

絵本や物語に

親しみ、な像を
巡らせたり、言葉の

リズムを表しむ

二月遊びを楽じむ
(かるた、すごろく)

ペープサート入形劇
演じて遊ふ

£F真 やルールに
ついて伝え合う
観劇を通して、言葉
の   やりとりを

トリックオアトリート
言葉の響きや
使う葉しさ

回鑑を使つて調べる
名前、重さ

自分のことが好きなこども    自分のことができるこども

保育指針ポイント2

i保青所保言指針を達守する 2,ど もの人権をする 3売 とを適切に援助する 4家 庭 地域と連携する 5子育てのにた者として保1篭者を支援する

自分の好きな衣装を
身に付け地域を回る
さまざまな素材を
工夫する

表現する
辞競離攀

を作つたりするなど
楽しさを味わう

音楽に親しみながら
葉器に繊れたり衣装

七夕の物語を
表現してみる

雨の中でも戸外で
案しめる工夫を
する(コ ート製作)

表現してみる

野菜の花の色
葉つばの形など

感動体験を増やす
身近な環境十分に
関わる

表 現

|
卒回製作

』
音

感

の”柳草木の新芽の

色など)

二月遊びを葉じむ
(こ ま回し、羽根つき
など)

十三支の折り紙

さまざまな素材を
使い、工夫して遊ぷ

焚火の

'霞

と臭い

炎の色、熱さを
感じる

保護者支援

保育目標

冬の感染症についての
注意喚起

ウィンターフェスタヘの
参加
保護者との相互理解

企画相談

保護者との相互理解

ウィンターフエスタヘの

災害時の緊急連絡の

保護者と共に半年間の

成長を吾ぷ

熱中症に関する
注意喚起

相互理解

懇談会、保管参加
保育のを回の説明

親子ふれあいフェス
ヘの参加

夏の感染症の

注意喚起

水遊びにおける準備
安全対策

子どもの日々の

様子の伝達と共有

感謝の気持ちを伝える
―年間の成長を喜び合

想談会への参加
保育所保青の意図
(価 値)の 相互理解

嘱託医との連携

花や夏野菜の

書の購入

掲示板を活用した

情報発信

地域連携

|

箇磨を指導
紙芝居

小学猿訪問
幼保小連絡会

び
月
遊
め

工
承
初

お
伝
書

お餅つき

勤労患謝 (身近な
仕事への参画 )

焼き事会

'曜

託医との連携
消防署との連携
ハロウィンウィーク

(多世代交流)

行事、活動の

写真掲示

地域の方から竹を
いただく

七タ

懇談会

診
診

健
健

科
科

内
歯

総合防災訓練
(消 防立ち合い)

親子ふれあいフェス

お弁当の日

入園式

主な行事

1 気付く力 2工夫する力 3取り組む力 (保育指針の5領域を通じて、非認知的能力と自己肯定感を育てる)

①安心して生活し、いろいろな経験を遊びの中で表現しながら意欲的に楽しむ  ②さまざまな活動の中で、仲間同士でいることの喜び、楽しさを味わう

自立心を育む3つの大好き (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

生きる力の基礎を育む

養護と教育の一体的展開

ひな祭り

卒園遠足

卒回式

節分
懇談会

伝承あそび
凧あげ

ウィンターフェスタ
お餅つき

焼き芋会

観劇会 (宙 )

靱祭り
ハロウィン

総合防災訓練
内科検診

お月見

普通救命講習



□ 長 主任 副主任 担 当

2022年度   高階すまいる保育園   食育計画 (零L児 )

食育の目標・内容

すまいる保育国の 日裸

保育方針

保育理念

保育指針ポイント司

自立心を育む (体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子 )

1 指針に基づく保育 2子 どもの人権を守る 3適 切な発達援助 4家 庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う 保育指針ポイント2

保育のテーマ

養護と教育の一体的展開

上半期 :子ども自ら新しい環境に積極的にかかわ
る 下半期 :子ども自ら周囲の子どもや大人とか
かわりながら、様々な経験を積んでいく。

3月

2月

1 月

12月

1 1 月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

・行事食を通して、日本の行事や、食文
化に触れる。
・食事前には、手を洗う事や、食後の日
拭きなど、自分でやつてみる。
・みんなで食べる楽しさを知る。

・様々な食べ物に接する機会を持ち、楽
しく食べる。
・国の周りにある食物、身近な食べ物を
しる。
・丁寧に関わりながら、少しづつ歯ごたえ
のある食材を取り入れ、よく噛むことを身
に着けていく。

・手づかみで自ら食べようとする。
・様々な食材や味、形状に慣れる。
・水分補給をしっかり行う。
・いろいろな食べ物を見る、触る.味わうな
どの体験を通して自分で進んで食べよう
とする。
・様子を見ながら普通食(完了食)へ移行
する。

・おなかがすき、ミルクを飲みたいときに

飲みたいだけゆつたりとした環境の中で
安心して飲む。
・離乳食を喜んで食べる。
・一人ひとりの状態に合わせ、離乳を進
める。

・食具を持つて、日まで運ん
で食べられるようになる。
・食べ物の命に感謝し、様々
な食に触れ、口を拭いたり、
食器やタオル、エプロンを片
づけるなど、自分でやつてみ
ようとする。
・食事、睡眠などの生活のリ
ズム感覚がめばえる。

・様々なものを食べてみよう
という意欲が育つ。
・椅子に座る、日を動かす、
手を動かす、身体の動きが
できるようになる。

・食べ物に興味を持ち、手を
仲ばす。→ 手づかみで食
べようとする。
・口をしつかり動かす。→よく
噛んで食べる。
・離乳食の量とミルクの量を
調節していく。
・水分補給をしっかり行う。

・一人ひとりのリズムに合わ
せたつぷりとミルクを飲む。
・咀啜の様子を観察し、適宜
声をかけていく。
・様々な食材をよくl題んで食
べる。

健やかに伸び伸びと育つ

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

・節分の行事に触れる。

・「いただきます」「ごちそうさま」
「モゲ毛グ」「おいしいね」など、保
育者と言葉を交わしながら食べ

る。
・テーブルを回んで友だちと一緒
に食べる。

・かばちゃについて絵本を見たり、
歌遊びを楽しんだり、大きなかば
ちゃを、一緒に触って、季節の食
材に触れる。

・おなかがすいたら泣く、または哺
語によつて、ミルクや食べ物を催
促する。
・個人差に応じて授乳を進めてい
く中で、様々な食品に少しずつ慣
れ、食べることを楽しむ。

・ゆったりと授享しが行えるように
する。
・友だちや保育者の見守りの中で
楽しく食事をする。

身近な人と気持ちが通じ合う

・落ち着いた環境の中で、ゆつくり
食事をする。
・みかん、イワシなど、季節の食材
の匂いや香りを感じる。

・ハロウィン行事に向けて、かば
ちゃに触れたり、かばちゃ料理を食
べたりする。
・厨房職員と一緒に配膳を通して、
「ありがとう」の気持ちを伝える。

・食べ物の玩具に興味を持ち、食
事への関心を高める
・食事の挨拶を保育者と一緒に
やつてみる。
・季節の野菜やわくわく組が収穫す
る野菜を見たり触れたりする。

・食事の時の挨拶を見て真似をし
ようとする。
・食に関する絵本の読み聞かせを
して、食べ物への関心を高める。

身近なものと関わり感性が育つ

・慣れ保育の期間に家庭
での状況を聞き取る。
(食物確認表の確認 )

・家庭での離乳の進み具
合など連携をとっていく。
(食物確認表を毎月確認)

・個々の子どもの発育・発
達状況を把握し、家庭と
連携して個人差に配慮す
る。

・朝食の大切さを伝えて
いく。

保護者支援

・ひなまつり

節分

懇談会

お正月

・ウィンターフェ
スタ
・餅つき

焼き芋会

・触れ合い遊び
会  ・ハロ

ウィン

お月見

夕涼み会

七 タ

懇談会

内科検診
曽科検診

夏野菜

・入園式
・慣れ保育

主な行事

数量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の姿



2022年度   高階すまいる保育園 食育計画(1,2歳児)

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

育みたい資質・能力の3つ の柱

食育の目標・内容

すまいる保育国の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

・食前、食後の身支度を自ら進んでしようとし、友達
と楽しく、落ち着いて食事をする。

・行事食を通して、日本の行事や食文化に触れる。

・食具を持つていない方の手で、ちゃわんを支えて

食べる。

・様々な食べ物に接する機会を持ち、楽しく食べる。

・畑の野菜や保育園の周りにある果物の木に興味
を持ち、身近な食べ物を知る。

収穫した野菜などを様々な方法で楽しく食べる。

・食べたい物、好きな物が増え、自分で進んで食べ

ようとする。

・友達や保育者の見守りの中で、一緒に意欲的に楽
しく食べる。

,食前の手洗い、あいさつなど食生活に必要な手順
を発達に応じて、身につけていく。

・夏野菜に興味を持ち、収穫した野菜を喜んで食べ

る。

・新しい環境や保育者に慣れ、見守られながら自分
で食べようとする。

・保育園の周り1こ ある野菜や食べられる植物に興味
を持つ。

i畑 の野菜に興味を持ち、収穫した野菜を喜んで食
べる。

・もつとほしい、もういらないの意思表示ができる。

よく噛んで食べる。

・スプーンやフォークな
どを使つて、自分から
意欲的に食べようとす
る。

・食事の前に手を洗う
(感 染症の拡大対策)。

・様々な食材、味に慣
れる。

収穫したものを味わ
つ 。

・十分に体を動かし空
腹感を感じる。

健 康

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

自立心を育む(体を使うことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子。人とかかわることが大好きな子)

1_指針に基づく保育 2_子どもの人権を守る 3適切な発達援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う

↓

・保育者や友だちと一

階に楽しく食べる。

人間関係

豆まき

七草

・餅つき

ハロウィン
(交流)

ひなあられ

ヤ

恵方巻、豆
イワシ

・そ:つ ユし`巧れし`
・ゆず、ミカン、柿等、実

のなる木への興味 さま

ざまな種類の
り,ポ手 ヤに損車カ ム

|

キンコに触れる

稲穂と米

夏野菜の生長の様子
ジャガイモを洗う

|

・テーブルとイスの高さ
・スプーンを使つて食べ

ようとする

I

環 境

・春の七草
(七 草がゆ)

大根
もち米、餅
にんじん

|

・フロッコリー
・水栽培 (さ つま

芋 )

・氷

スイカ
ナス
キュウリ

|

食事の時の挨拶

・食材の名前を知る
・簡単な言葉で味を 表

現する

言  =五

「ぺったん
ぺったん」

「にぎにぎ」

冷たい感触
「冷たい」

・色、大きさ、

感触を表す言葉

「おいしい、
甘い、ほく「よく」等
の言葉

ひし餅の色

イワシの匂い

・餅の硬さに気づく
・冬野菜の色や形、感

触

・もち米の変化、蒸かし

た匂い、餅の感触
・野菜スタンプ

粘上で回子つくり

野菜スタンプ

・夏野菜の色や形、感
触(赤 、緑、紫、丸い、大
きい、′Iヽ さい、とげとげ、
つるつる等)

・ジャガイモの色や形、
感触

・ままごとを楽しむ
(年間を通して)

表 現

保育指針ポイント2

|

弁当の日のお願い

:

・朝食の大切さを知らせ

る
・懇談会で子どもの姿を

共有する

I 保育参加

・食物確認表の確認、家

庭での食事の様子の間

き取り(新入園児 )

保護者支援

・懇談会で一年の
子どもの成長を
喜び合う

保育のテーマ

養護と教育の一体的展開

豆まき

餅つき

・ハロウィンでお菓
子をもらう

↓

掲示板の活用

:

地域連携

・桃の節句

・節分

鏡開き

ウインターフェスタ
餅つき

ハロウィン
触れ合い遊び会

お月見

夕涼み会

・tタ

入園式

主な行事

上半期 :子ども自ら新しい環境に積極的にか
かわる
下半期 :子ども自ら周囲の子どもや大人と関
わりながら、様々な経験を積んでいく。

国 写 寺 拝

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

数量・図形、文字等への関 Ib、

惑覚

自然とのかかわり,生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の 姿

剤 ■拝 ↓日当



2022年度  高階すまいる保育園 食育計画  (3～ 5歳児 )

保育の目標・内容

幼児期の終わりまで身育ってほしい10の姿

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

3月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

し の

育みたい資質・能力の3つの柱

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

・日々の食事やクッキングを通して、食材
や調理の過程に興味を持つ。
・食材の大切さを知り、すべての命に感謝
の気持ちを持つ。

・野菜の栽培を通して、植物が育つ環境に
興味を持ち、命を大切にする心を持つ。
・食べ物を作つてくれる人、調理してくれる
人に感謝の気持ちを持つ。
・行事食を通して、日本の伝統や食文化に
触れ発見を楽しんだり、考えたりする。

・身近な自然に関わり、世話をしたりする
中で、食材に対する感覚を豊かにする。
・意欲的に様々な食材や食べ物に触れ
る。
・自然の恵みとしての食材や食の循環に

興味を持つ。

・健康で安全な食生活に必要な基本的習
慣や態度を身に付ける。
・新しい環境の中で、友達と一緒に食べる
楽しさを知る。
・食物アレルギーについて知る。
・三食食品群分類表で食材の役割を知
る。

健康な心と体、自立心、協同性、道徳性・規範意識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽生え、自然
とのかかわり・生命尊重、言葉による伝え合い、豊かな感性と表現

・食事の前に手洗い、
うがいをする(新型コ
ロナウィルス感染拡大
対策)。

・感染症拡大対策のた
めのテーブル配置を
工夫する。

・友達と楽しみながら
食事をする。

・野菜など、様々な食
材に触れる。

・戸外でたくさん遊び、
空腹感を味わう。

・食事の前の挨拶「い
ただきます」「ごちそう
さま」

・食具の使い方を知
り、身に付ける。

健 康

すことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

1_指針に基づく保育 2_子どもの人権を守る 3適切な発達援助 4.家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う

牡丹餅づくり

鏡開き
(どのようにしたら割れる
のか)

餅をつく

焼き芋や干し柿の作り方
を教えてもらう

給食メニューを厨房職員
と相談する

スーパーに米を買いに

行く

夏野菜の調理方法な
ど、厨房の職員と話す。

食事のマナー
友達と楽しく食事をする

目分 の賞へたい重を

伝える (セミバイキン

グ )

人間関係

ひな祭り行事食

思方巻 (セ レクトのり巻
き)        バ

レンタインクッキング

春 の七早 の種類

七草粥

おせち料理

うどん作り

焼き芋、千し芋
干し柿

月、宇宙、萩、牡丹
世界食ホ堡DAY

洗米、炊飯をする
米の形、色

夏野菜の収穫

じゃがいもを洗う
じゃがいもの大きさ、形、
重さ

夏野菜の首を植える
葉つばの感触、花の色

ランチルームでの食事に
慣れる(月 グループ)

環 境

あんこ、きな粉から好き
なものを選ぶ

恵方巻の食べ方など

春の七草

世界の料理

残食の量の計測
(SDGs:飢餓をゼロに)

給食のメニューを自分た
ちで考える
十五夜の由来を知る

米の種類、名前を知る
産地、県名

夏野菜の調理法、味わ
い方など調べる

成長を伝え合う、発表す
る
日本の郷上料理

成長を伝え合う、発表す
る

会話を楽しむ
メニューに興味をもつ

言 語

保育指針ポイント2

イワシの匂い

呑 のt早 の手Я皇り

おせち料理

切 り干 し大根 作 り

鏡餅をつくる

献立をイラスHこしてみ
る

ψ

夏野菜の生長の写真を

履皇描いてみる
|

上の感触
種芋の形、色

表 現

SDGsの 取り組み  No 2飢餓をゼロに

|

懇談会で一年の子と
もの市長を暮び合う

フードドライブ
(SDGゞ飢餓を
ゼロに)

お弁当

の日の

お願い

↓

家庭での米の種類や汁
の具在などを調べる

朝食の大切さを知らせ
る

フードドライブ
(SDGゞ飢餓をゼロに)

懇談会 保育参加

お弁当の日のお願い

食事の様子、食具の

使い方などの確認

保護者連携

保育のテーマ

養護と教育の一体的展開

主 任

豆まき

ハロウィンのお菓子をも
らつ

地域の方に畑を借りる

地域連携

上半期 :子ども自ら環境に積極的にかかわる
下半期 :子ども自ら周囲の子どもや大人と関わ
りながら、様々な経験を積んでいく。

副主任

ひな祭り

|

節分
′ヾレンタイン

正月
春の七草
年明けうどん

餅つき
ねぎ、大根
ウィンターフェスタ

い遊び会
ロヽウィン

お弁当

月見
お彼岸 (お はぎ)

夕涼み会

七 タ

主な行事



2023年度 安 全 年 F日]計 画 高階すまいる保育園

3月

2月

十月

12月

|1月

iO月

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

月

避難訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

不客者対A訓練

避難訓練

散歩の日

散歩の日

避難訓練

散歩の日

子どもがいなくなった訓練

(室 内)

総合防災訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

避難訓練

避難訓練

不客者対応訓練

(警察立ち合い)

総合防災訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の 日

子どもがいなくなった訓練

(室 内)

避難訓練

散歩の日
※毎月28日 を散歩の日として

戸外での緊急対応訓練を行う

安全関係行事

・水服の安全、調整

'野外調理の安全性

(火の危険性 )

・安全パトロール

・地震、火災が起こったら
・野外調理の安全性

(火の危険性 )

。毒のある植物、生き物
・遊具の安全な使い方

《5月 頃≫

・熱中症の危険
・帽子の大切さ
・園外活動での蚊
・水遊びのルール

子どもへの働 きかけ

・虐待について

感染症について

インフルエンザ、口E吐処理

SIDS強化月間

・アレルギー既往歴の確認

≪研修≫

・SIDS・誤飲、誤味  ・個人情報、SNS
・アレルギー ・ハラスメント・水の事故
・バス乗車マニュアルの確認
・虐待 (保護者・不適切な保育 )

※セルフチェック

≪5月 ごろ≫

・熱中症について
・虫の危機 蚊 (デング熱など)、 毛虫など

・蜂について 。水遊びについて

≪6月 ～7月 ≫
。普通救命講習

竜巻について

大規模災害時のマニュアルの周知、確認

園内・園外研修、職員周知

《年間を通して≫

・すまいるカードのお願

い

≪毎 月≫

避難訓練時に災害伝

言ダイヤルの周知

(1日・15日 )

《毎 日≫

・お迎え時の注意喚起

≪状況にAじて≫

・安全Newsの発行

≪|十 月≫

SIDS強 化月間

保護者発信

≪4月 ≫

・防犯設備の確諷 (セ コム等)

《5月 頃≫

・熱中症指数の掲示
・虫よけの準備

《毎 日イ子うこと≫

・いのちのリスト
・ヒヤリハット
・気づきノート
・空気清浄機の使用
・登園人数の国内放送

≪毎 月≫

・避難訓練時に災害伝言ダイヤル

の試験運用(15日 の場合 )

《都度≫

・EE吐処理備品の確認

≪防災ヨII練時6月・10月 ≫
・防災設備の確誕(通報装置等)

・非常食、防災備品の確認

≪H月 頃≫
。加湿器の使用開始

(フJく i友 きは毎 日イ子う)

環境

☆避難訓練・散歩の日については別途計画を作成



令和5年度   自衛消防訓練計画 高 l'由

し
すましヽる保育園

月  日 種月」 発生場所 時間帯 絆撃伴揚所 ねらい 内 容 指響及び雷意点

4月 14日

(金 )

地震
初期消火

年間指導
計画作成

関東北部にて

震度3程度の

揺れ

午前保育中
10!15

室内の安全な場
所

・避難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて

安全に避難する

安全場所に避要とし、保百士の指示に従う
紙芝居などを用いて避難の意味を知る

避難訓練の意味 意義を伝える

緊急時の放送・合図の周知

保育士の所に集まる練習

防災頭巾、避難靴の着用

避難リュックの中の点検
消火器類の確認、初期消火
人数確認・報告

5月 15日

(月 )

地震
初期消火

水遊び時の避難

関東南部にて

震度4程度の

揺れ

午前保育中
10:15

室内の安全な場
所

↓

各クラスの出入り
口まで移動、整列

・避難訓練に慣れる
・保育士の話を聞いて

安全に避難する

・室 P,の 安笠な場 P,「 に避素臣・保 冑=の硝

示に従う

防災頭巾・避難靴の着用
人数確認・報告
落下物 転倒防止などの確認
避難口に移動、整列する

初期消火

6月 15日

(木 )

総合防災訓練
火災

初期消火

関東南部にて

震度4程度の

揺れ

厨房より出火

午前保育中
10!15

室内の安全な場
所

↓

各クラスの出入り
日まで移動、整列

↓

園庭集合

・火災の避難の仕方を
知る
・保育士の話を聞いて

安全に避難する

蜜内の賢全な場所に避難・供百士の指

示に従う

防災頭巾 避難靴を着用

避難口に移動、整列する

園庭への速やかな避難
・人数確認 報告
・消火訓練、通報訓練
・保育士の水消火器体験

々

7月 14日

(金 )

地震
初期消火

関東北部にて

震度3程度の

揺れ

午前保育中
10:30

安全な場所
↓

待機
・保育士の話を聞いて

安全に避難する

・蜜全な場所に避要粧し、保育士の語示に従

・防災頭巾・避難靴の着用
・人数確認・報告
・消火訓練

8月 15日

(火 )

火災

初期消火
厨房より出火

午後保育中
14:45

室内の安全な場

所

,

各クラスの出入り
口まで移動、整列

↓

園庭集合

・午睡明けの選難を知る
・保育士の話を聞いて、
安全に避難する

・安全な場 Pオ に避素臣し、保育
=の

市不に1,こ

・園庭への速やかな避難
・防災頭巾・避難靴の着用
・人数確認・報告
・消火訓練

9月 15日

(金 )

地震
初期消火

埼玉南部にて

雇度4程度の

揺れ

午前保育中
9:30

室内の安全な場
所

↓

各クラスの出入り
口まで移動、整列

↓

園庭集合

・登園時の避難に慣れ

る
・保育士の話を聞いて

安全に避難する

'室内の安全な場所に避難・保百士の指
示に従う
,防災頭巾・避難靴の着用
・人数確認・報告
,落下物 ,転倒防止などの確認
・登園直後、午前おやつ中の避難
,避難口に移動、整列する
・園庭に避難
・初期消火

10月 13日

(金 )

総合防災訓練
地震

初期消火
伝言災害ダイヤ

ル体験

関東全域に

震度6程度
午前保育中
10:30

室内の安全な場
所

↓

各クラスの出入り
口まで移動、整列

↓
園庭集合

・保育士の指示に従し

安全に避難する

・安全な場所に避難し、保育士の指示に従

・園庭への速やかな避難
・防災頭巾・避難靴の着用
・人数確認・報告
・消火訓練、通報訓練

11月

予告なし

地震
初期消火

関東北部で直
下型地震発生

震度7程度

時間未設定 放送の指示によ〔

・保育士の指示に従い、
安全に避難する

・保育士の指示に従い、避難する
・防災頭巾・避難靴を着用
・避難経路の確認
・人数確認・報告
・消火訓練、初期消火

12月

予告なし

火災
初期消火 職員駐車場よ

り出火
時間未設定 放送の指示によそ

・保育士の指示に従い、

安全に避難ずる
・出火場所を考慮して安
全に避難する

・保育士の指示に従い、避難する
・近くにいる保育士の所に集まる(人 数の

確認 )

・防災顕巾・避難靴を着用
・人数確認・報告
・初期消火

1月

予告なし

地震
初期消火

埼玉県北部で

震度4程度
時間未設定 放送の指示によζ

・保育士の指示に従い、

安全に避難する

・保育士の指示に従い、避難ずる
・防災頭巾・避難靴の着用
・避難経路の確認
・人数確認・報告
・初期消火

2月

予告なし

火災
初期消火 虹組保育窒よ

り出火 時間未設定 放送の指示によそ

・保育士の指示に従い、

安全に避難する

・保育士の指示に従い、避難する
・近くにいる保育士の所に集まる(人 数の

確認 )

・防災頭巾・避難靴を着用
・人数確認 報告
・初期消火

3月

予告なし

地震
初期消火 埼玉県南部で

震度5程度
時間未設定

放送の指示によ
る

・保育士の指示に従い、
安全に避難する

・保育士の指示に従い、避難する
・近くにいる保育士の所に集まる(人数の

確認 )

・防災頭巾・避難靴を着用
人数確認・報告
初期消火



28日 の 日」と て 、

2023年度 高階すまいる保育園 散歩訓練計画

う。(天 し、(28日 にの

・散歩マップ(冊子)に ある、緊急時対応マニュアルに沿って、動きを確認する。
・散歩マップは、随時兎新されるものなので、気づいたことはその都度記録し、定期的に改定していく。

確認事項 わくわく 確記事項月 に こに こ

天候急変
・避難先の確認
・事務所の対応確認

不審者

・合言葉で集まる。

(体操ゲームはじめるよ)

・事務所の対A確認

4月

5月
子どもが動けない

(散歩先で)

・園への連絡確詔
・事務所の対A確認

子どものけが

(救急要請無)

園への連絡確記

事務所の対応確認

避難先の確認

事務所の対A確訳
6月 子どものけが

・園への連絡確認
・事務所の対痣確認

天4柔急変

7月

8月
(7月

10月
子どもが動けない

(散歩先の途中で)

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

不審者

・合言葉で集まる。

(体操ゲームはじめるよ)

・事務所の対A確認

園への連絡確諷

事務所の対A確認
|1月 不審者

・子どもたちを集めて不審

者から遠ざける

子どもが動けない

(散歩先で)

子どもの病気

(救急要請捲妥)

・数急妥請の確訳
・園への連絡確諷

12月
行方不明

(散歩先で)

・園への連絡確認
・事務所の対応確認

・救急要請の確認
・園への連絡確認

不審者

・合言葉で集まる。

(体操ゲームしよう)

。事務所の対A確認

1月
子どもの病気

(救急要請捲妥)

2月 不審者
・子どもたちを集めて不客

者から遠ざける

行方不明

(散歩の途中で )

・園への連絡確認
・事務所の対A確認

3月 指定なし 指定なし



2023年度  高階すまいる保育園 保健計画
年間目標 :丈夫な身体づくりに向けた保育園での生活を送る 2023.3月 更新 (看護委員会作成 )

家庭口地域との連携

保護者運絡口運携

・家庭調査票の提出・確認・活用
・基礎疾患、個別配慮、アレルギーなどの
把握
く適時〉
・体調変化に伴う連絡
(保護者連絡の目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、キッズリーでの配信
・予防接種状況把握・CCW入 力
・保険証・乳児医療受給者証の期限把握

(全国児 )

・歯科健診の結果・治療の案内

・内科健診の結果・治療の案内
・夏の寝具・衣服の切り替え
*適時、未受診者の通知

・お弁当への注意 (安全Vr「 )

*保険証・畢L幼児受給者証 確認
(ひとり親世帯・国保 )

冬の寝具・衣類の切り替え

・肉科健診の結果・治療の案内

*保険証・手し幼児受給者証 確認
(ひとり親世帯・国保 )

*保険証・乳幼児受給者証 確認
(卒園・退園児返却 )

ほけんだより

4月 :園生活、熱後、感染症別紙配布
・生活リズム (活動と休息 )

・園での生活
・清潔について (爪・頭髪 )

・薄着の勧め
・靴の選び方
・午睡の必要性 (3歳未満 )

・発熱時の対応 (適時 )

・熱中症
・虫歯予防
・冷房使用について
・虫刺され (蚊):ア ロマ虫よけ

・夏の感染症
・皮膚の清潔

・夏を乗り切ろう
・夏の生活習慣

・虫刺され(蜂・毛虫 )

・救急の日
・生活リズム・感染症・発熱時の対応

・目の愛護デー
・予防接種
(日 本脳炎・インフ)レエンザ )

・冬の服装 (下着の着用 )

・風邪予防
・スキンケア
・鼻のかみ方・中耳炎

・インフメレエンザ
・冬の感染症・予防
・発熱時の対応

ノロウイルス・嘔吐の処理
丈夫な体を作る

・冬のスキンケア(しもやけ・乾燥 )

・耳の日 ・進学に向けて
・花粉症

国内研修・職員周知

・環境の変化に伴う事故発生
に留意する
・戸外活動の注意点

(熱中症・1サが)

(適時〉
・新入園児のSIDS

/SUDIの注意喚起
・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起

・熱中症予防
・虫刺され・アロマでの虫よ

け対策
(11月 まで)

・水遊びの注意

(感染・事故 )

・水いぼ注意

・緊急時の対応
(救命講習 )

・空気清浄機点検・整備

インフルエンザの欠席につ

いて

空気清浄機点検・整備

子どもへの働きかけ
/保健行事

・入園時健康診断

く毎月〉
・身体測定

・熱中症対策

(帽子・水分補給等 )

・歯科健診
・虫歯予防デー
・内科健診

・皮膚疾患などの把握
・水遊び時の注意事項
・デリケートゾーン

・カミカミ献立咀疇疎下指導
(食育委員会と一緒に)

世界手洗いデー
・目の愛護デー
・手洗い指導・咳エチケット

内科健診

歯みがき指導 (3歳以上 )

毎日・毎月・随時
/看護委員会

く毎 日>
保健日誌の活用
・視診 (体調不良の早期発見)

・触診・検温
・感染状況の把握・掲示
・体調不良児、けが等の対応
・医療棚・救急箱の整理/補充
・内服状況の把握 ・消毒作業
く毎月>
・身体測定・記録 (ccw)
・カウプ指数による発育確認
・予防接種状況の把握・記録
(キッズリーでの集計)

・保険証の期限チェック・管理
・入園児の健康診断の結果
・アレルギー疾患、

既往歴の把握
・救急箱、預かり薬・備品
のチェック

・安全WTへの参加
・看護委員会
・検便検査 (職員)

く随 時 >
・体調変化に伴う連絡・対応
(保護者連絡の目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、
コドモンでの配信

・体温計の管理
・お散歩バック内

救急セット確認
・健康診断の準備・結果配布
・保険証・乳児医療受給者証

の期限確認・管理
・嘔吐セットなどの備品管理

・アレルギー児の把握
<川越>
12月 ～3月 インフル報告

毎週月曜 :保育課ヘ

・コロナ陽性報告 (保育課 )

保健計画の評価・検討

・常備薬品の見直し・補充
・医療用備品のチェック・補充
・身体測定グラフの配布

(全園児)

保健 目標

進級・入園に伴う
環境の変化に慣れる
(生活リズムを整える

・国での生活に慣れる)

手洗いの大切さ
戸外で十分に遊ぶ

感染症に注意する

歯を大切にする

暑さに負けず、
元気に過ごす

けがに気をつけて、
体を動かす

体を動かすことを楽しむ

薄着の習慣をつけ
文夫な身体を作る

インフルエンザや
風邪の予防に努める

寒さに負けず外遊びを
楽しむ (体づくり)

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認

する

担 当園

となり

伊佐沼

鶴ケ岡

3丁目

高階

となり

伊佐沼

鶴ケ同

3丁 目

高 階

となり

伊佐沼

月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月



今和 5年度事業計画

となりのすまいる保育園



となりのすまいる保育園 2023年度全体的な計画

保育の日標 。内容

街生・健康

療族の状況及び保護者への支援

すまいる保育園の日標

保育方針

県育理念

際育指針のポイントI

SIDS、 不客者対応、いのちの リス ト、マれ

'ル

・ ガイタ・ンスの活用
クオーレの日、国内研修 園外研修Gr、 臨床育児保育研究会、

キヤリアアップ研修、力,蘇終奥氏勉強会

安全対策 の資質向上

回たよりの地域回覧、HP、 行事への参加・招待、姉妹回交流、図書館、

老人福祉施設交流、卒園児招待、他園交流、福岡中学校との交流 (す すき、どんぐり) 障
氏 ワークシ ョップ

〕【戦できる環境、自然との関わり 1舗島Lttζ類 亀然との関わり

地域の実態 との間わ り
1環

境設定
1環

境設定

自立ヾを育む (体を動かすことが大好きな子 ・ 顕を使うことが大好きな子 。 人と問わることが大好きな子)

I.指針に基づく保育を行う 2.子どもの人権を守る 3.発建を通切に援助する 4.家庭・地域と連携tす る 5.保護者の支援を行う

自分の ことが好 きな子 自分の ことが出来 る子

して行う ント2 と教育の一体的展開

学校見学

保育所児童保有要録の作成

小学校 との連携

人園式

夕涼み会

親子S、れあい遊び会

保育蓼加
ハロウィン

ウインターフエスタ

伝承遊び

卒園式

主な行与

食 育

教

育

基

護

保育目標

奮みたい資質 能力の3つ の機

身近なもの と関わり

感性が育つ

身近な人 と丸持ちが

通 じ合 う

健やかに伸び伸びと

育つ

情緒の安定

生命の保持

離学し査 を保 育者か ら食べ る

。身近な玩奥や給本に対する興味や閲ィミを

l今つ。

生活の中ギ様々な物に触れる。
・歌やリズムに合わせて、子足や体を動か

告や旬いに興味を持ち、二態を働小せ

保奮者や友建と一緒に遊,S(。

優しい語りかけや、た答的な問わりによ

り言葉の理解や
'商

澪の意欲が有まれる。

肌の触れ合い、わらべうたなどのスキン

シップを通して、安定憲をもつて過ごす。

ゆったりとした環境の■で、保育者や友

にと一緒に過ごす。

自分でやりたいという気持ちを表す。

はう、主つ、歩くなど十分に体を動か

槻線を合わせ表情■かに関わりながら、
寸地よく要ミできる関係をつくっていく

るよ うに関わ り、と理的欲求を十分鴻た

一人一人の子どもが快適に生活できるようにする   ひとりひとり健康で安全に生活できるようにする  ・生理的欲求が十分満たされるようにする。

0歳児

1.気付 く力 2.工 夫する力 3.楽 しく頑張 るカ

査吉

表

現

言

葉

環

境

人
間

関

係

健

康

養

護

食べる ことを楽 しみ、全に興味 を持 つ。

季節の歌や興味のある歌に親しむ。

体操や告楽、リズム遊びを―絡に薬じむ。

自分のイメージを製士等で表し、また道びに取

自ら挨拶をするなど、言葉のやり取りを楽し

絵本や子】建び、言葉遊びに興味を持つ。

自分の思いを言葉で伝える。

手師ならではの現象に触れる。

形、こ、大きさ、■などの性質に気付く。

自然物に賊れ、感触や表現することを楽 しむ

生き4カ や玩異など身近なものを大切にする。

二感を使い、様々なものに触れる。

異年酸の間りの中で真Ⅲスをしたり、ご,こ 遊び

とする。

きまりがあることや大切さ1_気付く。
・他児や身近な大人に興味を持ち、関わることを

築じむ。

様々な動きを薬じむ。

様々な査品に触れるなど、食事を楽しむ。
・水服の者脱などを自分でしようとする。
・進んで与沈いをするなど自分の健康に関,dを持

言素にならない行動の憲味や気

"ち
を理解し、やり取

重 して 自分で しよ うとする気持 ちが茅生えるよ う

1歳児

食べることを楽 しみ、食 に案味 を持つ。

手師の歌や興味のある欧 に現 しむ。

体操や音楽、 リズムS僅 び を一緒に来 しむ。

自分のイメージを製作等で表 し、 また連 びに取

白ら挨拶をするなど、言葉のやり取 りを楽 し

給本や子遊び、宮素遊びに興味を持つ。

自分の思いを言葉で伝える。

季師ならではの現象に触れる。

形、こ、大きて、二などの性質に気付く。

自然物に触れ、感触や表現することを楽じむ。

とき物や玩兵など身近なものを大切にする。

二感を使い、森々なものに触れる。

自分の尽いや相手の夕ヽ持 ちに気付 く。

・ 異年造守の関 りの中で真 l,ス を した り、 どっこ遊び

きまりがあること

'大
切 さに気付 く。

他児や身近な大人に興味 を持 ち、関わることを

楽 しむ。

様々な動きを楽しむ。

様々な衰品に触れるなど、食事を楽しむ。

求服のを脱などを自分でしようとする。
進んで子んいをするなど自分の健康に関ヽを持

二して 自分で しよ うとす る気持 ちが芽生 えるよ う

2歳児

食への興味 を広げ、
'里

解 を深 めることで4る こ

とや食べ ることにこびを持つ。

とを楽しむ。

様々な出来事に触れ、感動を伝え合ったり、イ

メージをミかにしたりする。
なしたことを音や動きて,歳現する。
様 々なものでtる ことを楽 しみ、作 ったもの を

する。
・相手の話を注意して側く。また、して欲しいこ
と、因っていることを営素て伝える。
競しみを持ち、日常のあいて,を する。

・オノマトペなどと策の面白tに 気付く。

様々なものに触れ、性質や仕組みに興味を持

季師を知り、その主活や変化に気付く。

身近な動値効に親 しみを持ち、生命の革さに気

付き、大切にする。

オB手の思いに気付き、自分の思いを相手に伝え

―結に遊ぶなつヽて、共通の目的を持ち、工夫し

なわくらやり輩げる。
・決まりの大切せに気づき、守ろうとする。

・ 戸外遊びなど、十分に体を動かして遊ぶ。

友建と食べることを楽しみ、金への興味や間ド

を広げる。

身の回りを活′Rに する為にX要 な活動をし、健

一人一人の子どもが主体的に活動し、白男性や

際索意欲などを高めるとともに自分への自信が

持てるように見守り適 ,ヽに働きかける。
いつでも安,こ して休息てきるスペースを確保

し、′ゞ身の疲れを癒すことができるようにする。

に見守り僣々にたして援助する。
―人一人の発逹や生活リズムに合わせて食事

3歳児

査への興味 を広 げ、理解 を深 めることで作 るこ

とや食べることにとびを持つ。

とを楽しむ。
・様々な出来事に散れ、感動を伝え合ったり、イ

メージを皇かにしたりする。
・ 感じたことを音や動きで表現する。

標々なもので作ることを楽しみ、作ったものを

相手の話を注憲してF耳]く 。また、して欲 しいこ

と、国っていることを言葉て伝える。

親しみを持ち、日常のあいさつをする。
・ オノマ トベなど言葉の面白さに気付く。

標々なものに賊れ、性質や仕組みに興味を持

手師を知り、その生活や変化に夕ヽ付く。

身近な動絶物に親しみを狩ち、ユ命の専さに気

付を、大切にする。

相手の思いに気付 き、 自分の思い を相手 に伝 え

・ ―緒 に遊 ,ざ なかで、共通の 目的 を持 ち、工夫 し

なが らや り遂げ る。

・ 決 よりの大切 tに 気づ き、守 ろうとす る。

戸外遊びなど、十分に体を動かして遊,S(。

友連と食べることを楽しみ、食への興味や閲ィミ

を広げる。
身の回りをお潔にする為にXヽ 要な活動とし、健

一人一人の子どもが主体的に活動 し、白男性や

際策意欲などを高めるとともに自分への自奮が

持てるように見守り適切に働きかける。
・ いつても要Кして休患てきるスペースを確保

し、,む身の疲れを薇すことができるようにする。

に見守り個々にたじて援助する。
一人一人の発選や生活リズムに合わせて食事

4歳児

・食への興味を広げ、理解を深めることで,る こ

とや食べることにとびを持つ。

とを楽しむ。

様々な出来事に触れ、感動を伝え合ったり、イ
メージを■かにしたりする。
患したことを音や動きで表現する。
様 々なものでfFる ことを薬 しみ、4っ たもの を

する。

相手の語を注意して閲く。また、して欲しいこ

と、園っていることを言葉て伝える。
・親しみを持ち、日常のあいてつをする。
・ オノマ トベなど言葉の面白さに気付く。

様々なものに触れ、性質や仕組みに輿味を持

子色

"を

知り、その生活や変化に気付く。
,身近な勤植物に競しみを持ち、生命の尊さに気

付き、大切にする。

・相手の恵いに気付き、自分の尽いを相手に伝え

―緒に述Stな かで、共通の目的を持ち、工夫し

ながらやり選げる。

決まりの大切さに気づき、今ろうとする。

する。

戸外遊びなど、十分に体を動かして遊ぶ。

友遠と査べることを楽しみ、食への興味や閲ド

を広げる。

身の回りを消′票にするれにX要な活動をし、健

一人―人の子どとが主体的に活動し、自男性や

際条意欲などを高めるとともに自分への自信が

持てるように見守り適勒に働きかける。
・ いつでも安ヽして休息できるスペースを確保

じ、d身の疲れを施すことがてきるようにする。

に見守り個々にたして援助する。
―人一人の凝 や生活 リズムに合わせて食事

5歳児

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

尽考力の芽生え

社会生活との関わり

礎特性・ 規範意識の書とえ

協同性

自立吋

健康なヽと体

幼児期の終わ りま

でに

育ってほ しい姿



となりのすまいる保育園 2023年度保育計画 (乳児用)

3月

2月

1月

12に

II兵

10辰

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

保育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

丁 よいる保 脅 国 の 日標

保育方針

保育理念

保育指針ボイントI

健やかに伸び伸びと育つ

気付く力を育てる。工夫する力を育てる。楽しく頑張る力を育てる

自立越を育む (体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

I.指針に基づく保育 2。 人権尊重 3.適切な発達援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環 境 を通 して行 う

身近な人と気持ちが通じ合う 身近なものと関わり感性が育つ

保育指針ポイント2

保育目標

番護 と教 育の一体 的展 開

保護者支援

副 園 長 /工仕

主な行事

生きる力の基礎を育む

王 仕

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

数量 図形、文字等への関К、感覚

自然とのかかわり'生命尊重

忌考力の芽生え

社会生活との関わり

道終性 規範意識の芽生え

協同性

自立慮

健康な′はと体

IOの姿

子H当



2023年度 となりのすまいる保育園 保育計画 (|、 2歳児)

3月

2月

1月

12月

II月

10月

(7月

8月

7月

6月

5月

4月

保育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

今和3年度の保育テーマ

すまいる保育図の 目標

保育方針

保育理念

保育指針ボイント1

気の合った他児と遊ぶことを楽しむ

見立て遊びやごっこ遊びをして、保育者や他児

と言葉のやり取りを楽しむ

戸外 室内共に全身を使って遊、Sヽ ことを楽しむ

少し先の見通しを持ちながら生活したり遊んだ

りする

身の回りの事を自分でしようとする
.雪 氷などを使った遊びを通して冬の自然に親

しむ

保育者や他児と挨拶などの簡単な言葉の模

倣や、やり取りを楽しむ

考えや患いを伝え合う経験を重ねていく

季節の自然に角学れ、1甚びのなかに取り入れる

行事などを通して地域の方との交流を深める

自分の思いや気持を相手に伝えようとする

気づいたこと、感じたことなどを簡単な言葉で

表現して楽しむ

他見と一緒に遊びを楽しお

適切な休息や水分補給、着替えをして、健康に

過ごす

全身を使って外 室内での遊びを楽しむ

保育者や他児と問わりながら、水遊びなどの

夏の遊びを存分に楽しむ

梅雨の時期を快適に過ごしながら自然に奥味

間ドをもつ

保育者等に手伝つてもらいながら身の回りの

事を行っていく

保育者に見守られながら、さまざまに工夫し集

中して遊ぶ

革花や昆虫なとヽ こ触れ、自然に親しむ

好きな遊びを見つけて来しお

(新 入園児)テラスや室内でゆっくりと過ごし

安ミして保育国での生活に慣れていく

回回りを歩く

公園で走る、固定遊具等で遊ぶ

二車命車やストライダーなどの遊具で体

のパランスを整える。

鉄棒、平均 合、太鼓 1僑などの運薔ち遊具

野菜の栽培を通して食べ物への興味

P幻 ′むを持つ

散歩

(二丁 目公園 電車公園 ヤ央公園)

微約遊び

ロフトに登る

水遊び

水遊びからさまざまなI′■具や素材を

使用し、工夫して遊 ,エ

親子て体をthかすことを楽しむ

(ハ ロウインで地)■ を訪間 )

米作り

雪遊び

お二月遊び (た こあげ、こまなど)

着替えや排泄等、身の回りのことを竜

欲的に取り組む

鬼探し

健 康

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

①自分で考え行動し表現する(挑戦と継続)②思いやり、通じ合うだを持つ ③自然と関わる

自立ミを育む (体 を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子 )

I.指針に基づく保育 2。 人権尊重 3.適切な発逹援助 4.家庭・地域との連携 5.保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境 を通 して行う

保盲者とのかかわり

気持ちを受け止めてもらう

手伝い

わらぺうた

友だちとの問わり

ままごと

見てま4ぃ る

同じ礎びをしようとする

お店屋さんごっこ

地域の方との間わり

あいさつ

集 l王 遊び

(ハ ロウインて'地ガ、の方との関わり)

親子で同じ遊びを薬じむ

進級を通して、わくわくさんに興味を

もって遊んだり、新しい友達の存在を衣g

人間関係
年 間 を通 しての活 動 】

季節を感じる(草 花、自然現象)

桜 (お花見 )

身近な巳虫探し

夏野菜のとをプランターに植える

こいの1ゴリ

雨の中の活動
カタツムリ、ザリガニ、バンタ、かえる、

ダンゴムシ

あじさい

シャボン三

笹の葉

水遊び、色水整二び

水遊び (水 車、ミストなど)

′尼遊び

水構の生き物

育てた野菜を収嶺する

トンポ

落ち箕、どんぐり、松ばつくり

雲の形

クリスマス製作

二月遊びを楽しむ (凧 、コマ、福笑い)

氷作り

霜、霜柱、氷

雪が降つたら雪遊び

師分

お羅様

春を感じる(風 の変化、暖かさを感じ

る)

環 境

挨 拶

ものの:名 前、保言者や友連の名前を

知り、言葉で表す。

給本、紙芝居、パネルシ7タ ー、ペープ

サートなど

保育者や他児との言葉での伝え合い

感じたことを言葉にする

身近な音を言葉で表現する

様 ?な経験のヤで講第十数を増やす

(言 葉で表現する)

「トリックオフトワート」など言葉の響き

を楽しむ

地域の人に挨拶をしたり、やり取りを

する。

お二月の挨拶

豆まき(え はタト、福は内)

言 語

泥、砂、水などの感触

絵の具、クレヨンなどで様ぞな表現

様々な素材に触れ表現する

子遊び、歌、ダンス、リズム遊び

音遊び

雨のヤでの瑳び

染紙

嗚子をならす

ポデイペインテイング

色水

夏野菜スタンプ

自然物を使った製作

(どんぐり、をち葉、、松ばつくり等)

好きな衣装を作る

(切 る、賠る等 )

クリスマス製作 (オーナメントなど)

ウインターフェスタでの製作等

ダンスを楽しむ

お正月遊び(福 笑い、等)

節分のえ製作

ひな祭り製作

表 現

保育指針ポイント2

一年間の成長を

とび合う

悪談会にて来年の

特品や見通しを持っ

姿を伝える

ウインターフエスタヘの

参加

保護者との相互理解

l,をき宇会への事力e
ベストなどの■備の依頼

冬の荘楽症の注ξ
'集
足

災客 ]寺 の緊急連絡

の確誕

保 言歩 加

夏の感来たの芝意映定

家庭休みの理解をにす

Sれあい遊び套べの蓼

保言参加

水遊びにおける準備、

安全対策

,「型コロナウイルス感染

症についてのた恵喚主こ

レインコートのな籟

家庭状況の把握

遊びの説明 (BRの汚

れ等 )

保護者支援

国 長

保育目標

覆護 と教 育の一体 的展 開

伝続文化ウィークリー

燒 t芋 会

敬老のロ

お月見

消防署との連携

夏野菜の笛の購入

地j主への挨拶

地域連携

副園長/二任

ひな祭り

クラス懇談会

節分

二月あそび

ウインターフエス

タ

お鉾つと

燒を子会

ハロウィン

親子.S、れあい遊び会

上福岡七 夕祭り

七 タ

歯科検診
総合F方 災剖1練

保育参力o

子どもの日

入園式

主な行事

生きる力の基礎を育む

副 二 任

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

忌考力の芽生え

社会生活との関わり

道侮性 規鮮E意識の芽
=え

協同性

自立′む

健康な′Cと体

10の姿

子日任



2023年度 となりのすまいる保育園 保育計画 (3歳以上児)

3月

1月

2デ

IF

9月

B月

7月

6月

5月

4月

保育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

すまいる保育国の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポインH

進級への期待をもって生活する

友だちと共】節の Eユ 的をもって瑳ぶ中て、お互いの考えや気

持ちを伝え合い、自信や信頼感を高めていく。

自分のやりたいことに自信をもって竜欲的に取り組む

冬に,S、 さわしい生活の仕方を次gり、健康に気をつけて生活
する

自分のやりたいことに自信をもって意欲的に取り組む

季師の行事に親しみ、その意味や苗来に興味 関ミをもつ

友だちと協力しながら活動に取組む充実感や満足感を

味わう

季節の行事や伝統文化に触れ。興味 F幻 ,せ を深める

友だちと共通の目的をもって遊び、お互いの考えや思いを

伝え合う経験を重ねていく

季節の自然に触れ、遊びのなかに取り入れる

気づいたこと、感したことなどをさまざまな方法で表現して

楽しむ

身近な自然に親しみ、季節の変化に気づき、間ヽをもつ

気づいたこと、感じたこと等を色ぞな方法で表現して来じむ

身近な自然に親しみ、季節の変化に気づき、閲ミをもつ

友だちと共通の体験をすることて、イメージを共有しながら

さまざまな遊びを楽しむ

適切な休息や水分■需絡、者替えをして、健康に過ごす

友だちと共通の目的をもって遊ぶ中で、自分の思ったことを

相手に伝え、1目 手の思いにも気づく

夏の遊びを存分に楽しむ

友だちと共通の目的をもって襲ぶことを十分に楽しむ

季師の変化や特徴に気づき、輿味や関ヾをもつ

好きな遊びを見つけ、さまざまに工夫し、集中してJを、ド

友だちとの閲わりを広げ、一緒に楽しむことを知る

好きな遊びを見つけて、友だちや保言者と十分に楽しむ

身近な春の自然に触れ興味をもつ

交通安全の習慣を身につける

(交 通安全紙査居 )

師分の絵本を通し

雪ら生活にX要な

慣や態度を考える

者
再

二月遊びを通して体を動か

す

やりたいことにFo]か つて頑張る

友だちや保護者と共に時間を

過ごすことの墓びを味わう

米の種類 ,産 地 ,買 い物 ,炊飯

燒き芋の,匂 い,色,形

安全な生活にX要な習慣に気

付く、食の大切さに気付く

兒子て'体を動かす気持ちよさを

体験する

夏野菜の1叉 穫と調理食ぺ物へ

の興味 関だ

十分に体を動力ヽす気持ちよtを
体験する

夏の感染症について知る

白ツ刀＼のl鷲療に関′こをもつ

食べ物について輿味を持つ

熱中症について矢口る

いろいろな遊びのヤで t子 分に

体を動かす

回での食事の流れを知る

健 康

気付く力を育てる。工夫する力を育てる。楽しく頑張る力を育てる

自立越を育む(体を使うことが大好きな子、頭を使うことが大好きな子、人と関わることが大好きな子)

I.指針に基づく保育 2.人権尊重 3.適切な発達援助 4.家 庭・地域との連携 5,保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う

|
共通の目的にFoつ かって考えた

り、工夫したりする

市分という文化や伝統に丼見しむ

姉妹回交流

友だちの姿や顔求る姿に

気付き、A接する

親子で製作を楽しむ

家族を大切に患う

L籍岳竜at整籍写そ鶏を3

ロウィンで地域のお宅を訪間
する

高掛者をはじめ地賦の人に親

じみを持つ

(近 隣施設訪間)

共通の体験を通して

患いを共有する

共「o]の 用具を皆で使う

友だちと共通の目的に向けて

試行

'日

営誤する

共通の目的の実現に向けて

取り組む

新しい出会いに興味を持つ

人間関係

伊概齢る猛練イしl‐触れ

雪などの冬ならではの

天候を来しむ

工庵あそび

伝統的な遊びに親しむ

回庭の蒲ヒ霜柱
自然の変化

ξてや水などのかたさを感じる

落ち葉、ドングリの根

生命の不思議さを感じる

イチョウ 色、大きて、量など

季節の変化に気付く

↓
各公園のドンク拍

'集

め

ひまわり、朝顔の種

とんば、くわがた等に触れる

色水あそび

毎ざ熱勲婚

梅雨の時期
水整こびを楽しむ

自ら遊ぶ環境を考えてみる

足えの草花、桜等

自然に気づく

環 境

1後靴騨
が

朝の会や帰りの会の中で言葉

による伝え合いを楽しむ

絵本や物語に親しむ

本や物語に親しみ、想像を巡

せたり、言葉のリズムを楽しむ

工月遊びを楽しむ

(か るた、すごろく)

季節の絵本などから

自ら表現する

危険やルールについて伝え
合う

トリックオフトリート

言葉の響きや使う楽して

図鑑を使って調べる

名前、重て

自分の意見を文字に表す

短冊にお腰耳いを言 <

気付きや

発見を伝え合う

きし合い等で 自らの意見を

伝えてみる

‖感謝の言葉や思い J」 を

形にする

春の訪れを感じる

(春 ―番の嵐の音
草木の新芽の色など)

正月遊びを楽しむ

(独 楽口し、羽根つとなど)

名人誼定証の発行

子ども達によるフアッション

さまぜまな素材を使い、衣装を

発展させる

焚火の煙と臭い、炎の色、熱
て壱感じる

多′
2＼の好きな衣装を、身に付け

をす・兒を口る、さまざまな索オrを、

工夫する

感じたことや考えたことを音や

力きで表現する(体操、サーキツ

ト)

1味
のある音楽に合わせて踊

る

絵本や見たものの表現を
してみる

'の

中でも戸外で楽しめるエ

夫をする (コ ート製作 )

水遊び

琥具等を二夫する

身近な環境十分に関わる

表 現

保育指針ポイント2

↓
成長展

一年 F曰号の成長を暮び合う

A談 会への参カロ、保育所
呆有の意図の相互理解

、の感染症についての注

意喚起

7イ ンターフエスタヘの参

力B

保護者との相互理解

焼き学会への参力a

遠足への参力D

害時の緊急連絡の確認

れあい遊び会への参カロ

保護者との相互理解

駐の感染症の注意喚起

水遊びにおける半倍

安全対策

をR談会、保言参力a

保言の意図の説口月

!休ヤの様子の伝え合い

子どもの日々の様子の

伝達と収集

保護者支援

保育目標

養護と教育の一体的展開

お二 月 伝承遊び会

書初め

お餅つき

勤労感謝ウィーク

ごみ収笑革
●ぇき手会

嘱託医との連携消防署と

の連携、ハロウイン動箇、回

書館へいこう

冬野菜の種購入

セ タ

嘱託医との連携

′肖防署との連携

夏野菜のとの購入

地域の公園での交流

地域連携

ひな祭り 卒回式

節分

クラスをR談 会

伝承あそび会、凧あげ

ウインターフエスタ
お餅つき

焼き字

ハロウイン

総合防災訓練

散れ合い遊び会

内科検診

おナ]見

(上 福岡七夕祭り)

七タ
かき氷

クラス懇談会

内科、歯科検診

総合防災訓練

子どもの日

入回式

主な行季

生きる力の基礎を育む

豊かな感性と表現

言葉による伝えない

数量 口形 文字苺への関だ 理覚

自夕′`とのかかわり
=命

尊重

患考力の芽生え

社会生堵との関わり

道徳性 規年礁 諭の芽生え

協同性

自立ミ

健康なドと体

10の姿



2023年度 食育計画 (平L児用 )

すまいる保育国の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

目立心を百む(体を使うことが大好きな子ども・頭を使うことが大好きな子ども・人と関わることが大好きな子ども)

1_指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4_家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う 保育指針ポイント2

保育目標

養護と教育の一体的展開

生きる力の基礎を育む

食育の目標・内容

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

育みたい資質・能力の3つの柱

行事食を通して、日本の行事や、食文化に触れる

食事の前には、手を洗うことや、食後の口拭きなど、
自分でやつてみる

みんなで食べる楽しさを知る

旬の食べものなどに接する機会を持ち、楽しく食べる

一人ひとりの発達に応じて、少しづつ歯ごたえのある
食材を取り入れ、よくかむことを身につけていく

・手づかみをしたり、食具を使つて、意欲的に食事をす
る

日中の活動で体を十分に動かし、お腹が空き、
食事を食べる、ミルクを飲む

色々な食材そのものの味や舌ざわりを楽しむ

食べ物の食感や感触を楽しむ

・少しずつ新しい環境に慣れていく

・保育者との愛着関係をはぐくむ

・お腹が空き、食事を食べ、午睡するリズムに

慣れていく

自分の汚れを自ら拭こうとする
色々な食べ物に挑戦する
エプロン、日拭きを自分のカゴに片付
ける

様々なものを食べてみようという
意欲を持つ

自分の食べたいものを指差ししてみる

日中の活動を楽しむ

一定のリズムでお腹が空くように
整えていく

食べ物を手でつかみ、口元に運ぶ

安心した中で授乳や食事をする

空腹感を感じ、離乳食を食べる

健やかに伸び伸びと育つ

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

保育者や友だちと一緒に楽しい

雰囲気の中で食事をする

友だちと簡単なやりとりを楽しむ

一人ひとりの発達に応じて食材の
国さなどを選ぶ

友だちや一緒に食べる人の姿に
気づく

あいさつを保育者と一緒にしてみる

食材の名前などを聞く

自分の欲求を保育者に受け止めて
もらう

言葉をかけながら食事をする

落ち着いた環境の中で、ゆつくり
食事をする

身近な人と気持ちが通じ合う

行事などの食文化に触れる

食具の使い方に慣れる

手づかみ食べから一口量を知る

前歯でかじりとる経験をしてみる

さまざまな食材に触れてみる

色々な食材を口に入れてみる

新しい環境に少しずつ慣れる

季節の食材や行事食に触れる

コップから水分を取つてみる

身近なものと関わり感性が育つ

・慣れ保育中、家庭で
の様子を聞きながら、
連携が大切と伝えてい
く(※修正月齢に注意し
て補完食を進めていく)

・食物確認表
・食べた事のない食材
は、家庭で2回 以上食
べてから
・献立表の食材確認を
するように伝える
・朝食の大切さを伝え
ていく
・栄養士、保育者、保護
者の三者で面談をしな
がら、補完食を進めて
いく
・懇談会で午後食試食

保護者支援

l
ひな祭り

節分
懇談会

伝承遊びウイーク
リー
七草

ウインターフェスタ
冬至、クリスマス

勤労感謝の日

十二夜
ハロウイン

十五夜

上福岡七夕まつり
三丁目夏祭り

七タ
タ涼み会

懇談会

子どもの日

入園式
慣れ保育
お誕生日のリクエスト

牟材

主な行事

・おやつと同じ妥ア采
の調理前を実際に
時主る
.かぶ、ブロッコ

リー、にんじん等冬
野菜に触つたり匂い
をかいだり、重さを
感じる

・駅人丁つでアーフ
ルを囲み、ゆつたり
とした環境で食事を
する。

・栗、みかん、ブロッ
コリー、カリフラワー
に触る。

・おやつの野菜をす

りつぶ して食べる。
・氷に触れる
・きゅうり、とうもろこ
し、いんげんに触る
・わくわくで一緒に
金魚ゼリーを食べる

ググノコ、/スハフ

に触る。

実際の活動

★アレルキー対胚
・個々のアレルギーの状況を
指示暮、医師の診断書をもと
に把握し、全職員共通認識
その他アレルギー食提供まて
の手順に沿つて配膳していく

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

故量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の姿



2023年度食育計画 (1、 2、 3歳児 )

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

育みたい資質・能力の3つ の柱

食育の目標・内容

すまいる保育園の目標

保育方針

保育理念

保育指針ポイント刊

季節を感じながら食事をする

行事食を通して、日本の伝統的な食事に触れる

・散歩先の実のなる木や身近な食べ物を知る

・食器の片付けを少しずつ自分たちでやつてみようと
する

日中の活動で身体を十分に動かし、
自ら進んで食事を食べる

さまざまな食材に触れる

国での生活
園での食事

リズムに少しずつ慣れていく
や色々な食材に慣れていく

・日本の伝統的な行事

食を食べてみる

・季節の食材を食べて
みる

・十分に体を動かし、

空腹を感じる

・水分補給をこまめに
行う

水分補給 手洗い
・姿勢をち整える
・様々な食材や味にな

れる

健 康

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を育てる

楽しく食べる

自立心を育む (体を使うことが大好きな子ども・頭を使うことが大好きな子ども・人と関わることが大好きな子ども)

1 指針に基づく保育 2人権尊重 3適切な発達援助 4家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う

友だちと食事を楽し

む

・姉妹園や様々な方と

触れ合つてみる

・食材の名前や料理

の名前を知る

・保育者と情結の安定
を図る

人間関係

・様々な感触を楽しむ

・普段お世話になつて

いる方に感謝の気持

ちを持つ
・冬野菜を育ててみる

季節の食材に触れる

・日拭きなど身の回り
を整える

・プランターでの栽培
を行つてみる
・自らのペースで食事
を行う
・近隣のお店に行つて
みる

環 境

行事食を通して日本
の文化を知る

・ありがとうを伝えてみ
る
・行事食を通して日本
の文化を知る

・野菜の特徴に気づく
・行事食を通して日本
の文化を知る

通年を通して食事の

挨拶
・食材の名前を知る
・行事食を通して日本
の文化を知る

言 語

・様々な感触に触れて
みる

・食材を使つて、制作

等を行つてみる

クッキングを通して様々
な遭具を使つてみる

食材の建いを感じる

表 現

保育指針ポイント2

4月 )・ スナップえんどう

筋取り
5月 )八十八夜 (緑茶

ウィーク)そ ら豆のさや

むき、ごぼうを洗おう、

筍むきと筍御飯、朝顔、

ひまわりの種まき
6月 )インゲンの種まき
7月 )き ゆうりのこぶ和え

作り、とうもるこしの皮

むき、インゲンの収穫し

菊でて食べる、流し人

参
8月 )金魚す(いゼリー

9月 )、 アイスを作つて食
べるさつま芋でクッキン

グ、
10月 )セ ルフおにぎり

(月 1回 行つていく)、 ハ

ロウィンで南瓜を触つて

見て食べる、しめじの

子房分け、柿を見て触

る栗ご飯を作り食べる、

じやが芋を植える
11月 )みかんを向いて

食べる、レンコンに触つ

て見る
12月 )冬至南瓜、柚を

見て触る、じゃが芋の

収穫菊でて食べる
1月 )おせち、七草、鏡

開き、
2月 )節分、白菜はが

し、いるいろなみかんの

食べ比べ

3月 )ひ な祭り、花野菜

を見て触つて食べる

活動

保育目標

養護と教育の一体的展開

・伝承遊びウイークリー
・地域の方と焼き芋会
・豆まき交流
・懇談会で午後食試食

・3園合同ふれあい遊び会
・ハロウィンを通して地域
の方と子どもたちとのやり
取りを楽しめるるようにす
る
。近隣の店などに「ありが
とう」の気持ちを伝える
・ウインターフェスタに,召

待する

・地域の方との交流
・夕涼み会に招待
・近隣の店に行つてみる
・水遊びに伴つて朝食の
大切さを伝える
・虹グループ月1回 のお弁
当(子どもが食べやすい
お弁当を伝える)

お弁当ではアレルギーに
気を付ける

・近隣の方へ入回のお知

らせをする
・慣れ保育中、食事の様
子を見てもらう
・献立表、食材の確認、連

携
・近隣の店に行つてみる
・連休中の様子、疲れ具

合等連携
・懇談会での年後食試食

l也域・保護者連拶

↓ひな祭り

入回式
慣れ保育
お誕生日のリクエスト食
材

主な行事

生きる力の基礎を育む

節分
懇談会

お正月・七草
伝承ウィーク
焼き辛会

ウインターフェスタ
冬至、クリスマス

勤労感謝の日

ふれあい遊び会
十三夜

ハロウィン

十五夜

上福岡七
三丁目

夕まつり
夏祭り

七 タ

夕涼み会

懇談会

子どもの日

★アレルキー対思
・個々のアレルギーの状況を
指示書、医師の診断書をもと
に把握し、全職員共通認識
その他アレルギー食提供ま
での手順に沿つて配月きしてい
く

豊かな感性と表現

言葉による伝え合い

散量・図形、文字等への関心、感覚

自然とのかかわり・生命尊重

思考力の芽生え

社会生活との関わり

道徳性・規範意識の芽生え

協同性

自立心

健康な心と体

10の姿



2023年度 食育計画  (3～ 5歳児 )

保育の目標・内容

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

食育のねらい

い の

育みたい資質・能力の3つの柱

保育方針

保育理念

保育指針ポイント1

10の姿

・日々の食事やクッキングを通して、食材
や調理の過程に興味を持つ。
・食材の大切さを知り、すべての命に感謝
の気持ちを持つ。

・野菜の栽培を通して、植物が育つ環境に
興味を持ち、命を大切にする心を持つ。
・食べ物を作つてくれる人、調理してくれる
人に感謝の気持ちを持つ。
・行事食を通して、日本の伝統や食文化に
触れ発見を楽しんだり、考えたりする。

・身近な自然に関わり、世話をしたりする
中で、食材に対する感覚を豊かにする。・

意欲的に様々な食材や食べ物に触れる。
・自然の恵みとしての食材や食の循環に
興味を持つ。

・健康で安全な食生活に必要な基本的習
慣や態度を身に付ける。
・新しい環境の中で、友達と一緒に食べる
楽しさを知る。
・食物アレルギーについて知る。
・三食食品群分類表で食材の役割を知
る。

健康な心と体、自立心、協同性、道徳性・規範意識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽生え、自然とのかかわり・生命尊重、言葉による伝え合い、豊かな感性と表
現

・食事の前に手洗い、
うがいをする。

・友達と楽しみながら
食事をする。

・収穫した野菜など、
様々な食材に触れる。

・クッキングの身支度
をする。

・戸外でたくさん遊び、
空腹感を味わう。

・食事の前の挨拶「い
ただきます」「ごちそう
さま」

・食具の使い方を知
り、身に付ける。

健 康

自立心を育む(体を動かすことが大好きな子・頭を使うことが大好きな子・人とかかわることが大好きな子)

気付く力を育てる・工夫する力を育てる・楽しく頑張る力を る

1_指針に基づく保育 2_人権尊重 3適切な発達援助 4_家庭・地域との連携 5保護者支援

自分のことが好きな子 自分のことが出来る子

環境を通して行う

牡丹餅づくり

クッキー作り

鏡開き
(どのようにしたら割れる
のか)

餅をつく

焼き芋、火起こし

さつまいもを掘る
大きさを比べる
ハロウィンで地域を回る

友達とクッキングをする

かき氷屋さん
売り手、買い手のやり取
り

竹で流しそうめん
(ア レルギー対応あり)

竹をもらいにいく
田植えの仕方を教えても
らう

協力してリヤカーを引く
八十八夜の由来を知り
お茶を飲み比べる

食事のマナー
友達と楽しく食事をする
火起こし、副菓、午後食
作り

人間関係

ひな祭り行事食

恵方巻 (セレクトのり巻
き)

バレンタインクッキング

春の七草の種類
七草粥
おせち料理

米、もち米
ねぎ、大根の収穫

三上さん宅柿の収穫
火、さつまいも
米の収穫

さつまいもの収穫
ハロウィンの由来
かばちゃのマッシュ

月、キ宙、萩、牡丹

氷、水

にんじん、大根の再生野
采

じゃがいもの収穫
竹の収穫
田植え

玉ねぎの収穫
(数、重さの比較)

じゃがいも(種芋)を植え
る

環 境

あんこ、きな粉から好き
なものを選ぶ

恵方巻の食べ方など

春の七草
もち米のシューマイ作り
たくわんのお焼き

お后屋さん (文字、言粟
のやり取り、伝え方)

年賀状
菓子屋横Tで買い物

手紙をきく

さつまいもをどうするの
か子ども同士相談
お店屋さん(柿 )

クッキング
十五夜の由来を知る

看板づくり

手紙を書く
お店屋さん (玉ねぎ、じゃ
が芋)

手紙を書く
自分たちで育てたい野
菜の種を買いに行く

お店屋さん(文字、言葉
のやり取り、伝え方 )

会話 を楽 しむ

ちらし寿 司の具材 を自分

たちで選んでたべる

詈  =五

保育指針ポイント2

クッキング
リクエスト作り

クッキーづくり(型 )

チョコレート作り

呑の七軍の手角虫り
おせち料理
切り千し大根作り
餅と白菜のチデミ作り

手紙、塗り絵
鏡餅作り、だし汁の飲み
比べ、たくわん作り

手紙、塗り絵
基菓子作り(白 砂糖と黒
砂糖の違いを知る

さつま手コロッケ
国庭できのこご飯、さつ

ま芋と栗のご飯、
かばちゃのクッキー作り

クッキング

氷、シロップの色、味
マクワウリ・すいかの
シャーベット作り

野菜の再生、変化
園庭で豚汁作り(食材を
包丁で切る)

じゃがいもの大きさ
お米の首
コロッケ作り

玉ねぎの形、色

上の感触
種芋の形、色

表 現

国 長

↓ |

さつまいも掘り

お弁当

の日の

お願い

お弁当

の日の

お願い

クッキン
グ

(エプロン
マスクな
どのお願

保護者支援

保育のテーマ

養護と教育の一体的展開

主 任

1

お誘い

お誘い
お礼の手紙

燒き芋大会の
お誘い
柿のお礼

お礼の手紙

竹のお礼の手紙

地域連携

自然に驚き
自然に学び
自然に感謝する

副 主任

ひな祭り ↓

節分
バレンタイン

正月
春の七草

餅つき
ねぎ、大根

焼き芋
新曽祭

芋ほり
ハロウィン

1
月見
お彼岸 (お はぎ)

かき氷屋さん
きゅうり収穫
かばちや珂又穫

再生野菜
七タ
きゆうり種まき
すいか収穫

し

田植え
クッキング

玉ねぎ収穫
バーベキュー
かばちゃ種まき 1

すいか
種まき
とん汁

主な行事

事H当



2023年度 安 全 年 F日日 計 画 となりのすまいる保育園

3月

2月

1月

12月

|1月

10月

C7月

8月

7月

6月

5月

4月

月

避難訓線

散歩の日

避難訓線

散歩の日

I肝_難訓線

散歩の日

避難訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

子どもがいなくなった訓練

総合防災訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日

避難訓練

避難訓練

不客者対應訓練

(警察立ち合い)

総合防災訓練

散歩の日

避難訓練

散歩の日
子どもがいなくなった訓練

避難訓練

散歩の 日

※毎月28日 を散歩の日として戸

外での緊急対A訓練を行う

安 全 関係 行 子

。なく服の安全、調整

・野 外調 理 の安 全

・安全パトロール
・地震、火災が起こったら
・野外調理の安全
・毒のある植物、生き物
・遊具の安全な使い方

《5月 頃≫
・熱中左の危険
・帽子の大切さ
・園外活動での蚊
・水遊びのルール

子 どもへの働 きかけ

虐符 について

感染症について

インフルエンザ、嘔吐処理

SIDS強化月間

・竜巻について
,大規模災害時のマニュアルの周知、確認

《6月 ～7月 ≫

・普通救命講習

・アレルギーR元往歴の確記
《研修≫

・SIDS・ 誤飲・誤味 ・個人情報 SNS
・アレルギー ・ハラスメント・水の事故
・バス柔車マニュアルの確記
・虐待 (保護者・不適切な保育 )

※セルフチェック

≪5月 ごろ≫

・熱中症について
。虫の危機 蚊 (デング熱など

)、 毛虫など
・蜂について ,水遊びについて

国 内・園タト研修、職 員周知

《年間を通して≫

・すまいるカードの

お願い

≪毎 月≫

避難訓練時に災害

伝言ダイヤルの周

矢ロ

《II月 ≫

SIDS強化月間

保護者発信
≪4月 ≫

・防犯設備の確詔 (セ コム等 )

≪5月 頃≫

・熱中症指数の掲示
・虫よけの準備

≪毎 日イ子うこと≫

・いのちのリスト
・ヒヤリハット
・気づきノート
・空気清浄機の使用

《毎月≫

・避難訓練時に災害伝言ダイヤルの試

験運用(15日 の場合)

《都度≫
。嘔吐処理結品の確認

《防災訓練時6月・10月 ≫
・防災設備の確認 (通報装置等)

・非常食、防災佑品の確誤

《H月 頃≫

・加湿器の使用開始

(水抜きは毎日行う)

環境

‖ 月28日 戸散 の日については別途計画を作成 ☆ の 安全の日」と設定し避難訓 をイ子う



2023年度  となりのすまいる保育園  保健計画

年間目標 :文夫な身体づくりに向けた保育国での生活を送る 20222月 更新 (看護委員会作成 )

3月

2月

1月

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

月

耳を大切にする
1年間の成長発達を確認する

寒さに負けず外遊びを
楽しむ(体づくり)

感染症や
風邪の予防に努める

薄着の習慣をつけ
丈夫な身体を作る

体を動かすことを楽しむ

け力Чこ気をつけて
体を動かす

暑さに負けず
元気に過ごす

感染症に注意する
曽を大切にする

手洗いの大切さ
戸外で十分に遊ぷ

進級・入園に伴う
環境の変化に慣れる

生活リズムを整える

国での生活に慣れる

保健日標

・常備薬品の見直し・補充
・医療用備品のチェック・4甫 充
・身体測定グラフの配布

(全 国児 )

保佳計画の評価・検討

く毎 日>
・視診 (体調不良の早期発見 )

・触診・検温
・感染状況の把握・掲示
・体調不良児、けが等の対応
・医療欄・敷急箱の整理′補充
・内服状況の把握

<毎月 >
・身体測定・記録
・カウプ拍数による発育確認
・予防接種状況の把握・記録
・保険証・乳児医療受給者証の期限チェッ

ク・管理
・入園児の健康診断の結果
・アレルギー疾患、既住歴の把握
・敷急箱、預かり薬のチエック
・安全WTへの参加
・看護委員会
・検便検査 (職 員 )

く随 時 >・ 体調変化に伴う連絡・対応

(保護者連絡の目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、コドモンでの配信
・体温計の管理
・お散歩バック内款急セット確認
・健康診断の準備・結果配布
・嘔吐セットなどの備品管理

・感染症発生時の対応・注意喚起

毎日・毎月・随時
/を離分科会

,手洗い指導
・咳エチケット

・世界手洗いデ ー
・目の愛護デー

・内科健診

・皮膚疾患などの把握
・水遊び時の注意事項

・歯科健診
・虫歯予防デー

=内科健診

・熟中症対策

(帽子・水分補給等 )

入園時健康診断

く毎月〉
・身体測定

子どもへの働きかけ
/保健行事

・空気清浄機点検・整備

インフルエンザの欠席について

・空気清浄機点検・整備

緊急時の対応 (救命講習 )

水遊びの注意(感染・事故)

熱中症予防
虫刺され・イカリジンでの虫よけ対策

(11月 まで)

・環境の変化に伴う事故発生に留意する
・戸外活動の注意点 (熱 中症・けが〉

<適時 >
・新入 園児 の SIDS

/SUDlの 注意 喚起
・看護委員会からの連絡事項
・感染症への注意喚起

国内研修・職員周知

・耳の日
・進学に向けて
・花粉症

冬のスキンケア(あ かぎれ、しもやけ)

ノロウイルス・唱吐の処理
丈夫な体を作る

インフルエンザ
冬の感業症・予防

風邪予防
スキンケア
鼻のかみ方。中耳炎

・日の愛護デー
・予防接種
(日 本脳炎・インフルエンザ )

・冬の服装 (下着の着用 )

虫声1され (蜂・毛虫 )

救急の日
生活リズム・感染症

夏を乗り切ろう
夏の生活習慣

夏の感染症

皮膚の清潔

熱中症
虫歯予防

冷房使用について

虫刺され (蚊 )

・生活リズム (活動と休息 )

・国での生活
・清潔について (爪・頭髪 )

・薄をの働め
・靴の選び方
・年睡の必要性
・発熱時の対応 (適 時 )

ほけんだより

家庭・地域との連携

内科健診の結果・治療の案内

・冬の寝具・衣類の切り替え

・お弁当への注意 (安全WT)

内科健診の結果・治療の案内

夏の寝具・夜服の切り替え

・歯科健診の結果・治療の案内

・家庭調査票の提出・確認・活用

く適 時 >
・体調変化に伴う連絡
(保護者連絡の 目安・緊急時等 )

・感染症の掲示、コドモンの配信
・予防接種状況把握
・保険証・乳児医康受給者証の期限切れ案
内

保護者連絡・連携


